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序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、高擶南遺跡、菖蒲

江１遺跡、菖蒲江２遺跡の調査成果をまとめたものです。

これら３遺跡は、天童市南端の高擶地区に所在し、立谷川と村山高瀬川によって形成さ

れた複合扇状地「立谷川扇状地」の前縁帯に広がる豊かな水田地帯の中にあります。

この度、山形県警察本部事業「山形県総合交通安全センター（仮称）」建設に先立って

これら３遺跡の発掘調査を実施しました。

調査では、古墳時代前期の集落跡が検出され、焼失家屋など当時の生活を物語る貴重な

資料を得ることができました。

近年、高速自動車道やバイパス、農業基盤整備事業など国県等の事業が増加しています

が、これに伴い、事業区域内で発掘調査を必要とする遺跡が増加の傾向にあります。これ

らの埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえま

す。この祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫

へと伝えていくことが、わたしたちの重要な責務と考えます。その意味で、本書が文化財

保護活動の啓発・普及、学術研究、教育活動などの一助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係各位に心から感謝申し上げま

す。

平成１６年３月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰



本書は、「山形県総合交通安全センター（仮称）」建設に係る「高擶南遺跡」、「菖蒲江１遺跡」、「菖蒲江

２遺跡」の発掘調査報告書である。

既刊の年報、調査説明資料などの内容に優先し、本書をもって本報告とする。

調査は山形県警察本部の委託により財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施した。

出土遺物、調査記録類は、報告書作成終了後、山形県教育委員会に移管する。
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凡 例

１ 本書の作成は、尾形與典と長瀬えみ子が行った。執筆は、Ⅲ－１とⅢ－４～７を長瀬えみ子が、その他を

尾形與典が担当した。付編として樹種及び種子同定報告を巻末に付した。

２ 遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第Ⅹ系（測地成果２０００）に拠り、高さは海抜高で表す。また、方

位は座標北を表す。

３ 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

ＳＴ…竪穴住居 ＳＫ…土坑 ＳＤ…溝跡

ＳＸ…性格不明遺構 ＳＧ…河川跡

ＥＫ…遺構内土杭 ＥＰ…遺構内ピット ＲＷ…登録木器

ｐ…土器 ｗ…木質（含炭化物） ｓ…礫

４ 本文中の遺物番号は、図版・観察表・写真図版ともに共通である。

５ 遺構・遺物図版の縮尺、網点等の用法は各図に示した。

６ 遺物観察表中、（ ）内の数値は、図上復元による推定値、または残存値を示している。

７ 基本層序および遺構覆土の色調記載については、１９９７年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新

版基準土色帖」に拠った。

８ 発掘調査および本書を作成するにあたり、下記の方々からご協力、ご助言をいただいた。（順不同、敬称略）

阿子島功、小沢洋、川崎利夫、田嶋明人、長澤一雄、宮本長二郎

９ 委託業務は下記のとおりである。

遺構写真実測業務 株式会社シン技術コンサル

木製品保存処理業務 株式会社吉田生物研究所

自然科学分析業務（樹種等同定） 株式会社吉田生物研究所
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Ⅰ 調査の経緯

１ 発掘に至る経緯

高擶南遺跡は、昭和５３年刊行の「山形県遺跡地図」に掲載されている周知の遺跡であるが、

菖蒲江１遺跡と菖蒲江２遺跡は、山形県教育委員会により、平成１０年度に登録された遺跡であ

る。この度、山形県警察本部によって山形県総合交通安全センター（仮称）の整備事業が計画

され、これに伴って、工事予定地内に所在するこれらの遺跡の範囲や性格を調べるための試掘

調査が、山形県教育委員会によって平成１０年８月と同年１０月に行われ、菖蒲江１遺跡と菖蒲江

２遺跡でそれぞれ６本、高擶南遺跡で１９本の試掘溝が設定された。その結果、高擶南遺跡は古

墳時代（前期）の集落跡、菖蒲江１遺跡は縄文時代、古墳時代（前期）、平安時代、中世と時

期が複合する集落跡、菖蒲江２遺跡は縄文時代（後期）の包蔵地及び古墳時代の集落跡である

と考えられた。

このような調査結果をもとに、関係機関による協議が行われた結果、緊急発掘調査により記

録保存を図ることになり、記録保存部分については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが県

から委託を受けて発掘調査を実施することになったものである。

２ 調査の方法と経過

調査は、平成１３年度と平成１４年度に行った。平成１３年度の発掘調査は、山形県総合交通安全

センター（仮称）予定地外周に付け替えを行う農業用水路の掘削範囲と、同じく予定地外周に

巡らす擁壁設置部分に係るもので、菖蒲江１遺跡４４５�、菖蒲江２遺跡５９６�、そして高擶南遺

跡１，４８９�の計２，５３０�を対象とした。また、平成１４年度の発掘調査は、建設予定の本館部分及

びロータリー部分に係る、高擶南遺跡３，０００�を対象とした。

高擶南遺跡については、両年にわたって調査を行ったため、平成１３年度を第１次調査、平成

１４年度を第２次調査とした。

第１次調査は、平成１３年５月８日、関係者出席のもと鍬入れ式を執り行い、調査対象地域の

南東部に位置する菖蒲江２遺跡から調査を開始した。調査予定地区内に２�×２�の試掘孔を

約１０�間隔に設定し、人力で遺物包含層まで掘り下げを行い、その結果をもとに耕作土及び無

遺物層を重機により除去して遺構確認を行った。重機による表土除去は、遺構確認作業に先行

し、順次高擶南遺跡、菖蒲江１遺跡へと移行した。７月６日（金）には、現地において関係者

による調査成果の説明会を実施し、同日、調査を終了して機材等を撤収した。

第２次調査は平成１４年５月８日に開始した。第１次調査と同様、関係者出席のもと鍬入れ式

を執り行い、調査を開始した。調査の方法は第１次調査と同様、試掘孔を設定し、その結果を

もとに重機を導入し、その後遺構検出を行った。１０月１日（火）には一般市民を対象にした調

査説明会を開催し、台風２１号の近づきつつある雨天にもかかわらず、約１５０名の参加を得た。

１０月１０日、遺構写真実測のための空撮を行い、１０月１１日をもって調査を終了した。
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

１ 地理的環境

高擶南遺跡と菖蒲江２遺跡は天童市大字高擶字菖蒲江に、菖蒲江１遺跡は天童市大字高擶の

字高田、字菖蒲江に跨って所在する。当地域は、奥羽山脈の面白山（１，２６４�）付近に源を発

して西流し、最上川の支流である須川に注ぐ、長さ２０�、流域面積７６�の立谷川と、立谷川の

南を西流して馬見ヶ崎川に注ぐ村山高瀬川の二河川により形成された半径約８�の複合扇状地

である「立谷川扇状地」の前縁帯に位置している。遺跡付近の標高は東から西に緩く傾斜して

おり、標高は菖蒲江２遺跡で約１００�、高擶遺跡で約９９�、菖蒲江１遺跡で約９８�を測る。

立谷川扇状地は、扇頂部の山寺付近で標高約２２０�、扇端部の旧羽州街道（旧国道１３号線で

あり、現在は主要地方道山形天童線）沿いで約１１０�となっており、その勾配は約１５／１，０００と

急勾配のため、浸食による土砂の運搬量が大きく、古来から氾濫を繰り返してきた。

１ 高擶南遺跡
２ 菖蒲江１遺跡
３ 菖蒲江２遺跡
４ 火矢塚１号墳
５ 火矢塚２号墳

６ 渋江遺跡
７ 向河原遺跡
８ 漆山長表遺跡
９ 衛守塚２号墳
１０ 七浦一ノ坪遺跡

１１ 間所免遺跡
１２ 下柳Ａ遺跡
１３ 塚野目Ａ遺跡（古墳・弥生）
１４ 桜江遺跡（縄文後・晩）

国土地理院発行２万５千分の１地形図
「天童」「寒河江」［山寺」「山形北部」を５０％に縮少した

第２図 遺跡位置図（１：５０，０００）
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

立谷川の氾濫は江戸時代の記録によると１６６６（寛文８）年から１８５１（嘉永４）年までの１８６

年間で１７回を数え、最近では昭和２５年の豪雨による水害が記憶に新しい。調査でも、高擶南遺

跡と菖蒲江１遺跡では遺構検出面のさらに下層に、洪水による河川堆積物と思われる灰色細砂

が観察され、菖蒲江２遺跡では洪水の際の鉄砲水が運んだと思われる砂の堆積が見られた。

２ 歴史的環境

立谷川扇状地の扇端部には自然湧水が多く分布しており、中でも清池八幡神社の泉は水量が

豊富な井戸で、灌漑用水に使われてきた。

扇状地では河川が伏流するため、自然湧水地が多い扇端部付近に、遺跡が集中して立地する

ことが多いが、縄文後～晩期頃からは、扇端部からその先の前縁帯が集落の占地として捉えら

れるようになり、特に弥生時代から古墳時代にあっては、水位が高く灌漑の必要のない前縁帯

が水稲農耕の適地として認識されるようになってきたものと思われる。

古墳時代に属する遺跡を地図上にプロットしてみると、立谷川扇状地の扇端部から前縁帯に

かけて遺跡が多く分布していることがわかる。扇端部付近には火矢塚１・２号墳や衛守塚２号

墳などの古墳があり、前縁帯には、塚野目集落、高擶集落、漆山集落、そして七浦集落の周辺

に遺跡の分布が見られる。

時期は異なるが、塚野目集落周辺には矢口遺跡、塚野目Ａ遺跡がある。塚野目Ａ遺跡からは

弥生後期の「天王山式」と呼ばれる、頸部に刺突文を持つ壺などが出土している。高擶集落周

辺には縄文後～晩期に属する砂子田遺跡や高擶東遺跡、礼井戸遺跡等がある。

「土地条件図 山形」『土地条件調査報告書（山形地区）』

（昭和６０年３月、建設省国土地理院）から抜粋

第３図 地形区分図
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３ 基 本 層 序

基本層序は、各遺跡で若干の違いを見せるものの、扇状地前縁帯という立地の共通性、しか

も近隣の遺跡であることなどから、ほぼ同様の層序で構成されている。高擶南遺跡の第１次調

査で観察した、東西約２５０�にわたる土層断面は、この地域の層序を概観することのできる資

料と思われるので、これを当該地域の基本層序として述べる。にぶい黄褐色シルトのⅠａ層は

水田の耕作土であり、水田の基盤であるⅠｂ層は黒褐色を呈するシルトである。Ⅱ層は無遺物

層であり、にぶい黄褐色を呈するシルトで構成される。Ⅲ層は黒褐色シルトに灰黄褐色シルト

が斑状に入る。炭粒を多く含み、層中に遺物を包含する。Ⅳ層は灰黄褐色シルトで褐灰色シル

トを斑状に含む。地山である。Ⅴ層は褐灰色粗砂で、河川の氾濫に由来するものと思われる。

Ⅵ層はいわゆる泥炭であるが、分布は全面的ではなく、観察し得た西側地区では浅いところに

見られる。あるいは東では深いところに分布するのかもしれない。調査に係っては以上の層序

を確認し得たが、菖蒲江１遺跡ではさらに下に河川の氾濫に由来すると思われる灰色細砂など

が見られる。

一体に扇状地前縁帯では、堆積した泥炭が乾燥し、バクテリアなどによって土壌化するとい

う。このようにして形成された微高地が、古墳時代前期の頃には、集落として使用されていた

もののようである。

基本層序
Ⅰa １０ＹＲ４／３にぶい黄褐色シルト 植物根含む（耕作土）
Ⅰb １０ＹＲ３／１黒褐色シルト しまりあり 小礫（�２０�）を含む

（水田盤土）
Ⅱ １０YR４／３にぶい黄褐色シルト （無遺物層）
Ⅲ １０YR３／２黒褐色シルト
１０YR４／２灰黄褐色シルトが斑状に入る
炭�０．５�を多く含む （包含層）

Ⅳ １０YR４／２灰黄褐色シルト
１０YR４／１褐灰色シルトを斑状に含む （地山）

Ⅴ １０YR５／１褐灰色粗砂
Ⅵ ５Y３／１オリーブ黒粘質シルト （泥炭層）

第４図 基本層序

Ⅱ 遺跡の立地と環境
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第５図 高擶南遺跡遺構配置図
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Ⅲ 高擶南遺跡

１ 第１次調査の概要

第１次調査は、山形県総合交通安全センター（仮称）建設予定地の南辺と西辺に、幅５�、

長さ約３３０�の調査区を設定した。このうち、遺構が密集するのは南辺中央東寄りの区域で、

その遺構分布域は、調査区外北部と南部に広がることが考えられる。遺構のとぎれた西側は低

湿地となり、河川の運んだ堆積物である礫層や砂層、葦・葭などの堆積する泥炭層が地山を形

成する。

遺跡は、旧河川の氾濫によって形成された自然堤防上の微高地にあたる、安定した地盤に営

まれていたことがうかがえる。

第１次調査で検出された遺構は竪穴住居跡１３棟、土坑７基、河川跡２条、畝状遺構などで、

時期的には古墳時代前期のものである。

以下に各遺構の概要を述べる。

記述に当たって、遺構の所在位置は北西隅グリッド～南西隅グリッドと表示した。各隅の表

示はＸ軸（西→東）・Ｙ軸（北→南）という意味である。

１． 竪穴住居跡

竪穴住居跡はすべて古墳時代前期のものである。平面形は方形または長方形を呈する。調査

区が狭いため、大方が調査区の外に位置し、全容が認められたものは少ない。７棟は焼失家屋

である。出土遺物からは、はっきりとした時期差がうかがえず、比較的短期間の住居であった

ものと考えられる。

ＳＴ１竪穴住居跡（第６図）

１７０・３９０～１７５・３９０グリッドで検出された。住居の半分以上が調査区外に位置する。平面形

は隅が丸みをもつ方形を呈すると考えられる。確認できた竪穴住居跡の規模は、東西３．４�、

南北２．４�、検出面から床面までの深さは約３０�である。主軸方向はＮ－４０°－Ｗを示す。

覆土は自然堆積である。床面には炭・炭化材が遺存していることから、焼失家屋と考えられ

る。柱穴や貯蔵穴などは検出できなかった。

床面出土遺物には、壺（２・４）、甕脚台部（３）がある。このほか、細片のため図化でき

なかったが鉢がある。Ｓ字状の口縁部破片（１）は包含層出土のものであるが、（３）と胎土

が極めて似ていることから同一個体の可能性があるものとして扱った。

ＳＴ２竪穴住居跡（第７・８図）

１６５・３９５～１７０・３９０グリッドで検出された。住居の南隅が調査区外に掛かる。北側にＳＴ３

竪穴住居跡があり、この住居により北側の一部が切られている。平面形は隅が丸みをもつ長方

形を呈する。確認できた竪穴住居跡の規模は、東西４．７�、南北３．２�、検出面から床面までの

深さは約１０�である。主軸方向はＮ－５９°－Ｅを示す。

Ⅲ 高擶南遺跡
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ＳＴ１
１ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ３／２黒褐色シルトを斑状に含む
炭（�０．２�）を微量に含む

２ ２．５ＹＲ３／２黒褐色シルト
炭（�０．１�）を微量に含む

３ 炭層
４ １０ＹＲ４／１褐灰色砂質シルト

炭（�０．５�）を微量に含む

第６図 ＳＴ１竪穴住居跡及び同出土遺物

覆土は自然堆積である。床面には炭・炭化材が遺存していることから、焼失家屋と考えられ

る。床面の中央より東寄りに、焼土に覆われた被熱した面が２ヵ所みられ、地床炉と考えられ

る。ＳＴ２（旧）→ＳＴ３（新）が確認された。柱穴や貯蔵穴などは認められなかった。

床面出土遺物には壺・甕（６・７）がある。覆土中からの出土遺物は甕（８）、壺（９）蓋

（５）がある。

ＳＴ３竪穴住居跡（第７・８図）

１７５・３９０～１７０・３９０グリッドで検出された。住居の北隅が調査区外に掛かる。西側にＳＴ４
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３

ＳＴ２ ａ－ａ’ ｂ－ｂ’
１ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ３／２黒褐色シルトを斑状に含む
炭（�０．２�）を微量に含む

２ 炭層
ＳＴ３ ｃ－ｃ’ ｄ－ｄ’
１ ２．５Ｙ３／２黒褐色シルト

炭（�０．５～１�）を微量に含む
２ １層より炭を多く含む
３ 炭層
ＳＴ４ ｅ－ｅ’ ｆ－ｆ’
１ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト（畝状遺構）

１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルトをブロックで含む
炭（�０．５～１�）を微量に含む

２ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト
１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルトを混在する
炭（０．１�）を微量に含む

３ 炭層

第７図 ＳＴ２～５竪穴住居跡
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第８図 ＳＴ２～５竪穴住居跡完掘図

竪穴住居跡があり、この住居により西側の一部が切られている。平面形は隅が丸みをもつ方形

を呈すると考えられる。確認できた竪穴住居跡の規模は、東西２．９�、南北３．６�、検出面から

床面までの深さは約１３�である。主軸方向はＮ－１２°－Ｗを示す。

覆土は自然堆積である。床面には炭・炭化材が遺存していることから、焼失家屋と考えられ

る。床面の中央より東寄りに焼土と被熱した面が２ヵ所みられ、地床炉と考えられる。ＳＴ２・

ＳＴ４（旧）→ＳＴ５（新）が確認された。柱穴や貯蔵穴などは検出できなかった。

床面出土遺物には、甕（１８）、鉢（１３）がある。覆土中からの出土遺物には壺（１４）甕（１０・

１１・２１）、甕・壺（１５～１７・１９・２０）、鉢（１２）がある。

ＳＴ４竪穴住居跡（第７・８図）

１６５・３８５～１６５・３９０グリッドで検出された。住居の北隅が調査区外に位置する。西側にＳＴ

５竪穴住居跡があり、この住居により西側の一部が切られている。平面形は隅が丸みをもつ方

形を呈すると考えられる。確認できた竪穴住居跡の規模は、東西１．８�、南北２．２�、検出面か

ら床面までの深さは約１５�である。主軸方向はＮ－１３°－Ｗを示す。覆土は自然堆積である。

床面には炭が遺存していることから、焼失家屋と考えられる。ＳＴ４（旧）→ＳＴ３・ＳＴ５

（新）が確認された。柱穴や貯蔵穴、炉などは検出できなかった。

床面出土遺物には壺（２３）鉢（２２・２５）高坏（２６）などがある。覆土中からの出土遺物には

甕（２４）、甕・壺（２８）、壺（２７）、管玉の未成品がある。

ＳＴ５
１ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルト
炭（�０．１�）を微量に含む

２ １０ＹＲ４／２灰黄褐色シルト
１層をわずかに斑状に含む
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第９図 ＳＴ２～５竪穴住居跡出土遺物
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第１０図 ＳＴ６竪穴住居跡及び同出土遺物

ＳＴ５竪穴住居跡（第７・８図）

１６０・３８５～１６５・３８５グリッドで検出された。住居の北隅が調査区外に位置する。東側にＳＴ

４竪穴住居跡があり、この住居により、東側の一部が切られている。平面形は隅が丸みをもつ

方形を呈すると考えられる。確認できた竪穴住居跡の規模は、東西２．３�、南北２．９�、検出面

から床面までの深さは約１０�である。主軸方向はＮ－３２°－Ｗを示す。

覆土は約１０�であるため、堆積状況は不明である。ＳＴ４（旧）→ＳＴ５（新）が確認され

た。柱穴や貯蔵穴、炉などは検出できなかった。

出土遺物には、壺（３２）、鉢（３１）、高坏（３０）のほか、細片のため図化できなかった甕があ

る。

ＳＴ６竪穴住居跡（第１０図）

１４０・３８５～１４５・３８５グリッドで検出された。住居の北隅が調査区外に係る。平面形は隅が丸

みをもつ方形を呈する。確認できた竪穴住居跡の規模は、東西２．４�、南北２．６�、検出面から

床面までの深さは約１０�である。主軸方向はＮ－２°－Ｗを示す。

覆土は約１０�程であるため、堆積状況は不明である。床面の中央より北寄りに炭が覆ってい

る部分があり、炭を取り除くと被熱して硬化した面がみられた。床面一面を覆って遺存する炭

とは様相が異なり、炉の使用に伴うものと考えられる。床面には３個のピットが存在するが、

ＳＴ６
１ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルトを斑状に含む
炭（�０．１�）を微量に含む（畝状遺構）

２ １０ＹＲ４／２灰黄褐色シルト
１０ＹＲ５／６黄褐色シルトを斑状に含む
炭（�０．１�）を微量に含む

３ 炭層
４ １０ＹＲ４／６褐色シルト（焼土層）
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ＳＴ７
１ ２．５Ｙ３／２黒褐色シルト（酸化土）が斑状に入る
２ １０ＹＲ２／１黒色シルト、炭化材・焼土を含む（炭層）
３ １０ＹＲ４／１褐灰色砂質シルト

炭（�０．５�）を微量に含む

第１１図 ＳＴ７竪穴住居跡及び同出土遺物

ＥＰ１
１ １０ＹＲ４／１褐灰色砂質シルト

炭（�０．２�）を含む
２ 焼土と炭の互層
３ ５Ｙ４／１灰色砂質シルト

ＥＰ２
１ ２．５Ｙ４／１黄灰白シルト

炭化材片をわずかに含む
２ ２．５Ｙ３／１黒褐色シルト

炭化材片を多く含む
３ ５Ｙ４／１灰色砂質シルト

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

第１２図 ＳＴ７竪穴住居跡出土遺物

いずれも主柱穴を構成するものではない。貯蔵穴は認められなかった。

床面出土遺物には、甕（３４）、鉢（３３）がある。

ＳＴ７竪穴住居跡（第１１図）

１３５・３８０～１４０・３８５グリッドで検出された。住居の南半が調査区外に位置する。平面形隅丸

方形を呈すると考えられる。確認できた竪穴住居跡の規模は、東西５．０�、南北５．１�、検出面

から床面までの深さは、約２３�を測る。主軸方向はＮ－１２°－Ｗを示す。覆土は自然堆積であ

る。床面には炭・炭化材が遺存していることから、焼失家屋と考えられる。

床面の中央より北寄りに焼土と被熱した面が１ヵ所みられ、地床炉と考えられる。柱は２本

検出され主柱と考えられる。それらは、炭化した柱材の基部が柱穴内に遺存したまま、上部が

横倒しの状態で床面から検出され、焼け落ちた様相を呈している。柱材は丸太材を使用してい

る。東壁際床面には、住居中心部に向かい放射状に葦状の炭化物が検出されており、屋根材の

可能性が考えられる。貯蔵穴は認められなかった。

床面出土遺物には、甕（５１）、壺（３６・３７・３９・４０・４１）、甕・壺（４２・４６）、鉢（３５・３８）、

台付き鉢（５０）、異形器台（４９）、土玉（４７・４８）などがある。２個の土玉は並んで出土してい

る。覆土中からの出土遺物には甕・壺（４３・４４・４５）がある。

ＳＴ８竪穴住居跡（第１３図）

１２５・３７５～１２５・３８０グリッドで検出された。住居の北半が調査区外に位置する。平面形は隅
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第１３図 ＳＴ８竪穴住居跡及び同出土遺物

ＳＴ８
１ ２．５Ｙ３／２黒褐色シルト

１０ＹＲ４／６褐色シルト（酸化土）が斑状に入る
炭（�１�）が点在する

２ ７．５ＹＲ４／４褐色土（焼土）
３ １０ＹＲ２／１黒色シルト、炭化材・焼土を含む（炭層）
４ １０ＹＲ４／１褐灰色砂質シルト

炭（�０．５�）を微量に含む

ＥＰ４
１ ２．５Ｙ３／１黒褐色シルト

２．５Ｙ４／１黄灰色シルトを斑状に含む
炭（�０．５～１�）を多く含む

２ ２．５Ｙ４／１黄灰色シルト
１０ＹＲ３／１黒褐色シルトを斑状に含む

３ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト
２．５Ｙ３／１黒褐色シルトをブロックで含む

ＥＰ５
１ ２．５Ｙ４／１黄灰色シルト

１０ＹＲ３／１黒褐色シルトを斑状に含む

Ⅲ 高擶南遺跡
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第１４図 ＳＴ８竪穴住居跡出土遺物
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第１５図 ＳＴ９竪穴住居跡及び同出土遺物

ＳＴ９
１ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ５／２灰黄褐色砂質シルトを斑状に含む
炭（�０．５�）をわずかに含む

ＳＴ９・ＥＫ１
１ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ５／２灰黄褐色砂質シルトを混在する
炭（�０．２�）をわずかに含む

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

第１６図 ＳＴ１０竪穴住居跡及び同出土遺物

ＳＴ１０
１ １０ＹＲ３／２褐灰色シルト

１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルトを斑状に
含む
炭（�０．２�）をわずかに含む
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第１７図 ＳＴ１１竪穴住居跡

丸方形を呈すると考えられる。確認できた竪穴住居跡の規模は、東西５．４�、南北５．１�、検出

面から床面までの深さは約１６�である。主軸方向はＮ－４２°－Ｅを示す。

覆土は自然堆積である。床面には炭・焼土・炭化材が遺存していることから、焼失家屋と考

えられる。床面の中央に焼土と被熱した面が１ヶ所みられ、地床炉と考えられる。床面には数

個のピットが認められる。

床面出土遺物には、甕（６８・６９）、壺（５８・５７・６１・６２・６３・６４・６５・６７）、鉢（５６）、器台

（５２・５３・５４）、高坏（５５）のほか、管玉製作で研磨に使用された砥石（７０）が床面から出土

している。本遺構は北半が調査区外に位置するため、他の管玉製作に関連する遺物や遺構の有

無は明らかでない。覆土中からの出土遺物には壺（５９）、異形器台脚部（６０）、有孔鉢（６６）が

ある。

ＳＴ９竪穴住居跡（第１５図）

１２０・３７５～１２０・３８０グリッドで検出された。住居の南隅が調査区外に位置する。ＳＴ８竪穴

住居跡によって北東隅を、ＳＴ１０竪穴住居跡によって北東隅を切られる。壁の立ち上がりは西

側の壁の一部分を残すだけで、ほとんど床面での検出である。平面形は隅が丸みをもつ方形を

呈する。確認できた竪穴住居跡の規模は、東西３．３�、南北３．１�、検出面からの深さは西側残

存部で約３�である。主軸方向はＮ－１３°－Ｅを示す。床面の中央に被熱して硬化した面がみ

られ、地床炉と考えられる。

ＥＫ１は貯蔵穴と考えられるが遺物の出土は認められなかった。柱穴は認められない。床面

出土遺物には高坏がある。

ＳＴ１０竪穴住居跡（第１６図）

１１５・３７５～１２０・３８０グリッドで検出された。住居の南半が調査区外に位置する。東側にある

ＳＴ９竪穴住居を切り、西側のＳＴ１２竪穴住居跡によって西側の一部を切られる。ＳＫ３１土坑

ＳＴ１１
１ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ５／１褐灰色シルトを斑状に含む
炭（�０．１�）をわずかに含む

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

第１８図 ＳＴ１２竪穴住居跡及び同出土遺物

ＳＴ１２
１ 畝状遺構
２ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ４／２黄褐色シルトを斑状に含む
円礫（�５�）を含む

３ 炭層
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第１９図 ＳＴ１２竪穴住居跡出土遺物

と重複しているが、ＳＴ１０竪穴住居跡が床面での検出であり、覆土が失われているために、相

互の新旧関係は確認できなかった。平面形は隅が丸みをもつ方形を呈する。確認できた竪穴住

居跡の規模は、東西５．６�、南北１．４�である。主軸方向はＮ－４７°－Ｅを示す。床面の中央よ

り西寄りに炭が覆っている範囲がみられた。炉跡は調査範囲からは検出できなかった。柱穴や

貯蔵穴などは認められなかった。

出土遺物には甕（７５）、甕・壺（７３・７４）、異形器台（７２）、砥石（７６）がある。

ＳＴ１１竪穴住居跡（第１７図）

１１５・３７０～１２０・３７５グリッドで検出された。住居の床面のみの検出である。ほとんどの部分

が調査区外に位置する。平面形は方形を呈すると考えられる。確認できた竪穴住居跡の規模は

東西４．３�、南北１．１�、検出面からの深さは約１８�である。主軸方向はＮ－４７°－Ｅを示す。

覆土は１層である。炉・柱穴・貯蔵穴は調査した範囲では認められなかった。

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

第２０図 ＳＴ１４竪穴住居跡及び同出土遺物

出土遺物には甕・壺・鉢があるが、いずれも細片のため図化はできなかった。

ＳＴ１２竪穴住居跡（第１８図）

１１０・３７５～１１５・３７５グリッドで検出された。東側にあるＳＴ１０竪穴住居跡を切る。平面形は

隅が丸みをもつ方形を呈する。確認できた竪穴住居跡の規模は、東西３．９�、南北３．６�、検出

面から床面までの深さは約３０�である。主軸方向はＮ－１４°－Ｗを示す。

基本層序のⅤ層の粗砂層まで掘り込み、床面としている。壁の立ち上がりは外傾し、床面は

平坦である。覆土は自然堆積である。床面には炭・炭化材が遺存していることから、焼失家屋

と考えられる。他の焼失家屋に較べ床面を覆い尽くすような炭の遺存は認められない。床面の

中央より北寄りに、焼土と被熱した面が１ヵ所みられ、地床炉と考えられる。柱穴は認められ

なかった。

出土遺物には甕（８６・８７・８８・８９・９０）、壺（７７・７８・７９・８３・８４）、鉢（８１・８２・８５）、器

台（８０）がある。７７・７８が出土した南東隅部分は浅い凹みとなっており、貯蔵穴の可能性が考

えられる。

ＳＴ１４竪穴住居跡（第２０図）

１０５・３７５～１１０・３７５グリッドで検出された。住居の北隅部分のみの検出であり、ほとんどの

部分が調査区外に位置する。平面形は隅が丸みをもつ方形を呈すると考えられる。確認できた

竪穴住居跡の規模は、東西２．３�、南北１．５�、検出面からの床面までの深さは約２５�である。

主軸方向はＮ－４４°－Ｗを示す。覆土は自然堆積である。炉・柱穴・貯蔵穴は認められない。

床面出土遺物には鉢（９１）がある。他に甕・壺・高坏があるが、いずれも細片のため図化は

できなかった。

ＳＴ１５竪穴住居跡（第２１図）

１００・３６０～１１０・３７０グリッドで検出された。住居の北部分のほとんどが調査区外となる。平

ＳＴ１４
１ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルトをブロックで含む
炭（�０．５～２�）を含む
土器片・円礫（�３�）を含む
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炭

面形は隅が丸みをもつ方形を呈すると考えられる。確認できた竪穴住居跡の規模は東西５．１�、

南北１．０�、検出面から床面までの深さは約２５�である。主軸方向はＮ－２８°－Ｗを示す。覆

土は自然堆積である。ＥＫ１は貯蔵穴と考えられ、底面は炭に覆われていたが、遺物の出土は

みられない。炉・柱穴は認められなかった。

出土遺物には甕（９６・９７・９８）、壺（９４）、甕・壺（９５）、高坏（９２・９３）などがある。他に

甕・壺・高坏があるが、いずれも細片のため図化はできなかった。

第２１図 ＳＴ１５竪穴住居跡及び同出土遺物

ＳＴ１５
１ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ３／２黒褐色シルトを斑状でわずかに含む
土器片を含む

２ 炭層

Ⅲ 高擶南遺跡

２５



０ １０ｃｍ

１：３

０ １ｍ

１：４０

ａ

ａ′ａ′

１０１

１０２

１００１００１００

９９１４６

３８５

１５０

３８５

９９
１００

１０１

１０２

ａ ａ′
９８．７０ｍＰ １ ２
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第２２図 ＳＫ２４土坑及び同出土遺物

２． 土 坑

ＳＫ２４土坑（第２２図）

１４６・３８４～１４８・３８５グリッドで検出された。平面形態は不整円形で、長軸１７８�、短軸１５８�、

検出面からの深さは４５�を測る。断面形態は壁が直立気味に立ち上がる箱形を呈する。一部分

攪乱に壊されている。主軸はＮ－６０°－Ｅを示す。覆土中に土器の細片が多く含まれる。図化

できた遺物は甕（１０２）、壺（１０１）、鉢（９９）、小型土器（１００）である。

ＳＫ２６土坑（第２３図）

１５１・３８７～１５２・３８８グリッドで検出された。ＳＫ２７に切られている。主軸はＮ－６５°－Ｗを

示す。平面形態は楕円形で、長軸１５５�、短軸８３�、検出面からの深さは１４�を測る。断面形

態は皿形で西壁にテラス面をもち東側の一段低くなった底面に土器が遺存している。南北の壁

は急に立ち上がる。覆土は２層で、第１層は灰黄褐色シルト（地山土）をブロックで含む黒褐

色シルトで、わずかに炭化物を含む。第２層は地山土の混入は少なく、底面には不燃炭化物が

堆積する。

遺物は底面から甕（１０３）、壺（１０４）が出土している。壺（１０６）は土圧でつぶれたような状

態で出土している。

ＳＫ２７土坑（第２３図）

１５３・３８８～１５４・３８８グリッドで検出された。平面形態は不整楕円形で、長軸１８０�、短軸７５

�、検出面からの深さ２７�を測る。断面形態は深い皿形で、東・西壁は急に、南・北壁は緩や

ＳＫ２４
１ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ５／１褐灰色シルトを斑状に含む
２ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ４／２褐黄褐色シルトを粒で含む
炭（�０．５�）をわずかに含む

２６



０ １０ｃｍ

１：３

０ １ｍ

１：４０

ａ

ａ

ｂ

ａ
′

ａ′

ｂ
′ ｂ ｂ′

ＳＫ２６

ＳＫ２７

Ｐ

ＰＰ

1

３８７

１０３１０３１０３

１０５１０５１０５

１０４１０４１０４
１０６１０６１０６

１５２

３８７

１５４

９８．７０ｍ

９８．７０ｍ

１０６

１０５

１０４

１０３

Ｓ Ｓ 1２

第２３図 ＳＫ２６・２７土坑及び同出土遺物

ＳＫ２６
１ １０ＹＲ３／１黒褐色シルト

１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルトをブロックで含む
炭（�１�）をわずかに含む。礫（�４～６�）を含む

２ １０ＹＲ２／１黒色土（炭）
１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルトを斑状にわずかに含む
器片を含む層

ＳＫ２７
１ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルトを粒で含む
炭（�０．５～１�）をわずかに含む
上層に土器片を多く含む

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

第２４図 ＳＫ２８土坑及び同出土遺物

第２５図 ＳＫ３１土坑

ＳＫ２８
１ ２．５Ｙ３／１黒褐色シルト

炭（�０．３�）を多く含む
２ ２．５Ｙ４／１黄灰色シルト

炭（�０．２�）をわずかに含む

ＳＫ３１
１ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ３／１黒褐色シルトが斑状に含む
１０ＹＲ４／６褐色シルトを�３�のブロックで含む
炭（�０．２�）がわずかに入る

２ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト
１０ＹＲ５／１褐灰色シルト斑状に含む
炭（０．５～３��）を含む。
土器片・礫（�２�）を含む。
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第２６図 ＳＫ３１土坑出土遺物（１）
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第２７図 ＳＫ３１土坑出土遺物（２）
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第２８図 ＳＫ３１土坑出土遺物（３）

かに立ち上がる。主軸はＮ－６５°－Ｅを示す。覆土は褐灰色シルトの単一層で、炭化物をわず

かに含む。ＳＫ２６と切り合っており、本土坑が新しい。

出土遺物は覆土上層に多くの土師器片が集中して出土している。下層には遺物は伴わない。

図化できたものには鉢（１０５）がある。

ＳＫ２８土坑（第２４図）

１４９・３８８～１５０・３８９グリッドで検出された。平面形態は不整円形と推定される。攪乱で一部

を壊されている。長軸９０�、短軸６８�、検出面からの深さ１２�を測る。断面形態は浅い皿状を

呈する。主軸はＮ－７５°－Ｅを示す。覆土は２層で、第１層は黒褐色シルト、第２層は黄灰色

シルトでわずかに炭化物を含む。遺物は器台（１０７）が出土している。

ＳＫ３１土坑（第２５図）

１１７・３７７～１１９・３７８グリッドで検出された。平面形態は隅円方形で、長軸１９８�、短軸１１０�、

検出面からの深さ６０�を測る。断面形態は壁が直立に立ち上がり、西側には一段のテラス面を

もつ。主軸はＮ－８７°－Ｅを示す。

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

第２９図 ＳＫ３２土坑

覆土中には多くの土器が重なり合っていたために、２層以下の分層の図化はしていない。第

１層は褐灰色シルトと黒褐色シルトの混合土で、わずかに炭化物を含み、第２層は褐灰色シル

トに炭化物を多く含む。完形土器や半完形品が重なり合い、一括して投棄された様相を呈して

いる。ＳＴ７竪穴住居跡出土の鉢（３８）の破片が、当土坑の破片と接合していることから、少

なくともＳＴ７のゴミ捨て穴として使われていたことが考えられる。

当土坑はＳＴ１０と切り合っているが、ＳＴ１０が床面のみの検出であり覆土が失われていたた

めに、相互の断面観察による新旧関係は確認できなかった。出土遺物は、甕（１１７～１３２）、壺

（１１５～１１６）、鉢（１１２～１１４）、高坏（１１０）、器台（１０８・１０９・１１１）などが出土している。

ＳＫ３２土坑（第２９図）

１４５・３８７～１４７・３８７グリッドで検出された。遺構は調査区外に延びる。平面形態は不整楕円

形で、長軸１７５�、短軸１８５�、検出面からの深さ６４�を測る。断面形態は、壁が急に立ち上が

る椀形を呈する。主軸はＮ－３８°－Ｅを示す。覆土は６層で、第１層から第５層までは黒褐色

シルトと褐灰色シルトの互層で、炭化物を含む。第６層は黒色シルトで不燃炭化物を多く含む。

全体に緩慢な自然堆積状況を示し、下層にいくにつれてシルト質が細かくなり粘性を帯びてい

る。各層に均一に多数の土器片が含まれていることから、一定期間の使用がうかがえる。遺物

は甕（１４０～１４３）、壺（１３６～１３８）、鉢（１３３～１３５・１３９）が出土している。

ＳＫ３２
１ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト

１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルトをブロックで含む
炭（�０．５�）・土器片を含

２ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト
１０ＹＲ５／１褐灰色砂質シルトが斑状に入る
炭（０．５～�１�）をわずかに含む

３ １０ＹＲ５／１褐灰色シルト
１０ＹＲ４／１褐灰色シルトを斑状に含む
炭（�０．５�）をわずかに含む

４ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト
１０ＹＲ５／１褐灰色砂質シルト斑状に含む
炭（�１�）をわずかに含む

５ １０ＹＲ３／１黒褐色シルト
１０ＹＲ４／１褐灰色シルトが斑状に混在する
炭（�０．５�）を多く含む

６ １０ＹＲ２／１黒色粘質シルト
不燃炭化物を多く含む
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第３０図 ＳＫ３２土坑出土遺物
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第３１図 ＳＫ３３土坑

ＳＫ３３
１ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト

１０ＹＲ４／２灰黄褐色砂質シルトをブロックで含む
炭（�１�）、焼土ブロックを多く含む（炭、焼土を
含む炭層である）
土器片を含む

２ １０ＹＲ４／１褐灰白色シルト
１０ＹＲ４／２灰黄褐色砂質シルトを斑状に含む
炭（�０．５�）を微量に含む。土器片を含む

ＳＫ３３土坑（第３１図）

１２３・３７７～１２３・７７８グ

リッドで検出された。遺構

は調査区外に延びる。平面

形態は楕円形と推定され、

長軸１７５�、短軸１１７�、検

出面からの深さ１８�を測

る。底面は中心部が溝状に

深いが、壁際は平坦となり

緩く立ち上がる。主軸はＮ

－１２°－Ｅを示す。

覆土は２層で、上層は焼

土ブロックを多く含む炭

層、下層は灰黄褐色シルト

（地山土）を多く含む褐灰色シルトで、炭化物をわずかに含んでいる。

出土遺物は、土師器細片数点が底面より出土しているが、図化にはいたらなかった。

３． 河 川 跡

ＳＧ１１４河川跡（第３２図）

調査区の東部に東西方向に走る河川跡が認められた。検出された河川の幅は３．０～３．５�を測

り、東から西へ流れていたと推察される。２つの流路が重なっているようにも思われるが、局

所的な調査のため、詳細は把握できなかった。

最終覆土の土壌は、植物遺体を含む黒色土や粗砂が自然堆積の状況を呈している。河川跡の

北岸を畝状遺構が切っていることから集落が営まれていた時期には、河川は埋没していたと考

えられ、その機能はすでに失われていたことが考えられる。

出土遺物には、甕（１５２～１５６）、壺（１４９～１５１）、鉢（１４７～１４８）、高坏（１４５～１４６）、器台（１４４）

などが見られる。

４． 畝 状 遺 構（第３５図）

検出面には、遺構のほかに耕作に関係すると考えられる溝状の攪乱がある。重複する全ての

遺構を切っている。いずれも畝立溝と考えられる平行する浅い溝で、調査区ほぼ全面にわたっ

て確認された。溝の間隔は１�～１．５�、溝幅は大多数が０．２～０．３�程度である。検出面から

の深さは０．１�～０．２�と一定しない。

溝の軸方向の偏差は幾時期かの時期差を示し、住居の建て替えとともに、畑地の占地が移動

したことが考えられる。溝底面には鍬もしくは鋤と考えられる耕作痕跡が認められる。

出土遺物は古式土師器が数点出土しているが、細片となっているものが多く、出土状況にも

まとまりがないことから、耕起に伴って巻き上げられたものと考えられる。
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第３２図 ＳＧ１１４河川跡

ＳＧ１１４
１ １０ＹＲ２／１黒色粘質シルト

未分解の植物遺体植物痕を多く含む
２ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト

炭を多く含む
３ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト

炭（�０．５～１．５�）を多く含む
４ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト

５Ｙ６／３オリーブ黄色粘土が混じる
炭（�０．５～１�）を多く含む

５ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト
下層にオリーブ黄色粘土を多く含む
未分解の植物遺体を多く含む

６ １０Ｙ４／１灰色粗砂
植物遺体を多く含む

７ １０Ｙ５／１灰色粗砂

Ⅲ 高擶南遺跡

３５



０ １０ｃｍ

１：３

１４４

１４５

１４６

１４７

１４８

１５１

１４９

１５０

１５２

１５４

１５３

Ⅲ 高擶南遺跡

第３３図 ＳＧ１１４河川跡出土遺物（１）
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第３４図 ＳＧ１１４河川跡出土遺物（２）

第３５図 畝状遺構

畝状遺構

１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト
１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルトを斑状に含む
炭（０．５～１�）を含む

Ⅲ 高擶南遺跡
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ＳＴ２０１
１ １０ＹＲ４／１褐灰色微妙

１０ＹＲ３／３暗褐色シルトを斑状
に含む
炭（�０．３�）、礫（�１�）を含む

２ １０ＹＲ３／１黒褐色シルト
１０ＹＲ４／２灰黄褐色砂質シルト
を斑状に含む
炭（�０．２～０．５�）、礫（�０．５�）
をわずかに含む

３ ２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルト
２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルトを粒
状に含む
炭（�０．２�）をわずかに含む

４ ２．５Ｙ４／１黄灰色粘質シルト
２．５Ｙ５／２暗灰黄色粘質シルトを
斑状に含む

５ １０ＹＲ４／２灰黄褐色シルト
１０ＹＲ４／１褐灰色シルトを縞状
に含む
礫（�０．５�）をわずかに含む

６ １０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルト
１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色シルト
をわずかに斑状に含む
炭（�０．５�）をわずかに含む

７ ２．５Ｙ５／２暗灰黄色粘質シルト
１０ＹＲ２／１黒色粘質シルトを縞
状に多く含む
焼土・炭を多く含む

８ １０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルト
９ 炭層 第３６図 ＳＴ２０１竪穴住居跡

２ 第２次調査の概要

調査で１０棟の竪穴住居跡、９基の土坑、５条の溝跡の他、性格不明遺構や河川跡などを検出

した。以下にその概要を述べる。

１． 竪穴住居跡

ＳＴ２０１竪穴住居跡（第３６図）

１７４・３８５～１８０・３９０区に所在する。上部が耕作土の土取りにより撹乱を受けていたが、撹乱

３８



０ １０ｃｍ

１：３

１５８ １５９

１６０

１６５

１６６

１６７
１６４

１６３

１６１

１６２

１６８

１７１

１７２

１７３

１７４

１７５

１７７１７６

１７０

１６９

第３７図 ＳＴ２０１竪穴住居跡出土遺物
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第３８図 ＳＴ２０２竪穴住居跡（１）

ＳＴ２０２
１ ２．５Ｙ３／２黒褐色シルト
２．５Ｙ４／１黄灰色粘質シルトを斑状に含む
炭（�０．５～０．８�）をわずかに含む

２ ２．５Ｙ４／１黄灰色粘質シルト
炭（�０．５～１５�）をわずかに含む

３ １０ＹＲ５／４にぶい黄褐色シルト（焼土）
炭（�０．５～１５�）をわずかに含む

４ 炭層（炭化材を多く含む）
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第３９図 ＳＴ２０２竪穴住居跡（２）

ＳＴ２０２
ＥＫ１
１ １０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルト

１０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルトを斑状に含む
炭粒（�０．５�）を含む

２ ２．５Ｙ７／１灰白色粘土
３ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト

２．５Ｙ４／２暗灰黄色砂質シルトを斑状に含む
炭（�０．５～１�）を含む

ＳＴ２０２
ＥＰ１～ＥＰ４
１ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト

２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルトを粒で含む
炭化材ブロックを含む

２ ２．５Ｙ４／１黄灰色粘質シルト
５Ｙ３／１オリーブ黒粘質シルト

３ ５Ｙ３／１オリーブ黒粘質シルト
５Ｙ４／１灰色微砂を含む

Ⅲ 高擶南遺跡
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第４０図 ＳＴ２０２竪穴住居跡出土遺物（１）

４２



０ １０ｃｍ

１：３

１９４

１９６

１９７

１９９

２００

１９８

２０１

２０２

２０３

２０４

１９５

第４１図 ＳＴ２０２竪穴住居跡出土遺物（２）
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第４２図 ＳＴ２０２竪穴住居跡出土遺物（３）
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第４３図 ＳＴ２０２竪穴住居跡出土遺物（４）
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第４４図 ＳＴ２０２竪穴住居跡出土遺物（５）
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第４５図 ＳＴ２０２竪穴住居跡出土遺物（６）

土を除去すると下から竪穴住居跡のプランが現れてきたものである。平面形は隅丸の方形を呈

し、南部が調査区外のため中途までの検出であるが、北辺長から考えて、隠れているのは１�

前後ではないかと思われる。規模は南北長が不明であるが検出長で約４�、東西軸は約５�を

測る。未調査部分も合わせて８坪前後と推定される。主軸方向はＮ－１６°３０′－Ｅを示す。

覆土は床面の炭化物層を含めて９層である。第１層は撹乱された土である。壁は比較的急傾

斜で立ち上がり、検出面からの深さは約４５�を測る。周溝、柱穴は見られない。床面には広範

囲に炭が分布し、焼失家屋と考えられる。

出土遺物は、器台、高坏、壺、甕などの他、小型土器（１６６）や有孔鉢（１６７）などがある。

ＳＴ２０２竪穴住居跡（第３８，３９図）

１７４・３５３～１８１・３６０区に所在する。ＳＤ２６０溝跡の埋没後に構築されたものである。平面形

はあまり歪みのない隅丸方形を呈する。規模は南北軸が５．７５�、東西軸は６．２�を測る。検出

し得た中で最も大きな竪穴住居跡で、約１１坪と群を抜いている。主軸方向はＮ－１３°３０′－Ｗ

を示す。覆土は炭層を含めて３層である。

炭が床全面を覆っており、梁や垂木といった建築部材の炭化した部分が遺っていた。梁は、

遺存長で２．９�、幅約２０�を測る。両端近くの２ヵ所にほぞ孔が認められる。垂木は放射状に

遺存し、小屋組の落下によって割れた甕などが散乱している。

これら炭化部材の樹種同定を行ったところ、梁材はカバノキ科ハンノキ属、垂木材はモクセ

イ科トネリコ属であるとの結果を得た（付編参照）。

床面北東隅部と南西隅部に一塊の粘土が遺存していたが、用途は不明である。壁は比較的急

Ⅲ 高擶南遺跡
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第４６図 ＳＴ２０４竪穴住居跡

傾斜で立ち上がり、検出面からの深さは約２５�を測る。垂木の遺存状況から推察するに、住居

の掘り込み面は、遺構検出面から５～１０�ほど上であったのではないかと考えられる。四隅に

柱穴をもち、これらを半截したところ、いずれの柱穴にも直径２０�ほどの柱のアタリが認めら

れた。

南西隅に貯蔵穴をもつ。壁面に密着する南北に長い卵形の平面形を持ち、深さは約１５�ほど

の丸底を呈する。長軸約１６０�、短軸約１２０�を測る。数点の土器の破片のほか、蓋と思われる

炭化した板状の木質が認められた。

出土遺物は多く、１軒の家の生活状況がほぼ把握可能な状況である。口縁部に棒状浮文をも

つ壺（２０５）を肩部の辺りで丁寧に割って整形し、器台として用いていた様子も見られた。そ

の中には壺（１７４）が入れ子になって据えられていた。南辺ほぼ中央部は、遺物の遺存があま

り見られないことから、出入り口であったのではないかと考えられる。またこの部分から土玉

が出土しており、壁の立ち上がり際に在ったことから、たまたまそこに遺されたと考えるより、

住人の何らかの精神的働きを想定しても良いのではないかと考えられる。

ＳＴ２０４竪穴住居跡（第４６図）

１８９・３５１～１９２・３５４区に位置する。平面形はほとんど歪みのない隅丸方形であるが、北東部

がやや膨らみをもつ。規模は南北軸が２．５�、東西軸は２．６�を測る。検出し得た竪穴住居跡で

も小さな部類に入り、約２坪である。主軸方向はＮ－１２°３０′－Ｗを示す。

覆土は２層である。壁は緩く立ち上がり、非常に浅い住居で、検出面からの深さは３�ほど

ＳＴ２０４
１ １０ＹＲ３／２黒褐色粘質シルト

１０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルトが混在する
炭・焼土粒を多く含む

２ １０ＹＲ３／２黒褐色粘質シルト
炭・焼土を多く含む
炭層
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第４７図 ＳＴ２０４竪穴住居跡出土遺物
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第４８図 ＳＴ２０５竪穴住居跡

である。床面西半部に炭が分布し、焼失家屋と考えられる。炭を除去したところ、床面に地床

炉と思われる被熱痕跡が認められた。周溝、柱穴は認められない。

出土遺物は有稜高坏、頸部の締まりが緩い直口壺、甕などである。

ＳＴ２０５竪穴住居跡（第４８図）

１６９・３６２～１７３・３６８区に位置する。平面形は南北に長い隅丸方形であるが、北東部で僅かに

摘み出されたような形状を呈する。規模は南北軸が５．１５�、東西軸は４．４�を測る。検出し得

た住居の中では標準的な大きさで、約７坪ある。主軸方向はＮ－３°３０′－Ｅを示す。

ＳＴ２０５
１ １０ＹＲ２／３黒褐色粘質シルト

１０ＹＲ４／１褐灰色微砂を斑状に含む
炭（�０．２～１�）を多く含む
炭層

２ １０ＹＲ４／１褐灰色微砂を斑状に含む
２．５Ｙ４／１黄灰色微砂を斑状に含む
炭（�０．２�）をわずかに含む
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２４１

２４２

２４３

第４９図 ＳＴ２０５竪穴住居跡出土遺物（１）

Ⅲ 高擶南遺跡
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第５０図 ＳＴ２０５竪穴住居跡出土遺物（２）
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第５１図 ＳＴ２０５竪穴住居跡出土遺物（３）
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第５２図 ＳＴ２０５竪穴住居跡出土遺物（４）
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覆土は２層である。壁は緩く立ち上がり、検出面からの深さは約５�を測る。対角線の北西

部にかけて炭と炭化材が遺存し、焼失家屋と考えられる。床面中央北西寄りに地床炉と思われ

る被熱痕跡が認められる。周溝、柱穴は認められない。出土遺物は割合豊富で、器台、高坏、

鉢、有孔鉢、壺、甕等が認められる。

ＳＴ２０６竪穴住居跡（第５３図）

１７０・３７０～１８３・３７３区に位置する。ＳＤ２６１溝跡の埋没後に構築されたものである。平面形

はあまり歪みのない方形であるが、南西隅部を僅かに摘み出したような形状を呈する。規模は

第５３図 ＳＴ２０６竪穴住居跡

ＳＴ２０６
１ １０ＹＲ５／２灰黄褐色シルト

１０ＹＲ５／２灰黄褐色砂質シルトを粒・ブロックで含む
炭（�０．２～１�）を多く含む

２ １０ＹＲ５／１褐灰色砂質シルト
３ ２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルト

１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルトを粒で含む

ＳＴ２０６
ＥＫ１
１ ２．５Ｙ３／２黒褐色粘質シルト

１０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルトを斑状に含む
下面に炭、炭化材、土器片を含む

２ １０ＹＲ４／１褐灰色砂質シルト
１０ＹＲ５／１褐灰色粗砂を含む

３ ５Ｙ４／１灰色砂質シルト
５Ｙ５／１灰色粗砂が混在する

Ⅲ 高擶南遺跡
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第５４図 ＳＴ２０６竪穴住居跡出土遺物
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第５５図 ＳＴ２０８竪穴住居跡

ＳＴ２０８
１ ２．５Ｙ３／１黒褐色砂質シルト

１０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルトを斑状に含む
土器片・炭（�０．２�）をわずかに含む

２ １０ＹＲ４／１褐灰色砂質シルト
１０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルトを斑状に含む
土器片・炭（�０．２�）を含む

３ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルトを斑状に含む
炭（�０．５�）をわずかに含む

４ １０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト
炭（�０．２�）をわずかに含む

５ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト
炭を斑状に多く含む（炭層）

ＳＴ２０８・ＥＫ１
１ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト

２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルトを粒で含む
２ １層に炭（�０．５～１�）焼土ブロック（�２�）を多く含む
３ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト

２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルトを斑状に含む
４ 炭層

上面に土器片遺存

Ⅲ 高擶南遺跡

５７



０ １０ｃｍ

１：３

２７５

２７４

２７３

２６９

２７２

２７０

２７１

Ⅲ 高擶南遺跡

第５６図 ＳＴ２０８竪穴住居跡出土遺物

南北軸が２．８５�、東西軸は２．７５�を測る。規模の小さいグループに属し、約２．５坪である。主

軸方向はＮ－１２°３０′－Ｗを示す。覆土は３層である。壁は緩く立ち上がり、検出面からの深

さは約５�を測る。床面中央部に炭と土器片が分布し、焼失家屋と考えられる。

南東隅部に貯蔵穴をもつ。長軸１．６�、短軸１�ほどの不正形を呈し、底部は北側に二段に

深くなっている。貯蔵穴内には甕などの土器が遺存していたが、その内の１個体は、体部が床

面から突出した状態で検出されており、貯蔵穴には、蓋はなかったものと考えられる。その突

出した甕（２６８）は、土圧によって変形し、接合しても割れ目は残ったままだった。

出土遺物は小形丸底土器や壺、甕などがある。

ＳＴ２０８竪穴住居跡（第５５図）

１６２・３８１～１６９・３８６区に位置する。ＳＴ２０１と同様土取りのために撹乱を受けていたが、撹

乱土を除去すると竪穴住居跡のプランが現れた。南辺部が調査区の外に位置しているが、南西

隅が検出できたので規模が判明した。平面形は、遺存部から南辺がやや開く台形状を呈する方

形と考えられる。規模は南北軸が４．８�、東西軸は４．５�を測る。標準的な大きさで、約６．５坪

ある。主軸方向はＮ－３９°－Ｅで、覆土は５層である。壁は角度をもって立ち上がり、検出面

からの深さは約２５�を測る。北半部に炭と炭化した部材が遺存し、焼失家屋と考えられる。中

央西寄りに地床炉と考えられる被熱痕跡が認められる。被熱痕跡には棒状の物体を差し込んだ

と思われるような孔が２つ開いており、通常の炉とは異なる機能を持っていたのではないかと
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考えられる。南東隅部に直径２�弱の屋内土坑が認められた。覆土は黒褐色の粘質シルトで、

土器片が含まれる。前述の通常とは異なる炉や屋内土坑などを考え合わせると、あるいは工房

のような施設を考えても良いのではないだろうか。出土遺物は器台や高坏、壺、小型土器など

である。

ＳＴ２０９竪穴住居跡（第５７図）

１９５・３７０～２０１・３７６区に位置する。平面形は南辺がやや開く台形状を呈し、北東隅部が少し

摘み出されたような形状を呈する。規模は南北軸が４．５５�、東西軸は４．４�を測る。平均的な

大きさで約６坪ある。主軸方向はＮ－１８°２０′－Ｗを示す。覆土は２層である。壁は緩く立ち

上がり、検出面からの深さは１０�を測る。南西隅部を除き、炭や炭化部材が遺存し、焼失家屋

第５７図 ＳＴ２０９竪穴住居跡

ＳＴ２０９
１ １０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト

１０ＹＲ５／２灰黄褐色砂質シルトを粒・ブロックで含む
炭（�０．２～０．５�）・炭化材を含む

２ 炭層

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

第５８図 ＳＴ２０９竪穴住居跡出土遺物

と考えられる。床面には、北東隅部寄りに地床炉と考えられる被熱痕跡が認められる。出土遺

物は壺、甕などである。

ＳＴ２１０竪穴住居跡（第５９図）

１９０・３８０～１９５・３８５区に位置する。平面形は隅丸方形であるが、西辺中央部が丸く張り出し

ている。規模は南北軸が３．７�、東西軸は３．９�を測る。小さなグループに属し約４．５坪ある。

主軸方向はＮ－３６°３０′－Ｗを示す。覆土は２層である。壁は緩く立ち上がり、検出面からの

深さは５�を測る。周溝、柱穴は認められない。

床面東半部を炭が覆い、土器片が遺存する。焼失家屋と考えられる。床面北辺近くに地床炉

と思われる被熱痕跡が認められる。出土遺物は鉢、壺などである。

ＳＴ２１１竪穴住居跡（第６１，６２図）

１９３・３８３～２００・３９０区に位置する。プラン確認時は全面を灰黄褐色シルトで覆われており、
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それを取り除いて住居跡を検出した。平面形は南辺がやや開く台形状を呈する。規模は南北軸

が５．５�、東西軸は５．３５�を測る。ＳＴ２０２に次いで大きい竪穴住居跡で、約９坪ある。主軸方

向はＮ－２６°３０′－Ｅを示す。覆土は炭層を含めて３層である。

西辺中央部の床面に炭が遺存している。床面中央やや西寄りに地床炉と思われる被熱痕跡が

認められる。壁はやや開き気味に立ち上がり、検出面からの深さは最も深いところで２５�を測

る。壁面から１�ほど内側に４本の主柱穴が認められた。直径は約５５�、深さは２５～３５�で、

堀方の底に柱のアタリが認められた。

南東隅に南北１．３�、東西１．１�ほどの方形の貯蔵穴があり、上層に蓋と思われる炭化した板

材が認められた。出土遺物は各隅部や地床炉の周囲に遺っていた。装飾器台をはじめ、高坏、

鉢、壺、甕などのほか、管玉の原材料と考えられる荒割りされた波璃質流紋岩が出土している。

第５９図 ＳＴ２１０竪穴住居跡

ＳＴ２１０
１ ２．５Ｙ４／１黄灰色シルト

２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルトを粒で含む
２ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト

炭・焼土粒を多く含む
炭（�１～２�）を含む

３ 炭層

Ⅲ 高擶南遺跡
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第６０図 ＳＴ２１０竪穴住居跡出土遺物
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第６１図 ＳＴ２１１竪穴住居跡（１）

ＳＴ２１２竪穴住居跡（第６７図）

１７７・３７７～１８２・３８２区に位置する。平面形はほぼ歪みのない方形を呈する。南西隅と南東隅

に、壁面からはみ出して設けられた柱穴が付属する。規模は南北軸が４．５�、東西軸は４．２�を

測る。平均的な大きさで、約５．５坪ある。主軸方向はＮ－１４°３０′－Ｅを示す。

覆土は１層である。壁は緩く立ち上がり、検出面からの深さは１０�内外である。主柱穴は認

められない。床面に炭が遺り、焼失家屋と考えられる。中央北側と北東隅部に被熱痕跡が認め

られる。このうち、中央北壁寄りの被熱痕跡は、通常の地床炉ではなく、棒状の物体を差し込

んだような孔が認められ、南に張り出した柱穴と合わせて、前述ＳＴ２０８のような工房的な機

能を持った施設と考えられる。

ＳＴ２１１
１ １０ＹＲ４／２灰黄褐色粘質シルト
２ １０ＹＲ４／２灰黄褐色粘質シルト
２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルトを斑状に含む

３ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト
２／５Ｙ４／１黄灰色砂質シルトを粒で含む
炭（�０．２�）を含む

４ 炭層

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

ＥＫ１
１ ５Ｙ３／１オリーブ黒砂質シルト
２．５Ｙ３／１黒褐色シルトを斑状に含む
炭（�０．３～０．５�）を含む

２ ２．５Ｙ４／１黄灰色シルト
２．５Ｙ４／１黄灰色粘質シルトを粒で含む
炭（�０．２�）を含む

３ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト
５Ｙ４／１灰色細砂をブロックで多く含む

４ ５Ｙ３／１オリーブ黒粘質シルト
（炭を多く含む）

第６２図 ＳＴ２１１竪穴住居跡（２）

ＥＰ１
１ ２．５Ｙ３／１黒褐色砂質シルト
２．５Ｙ４／１黄灰色微砂
炭（�０．１�）をわずかに含む

２ ２．５Ｙ４／１黄灰色シルト
２．５Ｙ５／１黄灰色微砂をブロックで含む

ＥＰ２
１ ７．５Ｙ３／１オリーブ黒砂質シルト

炭（�０．１�）をわずかに含む

ＥＰ３
１ ２．５Ｙ３／１黒褐色砂質シルト

炭（�０．２�）をわずかに含む
２ ２．５Ｙ３／１黒褐色砂質シルト
２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルトを斑状に含む

ＥＰ４
１ ２．５Ｙ３／１黒褐色砂質シルト

炭（�０．１�）を含む
２ ２．５Ｙ３／１黒褐色砂質シルト
２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルトを粒で含む

ＥＰ５
１ ５Ｙ３／１オリーブ黒砂質シルト
７．５Ｙ４／１灰色砂質シルトを粒で含む

２ 炭
３ ７．５Ｙ６／１灰色粘土
４ ７．５Ｙ３／１オリーブ黒砂質シルト

ＥＰ６
１ ７．５Ｙ３／１オリーブ黒砂質シルト

炭（�０．５～１�）を含む土器片を含む
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第６３図 ＳＴ２１１竪穴住居跡出土遺物（１）

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

第６４図 ＳＴ２１１竪穴住居跡出土遺物（２）
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第６５図 ＳＴ２１１竪穴住居跡出土遺物（３）

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

第６６図 ＳＴ２１１竪穴住居跡出土遺物（４）

出土遺物は器台や壺、甕のほか、管玉と土製の紡錘車が出土している。

ＳＴ２１３竪穴住居跡（第７０図）

１７９・３５９～１８１・３６２区に位置する。平面形は北西隅が摘み出されたような方形を呈する。規

模は南北軸が１．９�、東西軸は２．３�を測る。この度の調査範囲では最も小さなもので、１．５坪

ほどである。主軸方向はＮ－６°－Ｅを示す。覆土は浅い１層である。

プラン検出時にグライ化した遺構面を削ったため、覆土の中央部が僅かに盛り上がった状態

になってしまった。立ち上がりは失われており、床面は遺構検出面とほぼ同じレベルである。

柱穴は認められない。床面中央部に炭が遺り、焼失家屋と考えられる。床面中央やや北寄り

に被熱痕跡が認められ、地床炉と考えられる。

２． 土 坑

ＳＫ２５３土坑（第７１図）

２００・３４４～２０１・３４５区に所在する。平面形は円形を呈する。長軸１．１�、短軸１�を測る。

底部は丸く、壁面との境界が明瞭でない。遺構検出面からの深さは約３５�で、覆土は１層であ

６８
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る。覆土中から直口壺の体部（３３６）が出土している。

ＳＫ２５５土坑（第７１図）

１８５・３６６～１８７・３６８区に所在する。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長軸約２�、短軸

１．３�を測る。底面は浅い皿状を呈し、遺構検出面からの深さは約１０�を測る。覆土は４層で、

最下層の炭層には土器片が含まれる。

ＳＴ２１２
１ ２．５Ｙ４／１黄灰色シルト
２．５Ｙ３／１黒褐色シルトを粒で含む
炭（�２�）を多く含む

第６７図 ＳＴ２１２竪穴住居跡

Ⅲ 高擶南遺跡
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第６８図 ＳＴ２１２竪穴住居跡出土遺物（１）
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第６９図 ＳＴ２１２竪穴住居跡出土遺物（２）

第７０図 ＳＴ２１３竪穴住居跡

ＳＫ２５８土坑（第７１図）

１７２・３６５～１７５・３６７区に所在する。ＳＴ２０５竪穴住居跡の埋没後に構築されたものである。

東側でＳＰ３２２などのピットを切っている。平面形は、ほぼ東西に長い長円形を呈する。長軸

３．４�、短軸１～１．３�を測る。底面は東寄りで段を形成し、西に深くなる。底面形状は緩い丸

底を呈する。遺構検出面からの深さは浅いところで約２０�、深いところで約５０�を測る。覆土

ＳＴ２１３
１ １０ＹＲ４／１褐灰白色粘質シルト

１０ＹＲ５／２灰黄褐色砂質シルトを斑状に含む
炭（�０．５�）を含む

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

第７１図 ＳＫ２５３・２５５・２５８土坑

ＳＫ２５８
１ ２．５ＹＲ３／２黒褐色粘質シルト

２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルトを斑
状に含む
炭（�０．１�）をわずかに含む

２ ２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルト
２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルトを斑
状に含む
炭（�０．５～１�）を多く含む

３ ２．５Ｙ４／１黄灰色粘質シルト
炭（�０．１�）をわずかに含む

４ ２．５Ｙ４／１黄灰色細砂
２．５Ｙ３／２黒褐色粘質シルトをブ
ロックで含む
炭（�０．１�）をわずかに含む

ＳＫ２５３
１ １０ＹＲ３／１黒褐色砂質シルト

１０ＹＲ４／１褐灰色砂質シルトを粒で含む
炭（�０．２�）を含む

ＳＫ２５５
１ １０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルト

１０ＹＲ５／２黄褐色粘質シルトを粒でわずかに含む
２ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト

１０ＹＲ４／１褐灰色砂質シルトを粒でわずかに含む
炭（�０．１�）をわずかに含む 土器片を多く含む

３ １０ＹＲ２／１黒色粘質シルト
１０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルトを粒で含む

４ 炭層 土器片を含む

ＳＰ３２２
１ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト

１０ＹＲ４／１褐灰色砂質シルトを斑状に含む
炭（�０．３�）を含む

２ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトを斑状に含む
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第７２図 ＳＫ２５３・２５８土坑出土遺物
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Ⅲ 高擶南遺跡

第７３図 ＳＫ２７８土坑

ＳＫ２７８
１ ２．５Ｙ３／１黒褐色砂質シルト

２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルトを粒で含む
炭（�０．３～０．８�）を多く含む

２ ２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルト
炭（�０．１�）をわずかに含む

３ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト
２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルトを斑状に含む
炭（�０．２～０．５�）を多く含む

４ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト
２．５Ｙ３／２黒褐色粘質シルトを粒で含む
２．５Ｙ５／１黄灰色粘土ブロック（�１�）を
わずかに含む
炭（�０．５～１�）を多く含む

５ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト
２．５Ｙ４／１黒褐色砂質シルトを斑状に含む
炭（�０．５�）をわずかに含む

６ ７．５Ｙ３／１オリーブ黒粘質シルト
５Ｙ３／２オリーブ黒砂質シルトを斑状に含む
炭（�０．５～１�）を含む

７ ７．５Ｙ２／１黒色粘質シルト
７．５Ｙ４／１灰白色砂質シルトが混在する
炭（�０．３�）をわずかに含む
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第７４図 ＳＫ２７８土坑出土遺物
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第７５図 ＳＫ３０４・３１８・３３７土坑及び同出土遺物

ＳＫ３３７
１ １０ＹＲ４／１褐灰色砂質シルト

１０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルトを斑状に含む
２ １０ＹＲ４／１黒褐色粘質シルト

１０ＹＲ４／１褐灰色砂質シルトを斑状に含む
炭（�１�）を含む

ＳＫ３０４
１ １０ＹＲ３／２黒褐色粘質シルト

１０ＹＲ４／２灰黄褐色砂質シルト
炭（�０．２～０．８�）をわずかに含む

２ １０ＹＲ３／２黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ４／２灰黄褐色砂質シルト
炭（�０．２～０．８�）をわずかに含む。土器片を含む

３ １０ＹＲ３／２黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ４／２灰黄褐色砂質シルトを斑状に含む
炭（�０．２�）をわずかに含む

ＳＫ３１８
１ ２．５Ｙ４／１黄灰色粘質シルト
２．５Ｙ５／２暗灰黄色砂質シルトを斑状に含む
炭（�０．２～０．５�）をわずかに含む

２ ２．５Ｙ５／２暗灰黄色粘質シルト
炭（�０．２～０．５�）を多く含む

３ 炭層（ワラ状炭化物や炭化材）
４ ２．５Ｙ４／１黄灰色粘質シルト
２．５Ｙ５／１黄灰色砂質シルトを斑状に含む
炭（�０．２�）をわずかに含む
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第７６図 ＳＫ３４０土坑及び同出土遺物

は４層で、覆土中に土器片を多く含む。出土遺物は器台、高坏、鉢、壺、甕などがある。

ＳＫ２７８土坑（第７３図）

１７８・３７９～１８０・３８３区に所在する。ＳＴ２１２竪穴住居跡の埋没後に構築されたものである。

平面形は南北に長い楕円状を呈する。長軸４．９�、短軸１．８�を測る。底面は平坦であるが、南

端の壁面に接して、南北５５�、東西４４�のピットがある。このピットの機能は不明である。遺

構検出面からの深さは約８０�を測る。覆土は７層で、覆土中に土器片を多く含む。出土遺物は

器台、鉢、壺甕などのほか、管玉が２点出土している。

ＳＫ３０４土坑（第７５図）

１６４・３７４～１６６・３７５区に所在する。平面形は円形と方形を融合させたような不整形を呈し、

僅かに南北が長い。長軸１．３�、短軸１．２�を測る。底面は凹凸があり、丸底を２つ連ねたよう

な形状を呈する。遺構検出面からの深さは約３０�を測る。覆土は３層で、覆土中から壺（３７３）

ＳＫ３４０
１ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト

１０ＹＲ４／１褐灰色砂質シルトを斑状に含む
炭（�０．３�）を含む

２ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトを斑状に含む
炭（�０．３�）を含む 土器片を含む

３ 炭層 土器片を含む

Ⅲ 高擶南遺跡
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第７７図 ＳＫ３４８土坑及び同出土遺物

が出土している。

ＳＫ３１８土坑（第７５図）

１８６・３６３～１８９・３６６区に所在する。ＳＤ２６０溝跡の埋没後に構築されたものである。平面形

は幾分南北に長い円形を呈する。長軸３．３�、短軸３．１�を測る。底面は平坦であるが幾分起伏

が認められる。遺構検出面からの深さは最深部で約３０�を測る。覆土は炭化物層を含めて４層

である。中央部に炭層があり、炭化部材やワラ状炭化物が遺っていた。

出土遺物は破片のみで、図化し得たものはない。

ＳＫ３３７土坑（第７５図）

１８９・３８５～１９０・３８７区に所在する。平面形は北東から南西方向に長い楕円形を呈する。長軸

２�、短軸１．３�を測る。底面は南西に深くほぼ平坦であるが、南側壁に接して長軸８０�、短

軸５０�ほどの窪みが認められる。遺構検出面からの深さは約２０�を測るが、窪みの底部までの

深さは３５�ほどある。覆土は２層で、覆土中から器台が出土している。

ＳＫ３４０土坑（第７６図）

１９３・３６３～１９６・３６５区に所在する。平面形は、方形と円形を融合させたような不整形を呈す

る。東西軸、南北軸がともに１．７�を測る。底面は平坦で緩く立ち上がる。遺構検出面からの

深さは約２０�を測る。覆土は３層で、覆土中に土器片を含む。出土遺物は鉢、甕、壺の底部な

どがある。

ＳＫ３４８
１ １０ＹＲ３／２黒褐色粘質シルト

１０ＹＲ４／２灰黄褐色砂質シルト
炭（�０．１�）をわずかに含む

２ ２．５Ｙ５／２暗灰黄色粘質シルト
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ＳＤ２６０（東端）
１ ７．５ＹＲ３／１黒褐色砂質シルト

１０ＹＲ３／２黒褐色粘質シルトを斑状にわずかに含む
１０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルトを粒で含む

２ １０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルト
１０ＹＲ３／２黒褐色粘質シルト粒をわずかに含む

３ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト
Ｎ３／０暗灰色粘質シルトを斑状に含む

４ ５Ｙ３／１オリーブ黒粘質シルト
７．５Ｙ２／２オリーブ黒粘質シルトをブロックで含む

５ ５Ｙ３／１オリーブ黒粘質シルト
炭（�０．２�）を含む

第７８図 ＳＤ２６０溝跡（南東部）

Ⅲ 高擶南遺跡
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第７９図 ＳＤ２６０溝跡（北西部）

１ １０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト
１０ＹＲ４／２灰黄褐色砂質シルトをブロックで含む
炭・灰を多く含む

２ １０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト
１０ＹＲ４／２灰黄褐色砂質シルトをブロックで含む
炭（�０．５～１�）を含む

３ ２．５Ｙ４／１黄灰色粘質シルト
２．５Ｙ５／１黄灰色粘質シルトをブロックで含む
炭（�０．２～１�）をわずかに含む

４ ２．５Ｙ４／１黄灰色粘質シルト
２．５Ｙ５／１黄灰色粘質シルトをブロックで含む
炭（�０．２�）を含む

１ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルトを粒で含む

２ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルトをブロックで含む
炭（�０．２�）を含む

３ １０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルト
１０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルトを粒で含む
炭（�０．１�）を含む
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第８０図 ＳＤ２６０溝跡出土遺物（１）

Ⅲ 高擶南遺跡
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第８１図 ＳＤ２６０溝跡出土遺物（２）
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第８２図 ＳＤ２６０溝跡出土遺物（３）
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第８３図 ＳＤ２６０溝跡出土遺物（４）
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第８４図 ＳＤ２６１溝跡

１ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ３／１黒褐色砂質シルトを
斑状に含む
炭（�１�）を多く含む

２ ５Ｙ３／１オリーブ黒粘質シルト
５Ｙ４／１灰色微砂を斑状に含む
炭（�０．２～０．５�）を斑状に含む

３ １０Ｙ３／２オリーブ黒粘質シルト
２．５Ｙ４／１黄灰色粘質シルトを斑
状に含む

４ ５Ｙ３／１オリーブ黒粘質シルト
５ＧＹ３／１暗オリーブ灰砂質シル
トをすじ状に含む
水を含んでやわらかい

１ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ３／１黒褐色砂質シルトを
斑状に含む
炭（�１�）を多く含む

２ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ４／１褐灰色砂質シルトを
斑状に含む
炭（�０．１�）を含む

３ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ４／１褐灰色砂質シルトを
斑状に含む
炭（�０．１�）を含む

４ １０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルト
２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルトを斑
状に含む
炭（�０．１�）を含む

Ⅲ 高擶南遺跡
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第８５図 ＳＤ２６１溝跡出土遺物
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第８６図 ＳＤ２６２溝跡

１ １０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルト
２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルトをブロックで含む
炭（�０．２～０．８�）をわずかに含む

２ １０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルト
炭をしま状に多く含む

３ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルトを斑状に含む
１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色微砂をブロックで含む

４ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色微砂を含む
炭（�０．２～０．８�）をわずかに含む

１ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ４／１褐灰色微砂を粒で含む
炭（�０．２～１�）を多く含む

２ １０ＹＲ３／１黒褐色シルト
１０ＹＲ４／１褐灰色微砂をブロックで含む
炭（�０．２�）をわずかに含む

３ １０ＴＲ４／１褐灰色粘質シルト
２．５Ｙ４／１黄灰色微砂をブロックで含む

４ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト
１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色微砂を含む
炭（�０．２～０．８�）を含む

５ ２．５Ｙ４／１黄灰色粘質シルト
２．５Ｙ５／２暗灰黄色砂質シルトを斑状に多く含む
炭（�０．３�）を含む。

６ ２．５Ｙ５／２暗灰黄色微砂
２．５Y４／１黄灰色粘質シルトを縞状に含む

７ ２．５Y４／１黄灰色粘質シルト
２．５Y５／２暗灰黄色砂質シルトをブロックで含む

Ⅲ 高擶南遺跡
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第８７図 ＳＤ２６２溝跡出土遺物（１）
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第８８図 ＳＤ２６２溝跡出土遺物（２）
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第８９図 ＳＤ２６２溝跡出土遺物（３）
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第９０図 ＳＤ２６２溝跡出土遺物（４）
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第９１図 ＳＤ３１９溝跡

ＳＫ３４８土坑（第７７図）

２０７・３８０～２０８・３８１区に所在する。平面形は直径７０�ほどの円形を呈する。底面形状は丸底

を呈する。遺構検出面からの深さは約３０�を測る。土坑内からは、横倒しになったまま土圧で

潰れた甕（３８２）が出土している。覆土は２層で、甕の上の覆土が１層、甕の下の覆土が２層

である。

３． 溝 跡

ＳＤ２６０溝跡（第７８，７９図）

調査区の北西隅、１７０・３４５区から調査区の南東、２０９・３９３区にかけて緩く蛇行しながらのび

る溝跡である。南東部で河川跡に取り付いている。この河川は、ＳＧ２５２河川跡とは時期の異

なる、第１次調査で検出されたＳＧ１１４河川跡と思われる。河川跡との接合部分の上端は、浸

食を受けたのか扇状に開いている。幅は、北東部では約１�であるが、河川との接続部近くに

なると２�ほどに広がる。深さは約４０�で丸底状の断面形を呈する。底面の勾配差がほとんど

なく、流路方向は特定できないが、調査区全体の標高が東に高く西に低いという環境を考え合

わせると、河川から水を取り入れた施設との可能性も考えられる。この推定に立てば、調査区

の北西方向に水田域の存在が推定されるのではなかろうか。この溝跡の埋没後、ＳＴ２０２竪穴

住居跡が構築されている。出土遺物は、器台、高坏、鉢、壺、甕等の土器類の他、管玉の材料

となる荒割りされた玻璃質流紋岩なども見られる。なお、第７８図と第７９図の「・」印は遺物の

出土地点を示している。

ＳＤ２６１溝跡（第８４図）

調査区南西隅近くに、直径９�ほどの不整形を呈する沼沢と思われる湿地跡が所在するが、

ＳＤ３１９
１ １０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト

１０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルトを粒で含む
炭（�０．１～０．２�）を含む
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ＳＤ２６１溝跡と後述するＳＤ２６２溝跡は、この湿地を取り巻くように配置されている。

ＳＤ２６１溝跡は、湿地と２～３�の間隔を取り、１７７・３６７～１８３・３７８区に所在する溝跡であ

る。概ね直線的に延びるが、南端で湿地に沿うように西側に緩く曲がる。深さ１０�、幅１．７�、

長さ１１�と浅い溝跡であるが、中にもう一つの溝を持ち、底面は２段になっている。これが当

初からの形状なのか、あるいは時期差を有するのかは調査時点では確認できなかったが、西側

の立ち上がりを共有するように２つの溝が位置していることから、時期差があったとしても、

この溝が機能している時間内でのことと考えられる。子溝は幅１．２�、長さ９．３�、親溝底面か

らの深さ３０�を測る。なお、この溝跡の埋没後にＳＴ２０６竪穴住居跡が構築されている。出土

遺物は、器台、高坏、壺、甕などがある。

ＳＤ２６２溝跡（第８６図）

先述のＳＤ２６１と湿地を挟んで対をなすように所在する。ＳＤ２６１溝跡と同様湿地の端から約

２�の間隔を取り、西側を取り巻くように所在する。この溝跡もＳＤ２６１と同様、深さ１０�と

全体に浅いが、底面に土坑のような窪みを有し、底面形状が複雑な溝跡である。北端部で畝状

ＳＤ３４４
１ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト

１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルトをブロックで含む
炭（�０．５～１�）を含む

第９２図 ＳＤ３４４溝跡及び同出土遺物

Ⅲ 高擶南遺跡

９３



１ｍ０

１：４０

９８．７０ｍ
ｂ

a

ｂ′

９８．７０ｍ
a′

１

１

Ｐ

Ｐ
w（炭化材）w

Ｐ

a′

a

ｂ

ｂ′

１９０

３９０

１９５

３９０

２

５０１

５０２

Ⅲ 高擶南遺跡

第９３図 ＳＸ２７３性格不明遺構

遺構が重複しているため、溝の始点が不明である。溝の東側に、当該溝が埋没した後に設けら

れた子溝がある。重複かとも思われたが、平面形に不自然さはなく、ＳＤ２６２溝跡が認識され

ている時期、即ち埋没直後に再度設けられたものと考えられる。幅０．８～１．１�、長さ約１４�、

深さは約２０�を測り、窪みは親溝の底面から５～１５�を測る。

ＳＤ３１９溝跡（第９１図）

１７９・３６０～１８３・３６４区に所在する。浅い円形に巡る溝である。溝の幅は１５～２５�、深さは遺

構確認面から約７�を測る。規模は内径で約２�、外径で約２．５�を測る。稲ワラで覆いを巡

らした簡易な倉庫との見方もあるが、性格は不明である。

ＳＤ３４４溝跡（第９２図）

１９８・３６７～２０３・３６９区に所在する。ＳＤ２５２河川跡の川岸に向かう緩斜面に位置し、川の方

に向いている。長さ約７�、幅８０～９０�、断面形は浅く平坦な丸底を呈し、深さは約１５�を測

ＳＸ２７３
１ ２．５Ｙ３／１黒褐色粘質シルト
２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルトを粒・ブロックで含む
炭（�０．５�）を含む 焼土ブロック（�１�）を多く含む
土器片を含む

２ ２．５Ｙ４／１黄灰色砂質シルト
２．５Ｙ５／１黄灰色砂質シルトを斑状に含む
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第９４図 ＳＸ２７３性格不明遺構出土遺物
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第９５図 ＳＧ２５２河川跡（１）
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ＳＧ２５２
Ａ １０ＹＲ４／１褐灰色土（基本層序Ⅲ層）
Ｂ １０ＹＲ４／１褐灰色土に炭粒を含む
Ｃ １０ＹＲ３／２暗褐色砂質土
Ｄ ２．５ＹＲ４／１黄灰色砂質シルト
Ｅ ５Ｂ３／１暗青灰色粘質シルト
Ｆ Ｎ１．５／０黒色粘質土（泥炭）
Ｇ ７．５ＧＹ４／１暗緑灰色シルト
ｂ ２．５Ｙ４／１黄灰色土（稲杭の痕か）

１ １０ＹＲ４／１褐灰色土
灰黄褐色土が縞状に入ることで４層
に分かれるが、雨水による撹乱と堆
積を繰り返した同一層と考えられる

２ 砂層
３ 砂層
４ 粗砂に小礫（�０．３～０．７�）が混在
５ 砂層
６ 粗砂に小礫（�０．３～１�）が混在
７ 砂層

底部に小礫（�０．３～０．７�）が堆積
８ 粗砂層（�０．７�未満）（部分的溜まり）

９ 砂層
底部に小礫（�０．５～１�）が堆積

１０砂層
１１砂層
１２粗砂に小礫（�０．５～１�）が混在
１３砂礫層（礫：�０．５～１�）
１４砂層
１５砂層
１６粗砂に小礫（�０．５�）が混在
１７５Ｙ４／１灰色シルト

５Ｙ６／１灰色シルトが粒状に混在
１８１０ＹＲ４／１褐灰色土
（遺物包含層・Ａ層）

る。溝の東側に若干遺物が遺存し、鉢、壺、甕などが出土している。

４． 性格不明遺構

ＳＸ２７３性格不明遺構（第９３図）

１９０・３８８～１９３・３９２区に所在する。土取りによって撹乱された土を取り除いて検出したもの

である。長軸４．９�、短軸３．２�の不整形を呈し、検出面からの深さは約２０�を測る。炭や焼土

を含み、用途、性格ともに不明である。出土遺物には大形の甕がある。

５． 河 川 跡

ＳＧ２５２河川跡（第９５，９６図）

調査区東端に位置する。当初一つのものと考えられていたが、ＳＧ２５２河川跡は西に膨らん

だ部分のみで、２６０・３７０区辺りから南側については、時期の異なる別の河川と考えるに至った。

南側の河川については、第１次調査で検出したＳＧ１１４と同一のものと推量される。

ＳＧ２５２河川跡は、西に膨らみ、淵を形成している。対岸は調査区外となり、川幅は確認し

ていない。川底と考えられる砂利層まで約２．７�の深さを持つ。川底は、僅かだが南から北に

低くなっており、この部分では北流していたものと考えられる。淵を形成している部分の川底

には流木などが溜まっており、川の斜面から川底にかけては、投棄された土器片や木製品が出

土している。出土土器の中で１点だけ、完形で猶且つ正位で遺存するという特異な出土状況を

第９６図 ＳＧ２５２河川跡（２）
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第９７図 ＳＧ２５２川跡出土遺物（１）
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第９８図 ＳＧ２５２川跡出土遺物（２）
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第９９図 ＳＧ２５２川跡出土遺物（３）
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第１００図 ＳＧ２５２川跡出土遺物（４）
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第１０１図 ＳＧ２５２川跡出土遺物（５）
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第１０２図 ＳＧ２５２川跡出土遺物（６）
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第１０３図 ＳＧ２５２川跡出土遺物（７）
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第１０４図 ＳＧ２５２川跡出土遺物（８）
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第１０５図 ＳＧ２５２川跡出土遺物（９）

示す甕形土器の中には、土とともに植物遺体が遺存しており、同定の結果、クルミ、クワ、ウ

リ、イネなどが検出された（付編「植物遺体の同定調査」参照）。

出土遺物には、器台、高坏、鉢、壺、甕などの土師器、小型土器、木製品、植物遺体などが

ある。出土した木製品については、第４節に別途まとめている。また植物遺体については、付

編を参照されたい。

土層断面からは、川が埋没した後、洪水による鉄砲水が、数度にわたって埋積土を抉り、砂

を充填していった状況が観察できた。

６． 遺構外の遺物

遺構外の遺物には、遺構確認面の上を覆う遺物包含層から出土したものと、遺構確認面直下

に部分的にレンズ状に入る間層から出土したものなどがある。前者は、当該遺跡の生活痕跡と

時期を同じくするものであり、後者は当該遺跡の生活痕跡が形成される以前のものである。

包含層の遺物（第１１１～１１７図）

遺物包含層が遺構確認面の上を覆っており、包含層の遺物を取り上げてから遺構検出を行っ

た。出土状況から、遺構に帰属し得るものか否か、判断に迷うものが多く、そのため、遺構か

ら切り離して包含層の遺物として一括した。

間層出土の遺物（第１１８～１２１図）

本遺跡は、低湿地に位置していることもあって、土壌がグライ化している。そのため、遺構
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第１０６図 ＳＧ２５２川跡出土遺物（１０）
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第１０７図 ＳＧ２５２川跡出土遺物（１１）
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第１０８図 ＳＧ２５２川跡出土遺物（１２）
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第１０９図 ＳＧ２５２川跡出土遺物（１３）
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第１１０図 ＳＧ２５２川跡出土遺物（１４）
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第１１１図 包含層出土遺物（１）
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第１１２図 包含層出土遺物（２）
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第１１３図 包含層出土遺物（３）
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第１１４図 包含層出土遺物（４）
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第１１５図 包含層出土遺物（５）
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第１１６図 包含層出土遺物（６）
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第１１７図 包含層出土遺物（７）
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第１１８図 間層出土遺物（１）
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第１１９図 間層出土遺物（２）
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第１２０図 間層出土遺物（３）
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第１２１図 間層出土遺物（４）
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北

確認作業時にはどうしても面を下げ気味にする傾向がある。その作業中、ＳＤ２６０とＳＧ２５２に

挟まれた、１９０・３６０～２０６・３９０区付近で、遺構確認面直下に部分的にレンズ状の間層が認めら

れ、そこから時期の異なる土器片が出土している。観察の結果、前時代の地表に廃棄されたも

のと考えられ、その後土壌の堆積が進んで、それらが覆われた後、当該遺跡での生活痕跡が刻

み込まれたものであろう。この前時代の部分的廃棄痕跡を「溜まり」と表現する。

溜まりからの出土遺物は、この度の調査に伴う生活痕跡と直接結びつくものではないが、参

考のためその主なものを収録した。ほぼ桜井式から天王山式、あるいはそれに後続する時期の

ものと捉えられる。

３ 竪穴住居跡の方向と規模

竪穴住居跡の主軸方向については、長軸、短軸が不明なものもあるため、南北軸を主軸とし

た。また座北は、当該地域では真北より０°１８′２４″西に偏しているが、ここでは座北をもっ

て北とした。南北軸は座北を基準に、東西辺が遺っている場合は両辺の方向の平均値を、片辺

第１２３図 竪穴住居跡の主軸方向と規模

第１２２図 竪穴住居跡の軸長比

Ⅲ 高擶南遺跡
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のみの遺存の場合は残存辺の方向を主軸方向とした。規模については、両辺が判るものについ

てはその平均値を、片辺が不明の場合は残存長を軸長とした。

住居跡の面積は、各軸長を乗じて算出した。この方法で面積を算出すると誤差を多分に含む

ことになるが、概観するのが目的であるのでこの方法を採り、さらに数値を丸めるために坪数

に換算した。坪数については、①１尺を３０．３０３�として算出した３．３０５７８�、②１尺を３０．３�

として算出した３．３０５１２４�、③坪数の概数値である３．３�の３通りで計算してみたが、０．５坪を

基準値として丸めたとき、いずれも同じ値を示したので、１坪＝３．３�という概数を計算基礎

とした。

第１次調査と第２次調査で２５棟の竪穴住居跡を検出したが、そのうち、規模の判明したもの

１３棟を対象に主軸方向や平面規格、面積などについてみると次のようになる。

主軸方向は、概ね４つのグループに分けることができる。Ａ；２０度以上西に偏するもの

（２，２１０）、Ｂ；２０度未満西に偏するもの（６，１２，２０２，２０４，２０６，２０９）、Ｃ；２０度未満東に偏す

るもの（２０５，２１２，２１３）、Ｄ；２０度以上東に偏するもの（２０８，２１１）である。

長軸の方向は、東西に長軸を持つもの（２，１２，２０２，２０４，２１０，２１３）と、南北に長軸を持つもの

（６，２０５，２０６，２０８，２０９，２１１，２１２）とに二分される。

面積は、４坪未満の小型住居（６，２０４，２０６，２１３）、４坪以上８坪未満の中型住居（２，１２，２０５，

２０８，２０９，２１０，２１２）、８坪以上の大型住居（２０２，２１１）とに分類することが可能である。

平面規格は、短軸を１００として長軸の割合が１０５までのものを正方形、１１１以上のものを長方

形と仮に呼んだ場合、正方形は７棟（６，１２，２０４，２０６，２０９，２１０，２１１）、長方形は３棟（２，２０５，２１３）

となる。また、これら１３棟を、長軸をＸ、短軸をＹとしてプロット（第１２２図）すると、全体

がｙ＝０．９４ｘ－０．０３６１で直線回帰し、回帰直線の標準誤差は０．２０８となる。これから、長軸と

短軸の比率は基本的に同様と考えることができ、住居同士の重複がほとんど見られないことな

ども併せて、さほど隔たらない時期にこれらの住居が造られたであろうことが想定される。

これまで竪穴住居跡の特徴を４つの面から見てきたが、主軸の方向で大まかに括ってみると

２０５と２１３がほぼ同方向でありながら位置が近すぎる嫌いはあるが、他は無理なく同時存在しう

る位置関係にある。また長軸方向で見ると、東西棟で２０度以上東に偏するものはなく、南北棟

で２０度以上西に偏するものはない。そして２１３以外の東西棟は西に偏するということが判る。

この２つを組み合わせると、東西棟で３グループ、南北棟で３グループの、計６グループに

分けることができる。即ち、①東西棟で主軸が東に偏するもの（２１３）、②東西棟で２０度未満西

に偏するもの（１２，２０２，２０４）、③東西棟で２０度以上西に偏するもの（２，２１０）、④南北棟で２０度

未満東に偏するもの（２０５，２１２）、⑤南北棟で２０度以上東に偏するもの（２０８，２１１）、⑥南北棟で

２０度未満西に偏するもの（６，２０６，２０９）である。

このように、長軸の向きと主軸の方向で仲間分けしたとき、それぞれのグループでは、各住

居は適度な間隔を持ち、同時存在しても不自然ではない配置を示す。さらにＳＤ２６０溝跡や沼

沢を取り巻くように位置するＳＤ２６１・２６２溝跡などとの先後関係によって、概ね住居の移り変

わりを把握しうると思われるが、ここでは詳細に立ち入らずグループ分けにとどめておく。
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４ 出土木製品の分類

１ 出土木製品の概略

木製品はそのすべてが自然河川ＳＧ２５２からの出土品である。ＳＧ２５２は調査区の東端で検出

され、流路の西側斜面にあたる部分が調査範囲となっている。調査範囲内において、確認でき

た最下層は１８層に達している。木製品が出土した「１８」層は基本層序のⅢ層が河岸部の斜面に

沿って底面まで入り込んでいるものである。基本層序Ⅲ層は遺構の掘り込み面であることから、

河川「１８」層も当該時期であると考えることができる。

出土状況を観察すると木製品と共に土器類が斜面に貼り付くように出土しており、特に甕な

どの完形遺物は底面から斜面への立ち上がり部分に集中して出土している。木製品は河川跡底

部付近に集中しており、付近からは大きな自然木が横転した状態で出土している。現地調査に

おいては、人為的な加工の痕跡のない木片、自然木、流木の取り上げは行っていない。祭祀的

要素を持つものに刀形の木製品の出土があるが、出土状況からは具体的な祭祀行為の復元は不

可能であり、出土状況に特別の意味は見出せなかった。その他の出土木製品も部分的に欠損し

たり焼けたりしているものがほとんどであり、おそらく、集落の東端に位置する河川には、使

えなくなった生活用具の投棄の場としての役割があったと考えられる。

２ 木製品の分類

高擶南遺跡出土の木製品について『木器集成図録 近畿原始篇』（奈良国立文化財研究所

１９９３）（以下『木器集成図録』と略記する）に従って機能分類を行い、用途不明のものについて

は形態分類を行った。下記の６項目に分類整理した。

１．農具（耕起具、収穫具）

２．紡織具（織機）

３．容器（刳物）

４．祭祀具（武器形）

５．建築部材（梯子）

６．用途不明品（棒状具・板状具・その他）

Ⅲ 高擶南遺跡
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１．農具 （１）耕起具 ①直柄横鍬

②一木平鋤

（２）収穫具 ①竪杵

２．紡織具 （１）織機 ①経（布）巻具

３．容器 （１）刳物 ①槽

②台付盤

４．祭祀具 （１）武器形 ①刀形

５．建築部材 （１）梯子

６．用途不明品 （１）棒状具 ①先尖棒

②有頭棒

③抉り入れ棒

④その他

（２）板状具 ①有孔板

②�付板材

③その他

（３）その他

１．農具

（１）耕起具

①直柄横鍬

５８２は身部の平面形は横の長さが縦の長さよりわずかに大きく、刃縁に向かって広がる台形

を呈する。柄孔は上端近くに穿たれ、断面形は円形である。身部後面の柄穴周囲は段をなして

流線型に隆起する。木取りは横木取りの柾目板である。着柄角度は６５°である。着柄角度から

は打ち鍬としての機能が考えられるが、地面に対して木目が平行に入る場合、耕起具として刃

先を土に打ち込んだり、柄の基部を持ち上げて土塊を引き起こす作業としては破損しやすい。

比較的やわらかい土の耕起や土の表面を引き寄せるための作業などの引き鍬としての用いられ

方などが考えられよう。用材はクヌギ節である。

身の形態は『木器集成図録』で「横鍬Ⅱ式」に分類され、�穴周囲の隆起部分は「Ａ４型」

に細分されるものである。

②一木平鋤

５８３は身と柄を一木から作り出す一木平鋤である。柄と身がほぼ一直線をなす形態と考えら

れる。肩の平面形は左右の肩が丸形と角形を呈し、左右対称にはならない。刃部の断面形は、

身の前面・後面の区別が不明瞭で平坦な板状のものである。身は中心部をスリット状に欠損し

ており、先端が焼けている。柄部の基部の断面形は幅広の隅丸方形である。

樹種はスギで軽軟の材質であるため、農具にするには無理があり、掘削以外の用途も考えら

れよう。

『木器集成図録』で「Ⅰ式」とされるものである。

（２）収穫具

１２６



①竪杵

５８４は片方の握部・搗部のみ残存している。搗部端で径が最大となり、搗部より握部にかけ

て漸次細くなる。搗部と握部の境は不明瞭である。搗部端が半球状に加工される。『木器集成

図録』で「Ｃ類」とされるものである。

２．紡織具

（１）織機

①経（布）巻具

６１６は端部を一面から削り出して瘤を作り出した棒状のもの。経（布）巻具の一部分と考え

られる。瘤部分は原始機の各部材を引っ張るための紐かけとみられ、経糸あるいは織りあがっ

た布は、身の中央部を一段深く掘り下げた部分に巻かれたものと思われる。他端は欠損してい

る。

３．容器

（１）刳物

①槽

５８５は側面の立ち上がりは緩やかで底面と側面の境は不明瞭である。破片資料であり全体の

形状はうかがえない。５８６は側面の立ち上がりは緩やかで底面と側面の境は不明瞭である。破

片資料であり全体の形状はうかがえない。５９０は側面部分のみの遺存である。厚手で大型品で

あったと考えられる。

②台付盤

５８７は平面形が長方形を呈する盤状の台付容器と考えられる。盤と台とを一木で作り出した

刳物である。盤の上面はほぼ平坦で側面から見た場合、両端に向けて緩やかに反りあがる。台

は盤側面よりやや内側から作り出す。長軸方向に造り出され、２列に平行するものと考えられ

る。

４．祭祀具

（１）武器形

①刀形

６００は刀身部のみで抜身の状態である。鋒部より刃部を若干薄く削りだし、刃先部分を両端

から削り出している。

５．建築部材

（１）梯子

５９２は一木梯子である。足掛部は４段残存し、側面からみて上部を直角に、下部をなだらか

に削って作り出している。端部の形態等は不明である。現場での取り上げ時に破損したため、

実測図では欠落部分が生じてしまった。

６．用途不明品

加工は施されているが、用途同定できないものを一括した。

（１）棒状具

①先尖棒

棒状具の一端が尖ったもののうち、辺材利用で丁寧な仕事で作られたもの、及び芯持ちの丸

Ⅲ 高擶南遺跡
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木状の細棒利用のものでも削り出しによる整形が加えられた作りのものである。

６０３・６０２・６１０は細棒の先端部を多面に丁寧に削り出し尖らせているものである。他端が欠

損している。６２１は割材を加工している。先端は４方向から削り出し尖らせている。杭として

の使用も考えられる。６２３は割材を加工している。両端が焼けているため端部の加工は明らか

でない。６０３・６０２・６１０は細棒の先端部を多面に丁寧に削り出し尖らせているものである。他

端が欠損している。

②有頭棒

棒状具の一端に頭部を作り出しているものである。

６１４は棒状具の端部を全面より抉り込み頭部を形作る。胴部は自然木のままで樹皮が残る。

他端は折損している。６１５は棒状具の端部を多面に削っている。胴部は自然木のままで樹皮が

残る。両端は欠損している。

③抉り入れ棒

６１０は細棒の先端部を多面に丁寧に削り出し尖らせているものである。抉りを入れて段を

作り出している。他端が欠損している。

④その他

棒状具で①、②以外のものを一括する。

角材（６２０・６２３）分割材（６２２・６２４）丸材（６２５）がある。６１３は両端が欠損している棒状

のものである。側面に樹皮が差し込まれている。柾目板を使用し、片面は、緩やかな凹み

をもつ。両端に切断痕がみられるもの（６２０・６２５）がある。

（２）板状具

①有孔板

調整加工された板材に孔をもつものである。

６０１は両面平坦に加工され左側縁よりに２ヵ所の孔を穿つ。

②�付板材

調整加工された板材に孔をもつものである。

５９８は両端を欠損する。中央に孔を穿つ。先端部に出�を持つと考えられる。

③その他

板状具で①、②以外のものを一括する。５８８は組み合わせ部材である。抉りを入れた部分

に別材を当てて木釘でまとめたと考えられる。木釘の痕跡が２ヵ所残る。５８９は板材を樹

皮で綴じ合わせている。木釘が２ヵ所穿たれている。６１１は丁寧な調整である。６２６は両端

に切断痕がみられるものである。

（３）その他

５９１は枠組み木製品である。方形枠型田下駄とも考えられるが足板が出土していないこと、

田下駄としては幅が広いことから枠組み木製品とする。枠木には、横木を挿入するための方形

孔をほぼ等間隔に穿ち、端部には紐かけと考えられる刳りこみを入れている。横木は枠木孔に

挿入するための方形出�を端部に削り出し、枠木�穴横木を挿入したうえで楔を打ち込んで枠

木と横木の固定をより強固なものにしている。横木の片側は両面を削り角を作り出している。

枠木、横木の他端は焼けて欠損している。枠木はカツラ、横木はスギ、と部位によって用材
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の選択を行っている。６１７は上下を切断し、側面を面取りして丸みをつけている。中心に斜め

に溝が掘られ、棒状具が組み込まれる形状である。６１８は上下は切断痕がみられる。一方の側

面は刃先のように薄く作り出されるが他方は平坦である。上方は�か柄のように削り出されて

いる。

５ 出土土師器の分類

今回の調査で出土した土器は、ポリコンテナにして２００箱近くに及んでおり、そのほとんど

がいわゆる「古式土師器」として認識できる土器である。おもに竪穴住居跡・溝跡・土坑・自

然河川・包含層からの出土である。自然流路から出土した遺物は土器類が斜面に貼り付くよう

に出土しており、特に甕などの完形遺物は底面から斜面への立ち上がり部分に集中して出土し

ており、廃棄されたものと考えられる。また、包含層の土器は遺構内の土器と接合するものが

多く、包含層中からの遺構の掘り込みが推測された。今回の調査は限られた範囲に留まるため、

分類にあたっては、未調査部を含む本遺跡の概要を類推するために、自然流路、包含層出土、

土坑の土器までを含んで行った。また、破片資料も出来るだけ図化を行った。個々の遺構出土

の分類のために土器分類組成表を付した。

鉢形土器（第１２４・１２５図）

口縁部断面形態、体部形態から分類した。法量は口径で大形品（２０～３０�前後）中形品（１３

～１９�前後）小形品（１２�前後）がある。出土点数の内訳は中形品、小形品が多く、大形品は

ごくわずかである。調整は大形品には内外面にハケメが多用されるが、中形品、小形品にはミ

ガキを入念に施すものが多い。

鉢Ａ類 大形の鉢

Ａ１類 口縁部が有段のもの

Ａ２類 口縁部が内彎するもの。内彎する長い口縁をもつもの（Ａ２ａ）、短い口縁をもつ

もの（Ａ２ｂ）がある。

鉢Ｂ類 有孔鉢。 底部に孔を穿ったもので、甑としての機能も考えられる。単孔（Ｂ１）、

多孔（Ｂ２）がある。Ｂ２は新しい要素がみられる。包含層から１点のみの出土である。

鉢Ｃ類 無頚の鉢。底部の形状で細分する。

平底（Ｃ１）、丸底状（Ｃ２）、のものがある。底部が欠損しているものでＣ類とした

ものには、有孔鉢が含まれているかもしれない。

鉢Ｄ類 脚台をもつ鉢。

単純口縁で片口をもつもの（Ｄ１）と無頚のもの、無頚で片口をもつもの（Ｄ２）が

ある。

鉢Ｅ類 口縁部が有段で、浅い体部を有するもの。

鉢Ｆ類 口縁部が有稜で、浅い体部を有するもの。

口縁径が器高より大きいもの（Ｆ１）、ほぼ等しいもの（Ｆ２）がある。

鉢Ｇ類 単純口縁で浅い体部をもつもの。

Ｇ１類 口縁部が外反するもの（Ｇ１ａ）、と外傾するもの（Ｇ１ｂ）がある。

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

Ｇ２類 口縁部が内彎し、底部が上げ底のもの（Ｇ２ａ）と、口縁部が外反し底部が平底の

もの（Ｇ２ｂ）である。Ｇ１類に比べ、体部が扁平である。

鉢Ｈ類 椀状の浅い体部を有するもの。胎土が精製され軟質であることでも鉢Ｃ類と分けられ

る。鉢形土器の中でも新しい様相を持つ。

鉢Ｉ類 単純口縁でやや深い体部をもつもの。

Ｉ１類 口縁部が外反するもの。

Ｉ２類 口縁部が短く外反し、底部が平底のもの。

Ｉ３類 口縁部が外反し、底部は上げ底のもの。

Ｉ４類 口縁部が内彎し、底部が平底のもの。

Ｉ５類 凹み底に焼成後穿孔されたもの。

鉢Ｊ類 小型で平底の鉢を一括する。

鉢Ｋ類 丸みをもつ体部と、体部から大きく屈曲して開く口縁部をもつもの。

Ｋ１類 口縁部が内彎するもの。

Ｋ２類 口縁部が外傾するもの。

鉢Ｌ類 いわゆる小型丸底土器と称されるもの。口縁部と体部の相関関係と口縁部の形状から

細分する。Ｌ１～Ｌ５は定型化した「小型丸底鉢」として、器台との対応関係が明瞭な

ものである。小型精製３器種の小型丸底鉢がこれにあたる。

Ｌ１類 口縁部高が体部高の２分の１以下であるもの。口縁部は内彎する。

Ｌ２類 口縁部高が体部高のほぼ２分の１であるもの。口縁部は外傾する。

Ｌ３類 口縁部高が体部高とほぼ等しいもの。口縁部は内彎する。

Ｌ４類 口縁部高が体部高を凌駕するもの。口縁部は内彎する。

Ｌ５類 口縁部高が体部高と等しいか、凌駕するもの。ほぼ球形の体部をもち、頚部が強く

くびれ、屈曲部内面に明瞭な稜線をもつ。

鉢Ｍ類 平底の鉢で容量の小さなもの。

口縁部の形態には、小さく外反する口縁をもつもの（Ｍ１）、体部がやや内彎して外

上方にのびるもの（Ｍ２）、内彎するもの（Ｍ３）がある。

器台形土器（第１２５図）

受部・脚部の形態、受部から脚部への貫通孔の有無により分類した。脚部円窓の数について

は観察表に呈示した。調整は高坏とほぼ同じく、坏部内外面がタテやヨコ方向のミガキ、ヘラ

ナデ、脚部外面はタテ方向のミガキである。

器台Ａ類 鉢と器台を結合したような形態をもついわゆる「結合器台」である。北陸地方に系

譜がたどれる。非日常的な祭祀に伴う土器と考えられている。

調整は受部・脚部外面はタテ方向のミガキ、脚部外面には前段階のハケメ調整が残

る。脚部内面は指でナデ調整をしている。脚部裾部は欠失している。

器台Ｂ類 「八」の字状に開く脚部をもつもの。受部に対して脚部高の割合が高いもの。受部

の形状で細分する。

Ｂ１類 内彎する小さな受部をもつもの。受部から脚部への貫通孔をもつもの（Ｂ１ａ）と
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もたないもの（Ｂ１ｂ）がみられる。調整は受部外面はヨコ方向のミガキ、脚部外面

はタテ方向のミガキである。

Ｂ２類 内彎して口縁端部が外折するもの。

Ｂ３類 口縁部と底部との境に、稜をもつもの。受部外面は不定方向のミガキ、脚部外面は

タテ方向のミガキである。赤彩の施されているものもある。

貫通孔をもつもの（Ｂ３ａ）と、もたないもの（Ｂ３ｂ）がみられる。

Ｂ４類 浅い皿形で受け口状のもの。受部から脚部への貫通孔をもつ。調整は受部内外面・

脚部外面にタテ方向のミガキが施されている。なかには、暗文風に、入念にミガキの

施されているものもある。

Ｂ５類 内彎しながら外方に伸びる受部をもつもの。全体に器壁の厚いことに特徴がある。

受部から脚部への貫通孔をもつ。不定方向のミガキで調整され、１次調整のハケメが

残るものも見受けられる。

Ｂ６類 内彎しながら外方に伸びる受部をもち、「Ｘ字形」を呈するもの。

器台Ｃ類 無頸の鉢に台が付いたようなもので、厚手のものである。

器台Ｄ類 脚部がやや内彎して開くもの。

器台Ｅ類 Ｂ類に較べ脚裾部の広がりの小さいもの。

器台Ｆ類 脚部上部が筒状にすぼまり、下部は外反して開くもの。

器台Ｇ類 脚部が台形状に開くもの。厚手で小型の精製器種とは様相が異なる。

器台Ｈ類 異形器台。炉形器台とも称されるものである。厚手で受部端部は丸みをもち、受部

から脚部への貫通孔をもつものである。関東地方に類例が多くみられる。

高坏形土器（第１２６図）

脚部の形態差でＡ～Ｆ類に大別する。坏部・脚部の形状や坏部と脚部の相関関係でさらに細

分する。調整は坏部内外面がタテやヨコ方向のミガキ、ヘラナデ、脚部外面はタテ方向のミガ

キである。

高坏Ａ類 「八」の字状に開く脚部をもつもの。畿内系ないし東海系土器の影響が考えられる。

坏部の形態でさらに細別する。

Ａ１類 内彎しながら大きく開く椀形の坏部をもつ。県内では下槇遺跡に類例がみられる。

河川跡から１点のみの出土である。

Ａ２類 坏部底面が平らなもの。口縁部形状は不明である。

Ａ３類 口縁と底部の境が稜をなして屈曲し、内彎しながら外上方に開く坏部をもつ。脚部

中位に円窓を４個穿つ。

Ａ４類 口縁部が屈曲して立ち上がり外反するもの。口縁端部は面をつくる。

高坏Ｂ類 脚部上半が柱状で、下半が「八」の字状に開くもの。

Ｂ１類 脚部上半が柱状中空を呈し、脚部下半が外反しながら開くもの。口縁と底部の境が

稜をなして屈曲し内彎しながら外傾してのびる坏部をもつ。円窓を３個穿つ。

Ｂ２類 脚部上半が柱状中実を呈し、脚部下半が外反しながら開くもの。坏部の底面が平坦

で、口縁と底部の境が稜をなして屈曲する。

Ⅲ 高擶南遺跡
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高坏Ｃ類 脚上部が柱状中空で、脚下部が屈曲して外反しながら開くもの。坏部は口縁と底部

の境が稜をなして屈曲し大きく外傾し、口縁端部は内折する。坏部高が脚部高のほぼ

２分の１である。

高坏Ｄ類 脚部柱状部の上半が中実で、下半が中空のもの。脚下部は、屈曲して外反しながら

「ハ」の字状に開くとおもわれる。坏部の形状は不明である。

高坏Ｅ類 脚上部が柱状中実のもの。坏部と脚部の高さの比により細分する。Ｅ１～Ｅ３にか

けて、坏部高の脚部高に対する割合が大きくなる。

Ｅ１類 坏部高：脚部高がほぼ１：２であるもの。脚部下部は屈曲して内彎しながら外方に

のびる。坏部は口縁と底部の境が稜をなして屈曲する。

Ｅ２類 坏部高：脚部高がほぼ１：１～２であるもの。坏部高が脚部高の２分の１以上のも

のである。脚下部は屈曲して外反しながら「ハ」の字状に開く。坏部は大きく外傾し

口縁と底部の境が稜をなして屈曲する。脚部外面にハケメの痕跡を残す。

Ｅ３類 坏部高と脚部高がほぼ等しいもの。脚下部が屈曲して外反しながら「ハ」の字状に

開く。

口縁と底部の境が稜をなして屈曲し、坏部が大きく外傾するもの（Ｅ３ａ）と、明

瞭に段をもち、内彎しながら外上方に開く坏部をもつもの（Ｅ３ｂ）がある。

高坏Ｆ類 脚部が中膨らみの円錐状で、脚裾部の開きが大きいもの。高坏形土器の中でも新し

い様相を持つ。ＳＧ２５２から１点のみの出土である。

壺形土器（第１２６・１２７・１２８図）

口縁部の形態により分類する。壺は口縁部の形態の違いで二重口縁壺と単純口縁壺に大きく

分けられる。ここでは二重口縁壺に含まれる有段口縁壺（壺Ａ）と折り返し口縁壺（壺Ｂ）、

単純口縁壺（壺Ｃ）に大別する。さらに口縁部や体部の形態差で細分をした。法量の扱いは甕

形土器と同じである。調整は、口縁部内外面がヨコナデ、ミガキ、体部外面はハケ目の後、ミ

ガキ、内面はヘラナデ、ハケ目を施しているものが多い。

壺Ａ類 有段口縁のもの。

Ａ１類 有段口縁を加飾したもの。東海系のパレス壺の影響が考えられる。

棒状浮文と円形浮文で装飾したもの（Ａ１ａ）と、口縁下端部に刻目のみられるも

の（Ａ１ｂ）がある。

Ａ２類 有段口縁を加飾しないもの。

口縁内面の段が明瞭に作り出されたもの（Ａ２ａ）と、内面の段が簡略化し、痕跡

的になってきたもの（Ａ２ｂ）、内面に段が見られないもの（Ａ２ｃ）がある。

壺Ｂ類 折り返し口縁のもの。

Ｂ１類 折り返し口縁を加飾したもの。棒状浮文で装飾し、頸部に刻目をもつ突帯を巡らせ

ている。

Ｂ２類 折り返し口縁を加飾していないもの。

一般的な壺形のもの（Ｂ２ａ）と、広口壺の系譜を引くと考えられるもの（Ｂ２ｂ）

がある。
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壺Ｃ類 単純口縁のもの。

Ｃ１類 口縁部が外反し口縁端部を丸くおさめるもの。

体部が丸みをもつもの（Ｃ１ａ）と、体部がやや長胴のもの（Ｃ１ｂ）がある。

Ｃ２類 口縁部が外反し口縁端部に面をもつもの。

頚部で屈曲し、外反するもの（Ｃ２ａ）、口縁内面に木口による刺突をしたもの（Ｃ

２ｂ）、口頸部が直立し、口縁部にかけて外反するもの（Ｃ２ｃ）がある。

Ｃ３類 口縁部が外傾し、頚部に突帯が巡るもの。

Ｃ４類 口縁部が直立するもの。

Ｃ５類 口縁部が内彎するもの。

頚部で屈曲し、内彎するもの（Ｃ５ａ）と、頚部が直立し、口縁にかけて内彎する

もの（Ｃ５ｂ）がある。

壺Ｄ類 直口の壺である。

Ｄ１類 長頸の口縁部をもつもの。頚部で屈曲し、わずかに内彎しながら大きく開く。

Ｄ２類 短頸の口縁部をもつもの。

頚部のしまりが比較的強いもの（Ｄ２ａ）としまりの弱いもの（Ｄ２ｂ）がある。

Ｄ１類とは、器高に占める口縁部の高さの割合が低く、頚部のしまりも弱いものであ

ることで識別される。

壺Ｅ類 小形の壺で口縁部が短いもの。

口縁部が外反するもの（Ｅ１）と、口縁部が内彎するもの（Ｅ２）、口縁部が直立す

るもの（Ｅ３）がある。

壺Ｆ類 小形品より小さく、ミニチュア土器といわれるものである。

甕形土器（第１２９・１３０図）

分類は、おもに口縁部断面形態によりＡ～Ｆに大別し、体部形態からさらに細別した。

法量は器高により、大形品（４０�前後）中形品（２５�前後）小形品（１５�前後）がある。出

土点数の内訳は中形品、小形品の順に多く、大形品はごくわずかである。調整は口縁部内外面

がヨコナデ、体部外面はハケ目、内面はヘラナデ、ハケ目が施されているものが多い。

甕Ａ類 口縁部が有段で大きく外反するもの。北陸地方に通有にみられる壺形土器の口縁に類

似するが、頸部のしまりの弱いこと、外面に煤の付着の顕著なことから甕に分類した。

体部は倒卵形で最大径を中程より上にもつ。外面の口縁部はヨコナデ、体部はハケメ

のあとヨコナデで調整する。

甕Ｂ類 口縁部が単純口縁で大きく外反するもの。

甕Ｃ類 口縁部が「く」の字状もしくは「コ」の字状を呈するもの。北陸北東部の「千種型甕」、

「能登甕」などとよばれるものに近似する。

口縁部の微細な形状、体部形態により細分する。

Ｃ１類 口縁部が外反して口縁端部を上方につまみ上げて面を作り出すもの。

体部が倒卵形で最大径を中程より上にもつもの（Ｃ１ａ）、体部がやや長く、最大

径を中程にもつもの（Ｃ１ｂ）、体部が丸みをもつもの（Ｃ１ｃ）などがある。

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

Ｃ２類 口縁部が外反して口縁端部に面を作り出すが、上方につまみ上げられないもの。

体部が倒卵形で、最大径を中程より上にもつもの（Ｃ２ａ）、体部がやや長く最大

径を中にもつもの（Ｃ２ｂ）、体部が球形に近い丸みをもつもの（Ｃ２ｃ）がある。

Ｃ３類 口縁部が外反して、口縁端部が丸くおさまるもの。

体部の最大径を中程よりやや上にもつもの（Ｃ３ａ）、体部がやや長く、最大径を

中程にもつもの（Ｃ３ｂ）、体部が丸みをもつもの（Ｃ３ｃ）がある。

Ｃ４類 口縁部が外傾して、口縁端部が丸くおさまるもの。

体部の最大径を、中程よりやや上にもつもの（Ｃ４ａ）、体部がやや長く、最大径

を中程にもつもの（Ｃ４ｂ）、体部が丸みをもつもの（Ｃ４ｃ）がある。

甕Ｄ類 口縁部の断面がいわゆる「Ｓ字状」をなすもの。東海地方の系譜に連なるものと考え

られるが、東海地方のものと比較するとかなり変形している。

甕Ｅ類 脚台をもつもの。甕Ｄ類の台部と考えられる。

台部外面はハケメのあとナデ消している。内面は砂混じりの土を補充し、なでつけて

いる。

甕Ｆ類 Ａ～Ｄの概念より外れるもの。

Ｆ１類 口縁径が器高とほぼ同じか、超えるもの。体部最大径を中程より上にもつ。

口縁部が外反するもの（Ｆ１ａ）と、内彎するもの（Ｆ１ｂ）がある。

Ｆ２類 口縁径が器高とほぼ同じか、超えるもの。体部が丸みをもつもの。

Ｆ３類 口縁径が器高を超えるもの。体部の膨らみが少ないもの。

Ｆ４類 口縁径が器高を超えるもの。体部が底部にかけてすぼまり、尖底のもの。

Ｆ５類 手捏ねで全体に稚拙な作りのもの。輪積み痕が顕著に残る。

小型土器（第１２６図）

手捏成形によるもので、壺形、高坏形、鉢形などの形態がある。

蓋（第１２６図）

主に鉢や壺の蓋に用いられたものである。

わずかに内彎する体部をもつ。頂部の形態は不明である。一点のみの出土である。

高擶南遺跡からは、古墳時代前期のものと考えられる住居跡が２５棟検出されている。出土遺

物も古墳時代前期に比定されるものである。包含層・河川跡出土を含めて分類を行ったために

土器の様相に時間的な幅をもつ結果となった。ここでは、竪穴住居出土の土器群を「新潟シン

ポジウム編年」（１９９３）に対比し、概ね２期に分けて述べることにする。

１期 ＳＴ９・ＳＴ２０５・ＳＴ２０９・ＳＴ２１２出土の土器が相当する。

壺はＣ１ａ、Ｃ１ｂ、Ｄ１、Ｄ２ｂ類、甕はＢ３ａ、Ｃ３ａ、Ｃ４ｃ、Ｃ５ｂ類が認められ

る。Ｃ類は北陸北東部（能登）に系譜がもとめられる、所謂「く」の字口縁甕で、口縁端部を

丸くおさめるものである。

器台はＢ４類がある。鉢はＡ２ａ、Ｂ１、Ｋ２類で大形のものである。高坏はＡ１・Ａ３、
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Ａ１ Ａ２ａ

Ｂ１

Ｂ１

Ｃ１

Ｄ２

Ｄ

Ｄ２

Ｄ１

Ｅ Ｅ Ｆ１ Ｆ２

Ｇ２ｂＧ２ａＧ１ｂＧ１ａＧ１ａ

Ｈ
Ｈ

Ｉ１ Ｉ２ Ｉ３ Ｉ４ Ｉ５

Ｃ２

Ｂ１

Ｂ２

Ａ２ｂ

鉢

第１２４図 土師器分類図（１）
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Ｊ Ｊ Ｊ

Ｋ２Ｋ１

Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３ Ｌ４

Ｍ２ Ｍ３
Ｍ１

Ａ Ｂ１ａ Ｂ１ｂ Ｂ２ Ｂ３ａ Ｂ３ｂ

ＥＤ
ＣＢ６

Ｂ５Ｂ４

Ｆ Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｌ４ Ｌ５

Ｊ

器台

Ⅲ 高擶南遺跡

第１２５図 土師器分類図（２）
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Ａ１

Ａ１ａ Ａ１ａ Ａ１ｂ

Ｂ１

Ｅ１

小型土器

壺

蓋

高杯

Ｅ２

Ｅ３ａ Ｅ３ｂ
Ｆ

Ｂ２

Ｃ

Ｃ Ｄ Ｄ

Ａ３

Ａ４

Ａ２

第１２６図 土師器分類図（３）
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Ａ２ａ
Ａ２ａ

Ａ２ｃ

Ａ２ｃ

Ｂ２ｂ

Ｂ２ａＢ１

Ａ２ｂ

Ａ２ａ

Ⅲ 高擶南遺跡

第１２７図 土師器分類図（４）
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Ｃ１ａ Ｃ１ａ Ｃ１ａ

Ｃ１ｂ
Ｃ２ａ

Ｃ２ｂ

Ｃ２ｃ

Ｃ５ｂＣ５ａＣ４Ｃ３

Ｄ１ Ｄ１ Ｄ１

Ｄ２ａ

Ｄ２ｂ

Ｆ

Ｅ３
Ｅ２

Ｅ２Ｅ２Ｅ１

第１２８図 土師器分類図（５）
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Ａ Ａ Ｂ

Ｃ１ｃＣ１ｂ
Ｃ１ａ

Ｃ２ａ

Ｃ２ａ

Ｃ２ｂ Ｃ２ｃ

Ｃ３ｂ Ｃ３ｃＣ３ａ

Ｃ３ａ

甕

Ⅲ 高擶南遺跡

第１２９図 土師器分類図（６）
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Ｃ４ａ Ｃ４ａ Ｃ４ｂ

Ｄ Ｄ Ｄ

ＥＥ

Ｆ１ａ

Ｆ１ａ

Ｆ１ｂ Ｆ２ Ｆ２

Ｆ５

Ｆ４Ｆ３Ｆ３

Ｃ４ｃ

第１３０図 土師器分類図（７）
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Ⅲ 高擶南遺跡

表１ 土師器組成表（１）
甕 壺 高坏

Ａ Ｂ Ｃ
１

Ｃ
１
ａ

Ｃ
１
ｂ

Ｃ
１
ｃ

Ｃ
２

Ｃ
２
ａ

Ｃ
２
ｂ

Ｃ
２
ｃ

Ｃ
３

Ｃ
３
ａ

Ｃ
３
ｂ

Ｃ
３
ｃ

Ｃ
４

Ｃ
４
ａ

Ｃ
４
ｂ

Ｃ
４
ｃ
Ｄ Ｅ

Ｆ
１
ａ

Ｆ
１
ｂ

Ｆ
２
Ｆ
３
Ｆ
４
Ｆ
５

Ａ
１
ａ

Ａ
１
ｂ

Ａ
２
ａ

Ａ
２
ｂ

Ａ
２
ｃ

Ｂ
１

Ｂ
２
ａ

Ｂ
２
ｂ

Ｃ
１
ａ

Ｃ
１
ｂ

Ｃ
２
ａ

Ｃ
２
ｂ

Ｃ
２
ｃ

Ｃ
３
Ｃ
４

Ｃ
５
ａ

Ｃ
５
ｂ

Ｄ
１

Ｄ
２
ａ

Ｄ
２
ｂ

Ｅ
１
Ｅ
２
Ｅ
３ Ｆ Ａ

１
Ａ
２
Ａ
３
Ａ
４
Ｂ
１
Ｂ
２ Ｃ Ｄ Ｅ

ST１ ○ ○

ST２ ○ ○

ST３ ○ ○

ST４

ST５

ST６

ST７ ○ ○ ○ ○

ST８ ○ ○ ○ ○

ST９ ○

ST１０

ST１２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ST１４

ST１５ ○ ○

ST２０１ ○ ○ ○

ST２０２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ST２０４ ○ ○ ○ ○ ○

ST２０５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ST２０６ ○ ○ ○

ST２０８ ○ ○ ○

ST２０９ ○ ○ ○

ST２１０ ○ ○ ○

ST２１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ST２１２ ○ ○ ○ ○ ○

SK２４ ○

SK２６

SK２７

SK２８

SK３１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SK３２ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SK３３

SK２５８ ○ ○ ○ ○ ○

SK２７８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SK３０４ ○

SK３１８

SK３３７

SK３４０ ○

SK３４８ ○

SD２６０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SD２６１ ○ ○ ○

SD２６２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SD３４４ ○

SX２７３ ○ ○

SG１１４ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SG２５２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

包含層 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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Ⅲ 高擶南遺跡

表２ 土師器組成表（２）
高坏 器台 鉢 小

型
土
器

蓋Ｅ
１
Ｅ
２

Ｅ
３
ａ

Ｅ
３
ｂ
Ｆ Ａ Ｂ

Ｂ
１
ａ

Ｂ
１
ｂ

Ｂ
２

Ｂ
３
ａ

Ｂ
３
ｂ

Ｂ
４
Ｂ
５
Ｂ
６ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ａ

１

Ａ
２
ａ

Ａ
２
ｂ

Ｂ
１
Ｂ
２ Ｃ Ｃ

１
Ｃ
２ Ｄ Ｄ

１
Ｄ
２ Ｅ Ｆ

１
Ｆ
２

Ｇ
１
ａ

Ｇ
１
ｂ

Ｇ
２
ａ

Ｇ
２
ｂ
Ｈ Ｉ
１
Ｉ
２
Ｉ
３
Ｉ
４
Ｉ
５ Ｊ Ｋ Ｋ

１
Ｋ
２ Ｌ Ｌ

１
Ｌ
２
Ｌ
３
Ｌ
４
Ｌ
５
Ｍ
１
Ｍ
２
Ｍ
３

ST１

ST２ ○

ST３ ○ ○

ST４ ○

ST５ ○

ST６

ST７ ○ ○ ○ ○ ○

ST８ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ST９

ST１０ ○ ○

ST１２ ○ ○

ST１４ ○

ST１５

ST２０１ ○ ○ ○ ○

ST２０２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ST２０４

ST２０５ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ST２０６ ○

ST２０８ ○ ○ ○ ○

ST２０９

ST２１０ ○

ST２１１ ○ ○ ○ ○

ST２１２ ○ ○ ○

SK２４ ○ ○ ○

SK２６

SK２７ ○

SK２８ ○

SK３１ ○ ○ ○ ○ ○

SK３２ ○ ○

SK３３

SK２５８ ○ ○

SK２７８ ○ ○ ○ ○ ○

SK３０４

SK３１８

SK３３７ ○ ○

SK３４０ ○

SK３４８

SD２６０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SD２６１ ○ ○ ○ ○

SD２６２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SD３４４ ○

SX２７３

SG１１４ ○ ○ ○

SG２５２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

包含層 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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研磨穿孔仕上げ

Ⅲ 高擶南遺跡

第１３１図 管玉製作工程図

Ａ４類で、脚部が円錐台状のものである。これらは、東海地方の元屋敷土器に系譜がもとめら

れるもので、東日本に定着をみている。Ａ３類はＳＴ９床面からの１点のみの出土である。

古墳時代前期において、高坏の坏部は椀形から扁平化し、脚部は内彎から内反、柱状化の変

遷が認められている。

２期 ＳＴ７・ＳＴ１５・ＳＴ２０１・ＳＴ２０２・ＳＴ２１０・ＳＴ２１１出土の土器が相当する。

壺は、Ａ１ａ、Ａ２ａ、Ａ２ｂ、Ｂ１、Ｂ２ａ、Ｂ２ｂ、Ｃ１ａ類が認められる。Ａ１ａ類

は有段口縁を棒状浮文や円形浮文で加飾したもので、東海系の系譜がうかがえるものである。

Ｂ２ｂ類は広口壺の系譜を引くと考えられるもので、関東地方にその系譜がうかがえるもので

ある。有段口縁で頚部に隆帯を巡らす壺Ｂ１類は漆町編年では７～８期、辻編年ではⅡ期に確

認例が多いとされ、浮文で加飾したものは漆町編年では７～８期、辻編年ではⅡ－１～Ⅲ－２

期に比定されている。

甕はＢ２ａ、Ｃ１ａ、Ｃ１ｂ、Ｃ２ｃ、Ｃ４ｂ、Ｃ４ｃ、Ｄ２ａ、Ｄ２ｂ、Ｅ１、Ｆ１ａ、

Ｆ２類とバラエティーに富んでいる。Ｃ類は、北陸北東部に系譜がもとめられる所謂「く」の

字口縁甕で、Ｃ１ａ、Ｃ１ｂ、Ｃ２ｃは口縁端部に面をもつ。

器台は、Ａ、Ｂ３ｂ、Ｂ４、Ｈ１類が認められ、Ａ類は装飾器台で北陸地方に系譜がたどれ

るものである。Ｈ１類は、関東地方に特に多く分布する異形器台であり、炉形器台とも呼称さ

れているものである。Ｂ３ｂ、Ｂ４類は浅い坏部をもつ所謂幾内系の小型器台である。

鉢はＥ２、Ｆ１、Ｇ２ａ、Ｇ２ｂ、Ｊ、Ｌ１、Ｌ３、Ｌ４類が認められる。Ｌ類は小型精製
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土器の小型丸底土器である。

高坏はＣ、Ｅ１、Ｅ２、Ｅ３類が認められる。Ｃ類は脚部が棒状中空・Ｅ類は棒状中実化し

たものであるが、ＳＴ２１１竪穴住居跡からは両者が共伴して出土している。ＳＴ２０２竪穴住居跡

からは、精製品を中心として、多様な器種の土器が出土している。

これらを「新潟シンポジウム編年」に対比するならば、１期は同編年の７期段階を中心とし

た時期に位置づけられる。ＳＴ９竪穴住居跡は、脚部が円錐台状の高坏Ａ３類の出土がみられ

ることから、この中でも古い様相をもつものである。２期は同編年の８～９期段階を中心とし

た時期と考えられる。１期・２期は４世紀初頭から中葉に位置づけられるものである。

６ 管玉の製作工程

今回の調査では、住居跡内の床面及び堆積土中、包含層などから管玉完成品３点、製作途中

の未成品７点、剥片２点、製作段階に生じた細片が出土した。製作に伴う用具は、砥石１点が

認められた。

古墳時代の管玉製作工程については、寺村光晴氏によれば、荒割→形割→調整（押圧剥離）

→研磨→穿孔→仕上げの６工程が認識されている。当遺跡の出土遺物には、母岩（石核）から

第１３２図 土師器調整痕凡例

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

剥片を作り出す荒割工程段階のもの（３１３・４３３）、荒割したものから角柱状の素材を作り出す

形割工程段階を経て、角柱状の側面に押圧剥離の細かな調整を加え四角柱に作り出された調整

段階のもの（２９・７１５・７１６・７１７・７１８）がみられる。さらに研磨して多角柱を作り出す過程に

おいて欠けたものが（７１４）である。

研磨は、長軸に対して平行に施され、側面が多角柱状に作り出された素材に穿孔される。

（７１３）は穿孔が斜めに施され、その後の仕上げの全面研磨において側面に孔が貫通してしまっ

たものである。多角柱状の外面を全面研磨して仕上げた完成品として（３３５・３７１・３７２）がみ

られる。これらは上下両端から穿孔され、中央付近で貫通している。砥石（７０）は研磨行程の

段階に使用したものである。

作り出された管玉は、細形管玉の範疇に入るものであり、材質は玻璃質流紋岩や泥岩を使用

している。

古墳時代前期後半以降～中期にかけて、全国的に北陸産の緑色凝灰岩や流紋岩が流通する。

グリーン・タフを形成する新第三紀の諸累層は、山形盆地をとりまく丘陵および山地地域にも

厚く形成されており、石材の採取は可能と考えられる。管玉の製作技法からは、出土土器と同

様に北陸地方及び新潟県の日本海沿岸から攻玉の技術の導入がなされたことが考えられ、古墳

時代前期における当地方との交流が窺えるものである。

これらの未成品、剥片、製作段階に生じた細片などの出土から、本遺跡は管玉の生産遺跡で

あることが考えられる。今回の調査範囲からは、生産遺跡としての工房跡は確認されなかった

が、さらに南西に延びる遺跡範囲に、種々の要素が存在する可能性が指摘できよう。消費地の

検討は今後の課題である。

７ 調整技法凡例

土器の記述や観察表に表した調整の技法に関連して、本報告で使用した用語の概念を凡例と

して次に述べる。（第１３２図，写真図版２１）

ケズリ いわゆる従来の「ヘラケズリ」であり、ヘラ状の工具によって粘土を削り取ったも

ので、実測図には削平幅とその方向を矢印で表現した。器面の粘土を削り取ることによって、

器厚を調節することを目的とする。器種を問わずみられるが、体部下半に多く施される。

ハケメ 板片を工具ととして用いていると考えられる。甕・壺・鉢の体部にみられ、余分な

粘土の移動を行うことにより、器厚の均一化、器壁の平滑化などを図っているものと考えられ

る。また、条痕による表面積の増大などの効果も得られると推量される。

甕や鉢の底部内面、高坏・器台の脚部内面などには、明らかに器面の粘土のカキとりを目的

として調整をおこなっているものも見られる。

工具幅は認められるが、条痕が明瞭でないものも見られる。これは、工具の角度や力の入れ

方など、作業の状況によって生じ得るものとも推量される。

このように、同じ板状工具を用いて様々な機能を果たしていることが観察されるが、ここで

は、条痕が観察されるものを一括してハケメとして表記する。

ヘラナデ 板片を工具としていると考えられ、工具幅の内側に細かい擦痕を伴うことが多い。

内面調整に多用されることが多く、ハケメに比べて、より平滑化に力点を置いているものと推
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量される。甕・壺・鉢の内面、高坏・器台の脚部内面などに最終的な器面調整として用いられ

る。実測図には、工具幅とその軌跡のみを表現した。

ヨコナデ 微細な平行線が認められるもので、指・布・皮などを工具としたと考えられる。

すべての器種にみられ、口縁部や高坏・器台の脚部下半に施される。最終的に器面をなでて仕

上げる手法。

ナデ ナデ調整とされるもので、指頭あるいは布・皮などを用いたと考えられるが、具体的

な道具は推定しがたい。器面の凹凸はほとんど見られないため、実測図には表現しない。

ミガキ いわゆる「ヘラミガキ」で、ヘラ状工具で器面の粘土を押しつけて緻密にし、光沢

仕上げをする方法である。一般に数ミリから１�内外の幅を持つものが多いが、細線を暗文風

に施したものもある。すべての器種にみられるが、とくに壺外面や精製土器には多用される。

指頭圧痕 いわゆる「指オサエ」で、調整というよりはむしろ成型作業上の一行為である。

押捺により、粘土紐接合面を密着させて器壁を締め、平滑にする。甕・壺・鉢などの内面に多

く用いられる。いわゆる手捏土器などの成形手法でもある。また、丸底の鉢の底部内面には、

指頭でナデつけた圧痕が放射状に施されるものもある。ここでは、指オサエやナデつけなどを、

指頭圧痕として一括した。

８ 調査のまとめ

高擶南遺跡の発掘調査は、山形県警察本部による山形県総合交通安全センター（仮称）の建

設事業に伴って、２次にわたって実施されたものである。調査の成果について以下にまとめて

みたい。

１． 高擶南遺跡は、立谷川を挟んで山形市に隣接する天童市の南端部に所在し、立谷川と村

山高瀬川によって形成された複合扇状地である立谷川扇状地の前緑帯に立地する遺跡であ

ることがわかった。

２． 高擶南遺跡の１次調査と２次調査で検出された遺構は、竪穴住居跡、土坑、溝跡、畝状

遺構、河川跡などがあり、時期的には、いずれも古墳時代前期に属するものであることが

わかった。

３． 第１次調査では、１４棟の竪穴住居跡、７基の土坑のほか、畝状遺構、河川跡などが検出

され、土師器や土玉などの土製品、砥石や管玉などの石製品が出土した。

４． 第２次調査では、１１棟の竪穴住居跡、９基の土坑、５条の溝跡のほか、畝状遺構、性格

不明遺構、河川跡などが検出され、土師器や土玉、紡錘車などの土製品、農具や紡織具な

どの木製品、砥石や管玉などの石製品が出土した。また、遺構検出面の下から弥生時代後

期の土器が出土し、生活の痕跡が認められないことから、当該集落が営まれる以前に、何

らかの状況で投棄されたものであることがわかった。

５． 第１次調査の成果から、遺構は遺跡の東半部に集中し、西半部は、泥炭が露頭する低湿

地であることがわかった。また第２次調査の成果から、集落は河川跡によって東を画され

ているであろうことが推察できた。総じて当該集落は、立谷川の自然堤防上の微高地に立

地し、河川によって東を画され、集落の中心部は第２次調査区の西に求められるであろう

Ⅲ 高擶南遺跡
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Ⅲ 高擶南遺跡

ことが推量される。

６． 第１次、第２次の調査を通して、管玉に関わる遺物が多く出土し、製作途中の未成品や

管玉を研磨したと考えられる砥石などもあることから、工房跡こそ検出できなかったが、

玉作を行っていた集落であることが考えられる。また織具の部品や紡錘車の出土、鍬など

の農具、祭祀に用いたと考えられる刀形木製品、それに管玉関係遺物などから、米作りを

主体にしながらも、玉作や紡織を行っていた当該集落のくらしのようすが推察される。

７． 出土した土師器には、北陸地方の特徴を残すものや東海・関東地方の特徴を残すものが

みられるほか、かなり地域色の濃いものもみられる。北陸地方や関東地方の特徴を残すこ

とについては、当該遺跡の土器群が、この地に到るまでに辿った道程を示唆しているので

はないかと考えられる。

北陸系の文化と関東系の文化が出遇うことについては、『古事記』の「四道将軍」派遣

に係る「相津」説話が、実に示唆に富んでいると思われる。『古事記』には「……またこ
おお び こ こ し たけぬなかわわけ

の御世に、大毘古の命を高志の道に遣わし、その子健沼河別の命を東の方十二道に遣して、
こと む やわ めい

そのまつろはぬ人どもを言向け和さしめたまひ、……かれ大毘古の命は、命のまにまに、
まか

高志の國に罷り行でましき。ここに東の方より遣わしし健沼河別、その父大毘古と共に、
あい づ あ そ こ

相津に往き遇ひき。かれ其地を相津といふ。……」と見える。

『日本書紀』には、「相津」に係る話はないが、四道将軍の派遣については、崇神天皇

１０年９月のこととしており、大毘古は大彦、健沼河別は武渟川別と表記されている。

少し乱暴な言い方をすれば、北陸方面と関東方面の土器が途中の地域色を吸収しながら、

北上して会津（相津）で出遇い、檜原峠や大峠、白布峠など吾妻連峰の鞍部を経て、内陸

路により当該地に到るルートが想起されるのではないだろうか。これについては、向後の

資料の増加によって解明される時期を俟ちたい。

引用・参考文献

石川県立埋蔵文化財センター １９８６『漆町遺跡１』
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日本考古学協会新潟大会実行委員会 １９９３ 新潟大会シンポジウム２『東日本における古墳出現過程の再検討』

奈良国立文化財研究所 １９９３『木器集成図録 近畿原始篇』
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Ⅲ 高擶南遺跡

表３ 竪穴住居跡観察表

遺構番号 位置 平面形 主軸方向 規模（�） 深さ
（�）

長辺
方向

ピット
貯蔵穴

炉 柱穴
出土遺物

（主なもの）
備考

ＳＴ１ １７３・３９２～
１７７・３９４

方形 Ｎ－４１－Ｗ （３．６）×（２．１） ３２ 不明 不明 不明 不明 土師器（壺２、甕１） 焼失家屋

ＳＴ２ １６７・３９３～
１７３・３９７

長方形 Ｎ－２９－Ｗ ３．４×４．７ １２ 東西 不明 地床炉 なし 土師器（蓋１、壺１、
甕３） 焼失家屋

ＳＴ３ １６８・３９１～
１７２・３９３

方形 Ｎ－５－Ｗ （３．３）×３．４ １６ 南北 不明 地床炉 なし 土師器（鉢２、壺１、
甕９） 焼失家屋

ＳＴ４ １６５・３９０～
１６８・３９２ 方形 Ｎ－１３－Ｗ （２．４）×（２．２） ２０ 不明 不明 不明 なし

土師器（高坏１、鉢
２、壺２、甕２）管
玉１

焼失家屋

ＳＴ５ １６３・３８９～
１６６・３９１ 方形 Ｎ－３４．５－Ｗ （２．４）×（２．１） １２ 不明 不明 不明 なし 土師器（高坏１、鉢

１、壺１）

ＳＴ６ １４３・３８４～
１４５・３８６

正方形 Ｎ－１－Ｗ ２．５×２．４ １２ 南北 ピット３ 地床炉 なし 土師器（鉢１、甕１）

ＳＴ７ １３６・３８４～
１４３・３８８

方形 Ｎ－１３－Ｗ （４．５）×５．２ ２４ 不明 不明 地床炉 （２）
土師器（器台１、鉢
２、壺４、甕９）土
玉２

焼失家屋

ＳＴ８ １２４・３７８～
１３２・３８２ 方形 Ｎ－４１．５－Ｅ （５．１）×５．４ ２０ 不明 不明 地床炉 なし

土師器（器台４、高
坏１、鉢２、甕２）
砥石１

焼失家屋

ＳＴ９ １２０・３７９～
１２６・３８２ 方形 Ｎ－２１－Ｅ （４．３）×６．１ ８ 不明 不明 地床炉 なし 土師器（高坏１）

ＳＴ１０ １１５・３７７～
１２１・３８１ 方形 Ｎ－４４－Ｅ （４．２）×５．７ ２８ 不明 不明 不明 なし 土師器（器台１、甕

３）砥石１

ＳＴ１１ １１８・３７５～
１２２・３７７ 方形 Ｎ－３８－Ｅ （１．２）×（４．４） ２０ 不明 不明 不明 不明 なし

ＳＴ１２ １１２・３７４～
１１７・３７９ 正方形 Ｎ－１２．５－Ｗ ３．８×４ ３２ 東西 不明 地床炉 なし 土師器（器台１、鉢

３、壺５、甕５） 焼失家屋

ＳＴ１４ １０９・３７７～
１１１・３７８ 方形 Ｎ－４９－Ｗ （２．４）×（１．５） ２８ 不明 不明 不明 不明 土師器（鉢１）

ＳＴ１５ １０６・３７１～
１１１・３７４ 方形 Ｎ－２６．５－Ｗ （１）×５．２ ２８ 不明 貯蔵穴１ 不明 不明 土師器（高坏２、壺

１、甕４）

ＳＴ２０１ １７４・３８４～
１８０・３９０ 方形 Ｎ－１６．５－Ｅ （３．９）×５ ２５ 不明 なし 地床炉 なし

土師器（器台１、高
坏４、鉢３、壺２、
甕５、小型土器１）

焼失家屋

ＳＴ２０２ １７４・３５３～
１８１・３６０ 方形 Ｎ－１３．５－Ｗ ５．７５×６．２ ２２ 東西 貯蔵穴１

ピット３ なし ４

土師器（器台６、高
坏３、鉢７、壺１９、
甕１１）土玉１、砥石
１

焼失家屋

ＳＴ２０４ １８９・３５１～
１９２・３５４ 正方形 Ｎ－１２．５－Ｗ ２．５×２．６ ２ 東西 なし 地床炉 なし 土師器（高坏１、壺

１、甕６） 焼失家屋

ＳＴ２０５ １６９・３６２～
１７３・３６８ 長方形 Ｎ－３．５－Ｅ ５．１５×４．４ ３ 南北 なし 地床炉 なし

土師器（器台２、高
坏１、鉢５、壺１０、
甕７）

焼失家屋

ＳＴ２０６ １７０・３７０～
１８３・３７３ 正方形 Ｎ－１２．５－Ｗ ２．８５×２．７５ ６ 南北 貯蔵穴１ なし なし 土師器（鉢１、壺６） 焼失家屋

ＳＴ２０８ １６２・３８１～
１６９・３８６ 擬正方形 Ｎ－３９－Ｅ ４．８×４．５ ２５ 南北 土坑１

ピット２ 地床炉 なし
土師器（器台３、鉢
１、壺２、小型土器
１）

焼失家屋

ＳＴ２０９ １９５・３７０～
２０１・３７６ 正方形 Ｎ－１８．２５－Ｗ ４．５５×４．４ ８ 南北 なし 地床炉 なし 土師器（壺４、甕２） 焼失家屋

ＳＴ２１０ １９０・３８０～
１９５・３８５ 正方形 Ｎ－３６．５－Ｗ ３．７×３．９ ４ 東西 なし 地床炉 なし 土師器（鉢１、壺４） 焼失家屋

ＳＴ２１１ １９３・３８３～
２００・３９０ 正方形 Ｎ－２６．５－Ｅ ５．５×５．３５ ２５ 南北 貯蔵穴１

ピット２ 地床炉 ４
土師器（器台２、高
坏５、鉢４、壺６、
甕４）管玉原石１

ＳＴ２１２ １７７・３７７～
１８２・３８２ 擬正方形 Ｎ－１４．５－Ｅ ４．５×４．２ ７ 南北 ピット２ 地床炉 なし

土師器（器台２、鉢
３、壺４、甕３）土
製紡錘車１、管玉１

焼失家屋

ＳＴ２１３ １６９・３５９～
１７１・３６２ 長方形 Ｎ－６－Ｅ １．９×２．３ ０ 東西 なし 地床炉 なし なし 焼失家屋
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表４ 土坑観察表

表５ 溝跡観察表

遺構番号 位置 平面形
規模（�） 深さ

（�）
出土遺物

（主なもの） 備考
長軸 短軸

ＳＫ２４ １４６・３８４～
１４８・３８５ 不整形 １７８ １５８ ４５ 土師器（鉢２、小型土器１、壺１、甕１）

ＳＫ２６ １５１・３８７～
１５２・３８８ 楕円形 １５５ ８３ １４ 土師器（壺１、甕１）

ＳＫ２７ １５３・３８８～
１５４・３８８ 不整形 １８０ ７５ ２７ 土師器（鉢１、甕１） ＳＫ２６を切る

ＳＫ２８ １４９・３８８～
１５０・３８９ 不整形 ９０ ６８ １２ 土師器（器台１）

ＳＫ３１ １１７・３７７～
１１９・３７８ 隅丸方形 １９８ １１０ ６０ 土師器（器台３、高坏１、鉢３、壺３、甕１５）

ＳＫ３２ １４５・３８７～
１４７・３８７ 不整形 １７５ １８５ ６４ 土師器（鉢４、壺３、甕４）

ＳＫ３３ １２３・３７７～
１２３・７７８ 楕円形 １７５ １１７ １８ 土師器細片

ＳＫ２５３ １９９・３４４～
２０１・３４４ 不整形 ７０ ６１ ２６ 土師器（壺１）

ＳＫ２５５ １８９・３７０～
１９０・３７１ 不整形 １３６ ９３ １２ 土師器細片 ＳＤ２６０を切る

ＳＫ２５８ １７２・３６６～
１７４・３６５ 不整形 ２２８ ８９ ３４ 土師器（器台２、高坏１、鉢２、壺２、甕９）

ＳＫ２７８ １７８・３７９～
１７９・３８１ 不整形 ３２８ １３７ ６２ 土師器（器台６、鉢２、壺４、甕６）

石製品（管玉２）

ＳＫ３０４ １６５・３７３～
１６５・３７４ 不整形 ９０ ８８ １８ 土師器（壺１）

ＳＫ３１８ １８６・３６３～
１８８・３６５ 不整形 ２３１ ２０４ ２２ 土師器細片 ＳＤ２６０を切る

ＳＫ３３７ １８９・３８４～
１９０・３８６ 不整形 １３０ ９０ ２３ 土師器（器台２）

ＳＫ３４０ １９３・３６３～
１９５・３６２ 方形 １２６ １０８ １４ 土師器（鉢１、壺３、甕２）

ＳＫ３４８ ２０７・３８１ 円形 ５２ ４８ １９ 土師器（甕１）

遺構番号 位置 長さ
（�）

幅（�） 深さ
（�）

出土遺物
（主なもの） 備考

最長幅 最短幅

ＳＤ２６０
１７０・３４５～
２０８・３９２ ６３ ２１０ ９０ ４３．５ 土師器（器台１１、高坏５、鉢６、壺１５、甕１４）

石製品（剥片１） ＳＴ２０２に切られる

ＳＤ２６１
１７８・３６６～
１８２・３７６ １０．４ １６０ ６０ ４５ 土師器（器台２、高坏３、壺４、甕１１）

ＳＤ２６２
１６４・３７５～
１６９・３８３ ８．８ ９５ ４５ ２２．５ 土師器（器台６、高坏３、鉢８、壺８、甕１９）

ＳＤ３１９
１７９・３６１～
１８２・３６３ ９．３ ２５ １５ ６ なし 円形周溝

長さは外径を表す

ＳＤ３４４
１９８・３６８～
２０２・３６７ ４．５ ７０ ５０ ８ 土師器（鉢１、壺１、甕１）

１５０



表６ 木製品観察表

Ⅲ 高擶南遺跡

図版 写真図版 器 種 名
法量（�）

木取り等 樹 種 ＲＷ№ 備考
全長 幅 厚さ

５８２ １６ 農具 耕起具 直柄横鍬 ２３１ ２５０ ４４ 柾目 ブナ科コナラ属
コナラ亜属クヌギ節 ２０４５

５８３ １６ 農具 耕起具 一木平鋤か （３５２）（１１５） ２０ 板目 スギ科スギ属スギ ２１６３ スリット状の部分は欠損部

５８４ １６ 農具 収穫具 竪杵 （４２６） １０４ （３２） 芯持ち削り出し ブナ科コナラ属
コナラ亜属コナラ節 ２１５９ 端部欠損

５８５ １６ 容器 刳物 槽 （３７３）（１２０） （５２） 割材削り出し スギ科スギ属スギ １９７９

５８６ １６ 容器 刳物 槽 （３８６） （５８） ２５ 割材削り出し スギ科スギ属スギ ２０９４ 木釘痕

５８７ １６ 容器 刳物 台付盤 （１９９） ９９ ３８ 割材削り出し トチノキ科トチノキ属
トチノキ ２１５１

５８８ １６ 用途不明品 板状具 その他 ２４３ （６１） ８ 柾目 ヒノキ科アスナロ属 ２１６０ 木釘痕

５８９ １６ 用途不明品 板状具 その他 （１６５）（１０７） １４ 柾目 スギ科スギ属スギ ２１６２ 樺皮とじ・くさび付き・木釘痕

５９０ １６ 容器 刳物 槽 （１９９） ９９ ３８ 割材削り出し スギ科スギ属スギ ２１２７

５９１ １７ 用途不明品 枠組木製品 （４５３）（４６２） （４６） 枠木 割材削り出し
横木 柾目

縦枠 カツラ科カツラ属カツラ
横桟 スギ科スギ属スギ ２０７０

５９２ １７ 建築部材 梯子 （１，３５３） １７１ ４９ 割材削り出し ヤナギ科ヤナギ属 ２０７１

５９３ １７ 用途不明品 枠組木製品か （５３９） ４１５ １２ 柾目 スギ科スギ属スギ ２０７０ �付

５９４ １７ 用途不明品 枠組木製品 ５４２ ４２ １６ 柾目 スギ科スギ属スギ ２０７０ �付 端部欠損

５９５ 用途不明品 枠組木製品 ４３６ ４０ １６ 柾目 スギ科スギ属スギ ２０７０ ５９１に含む

５９６ 用途不明品 枠組木製品 ３８０ ３７ １６ 柾目 スギ科スギ属スギ ２０７０ ５９１に含む

５９７ １７ 用途不明品 枠組木製品か （５２８） ４２ １１ 柾目 スギ科スギ属スギ ２０７０ 穿孔１ 両端欠損

５９８ １７ 用途不明品 板状具 有孔板 （５１） ４２ １１ 板目 ヒノキ科アスナロ属 ２０１７ 穿孔１ 両端欠損 端部�

５９９ １７ 用途不明品 枠組木製品か （３７２） ３８ ７ 柾目 スギ科スギ属スギ ２０７０ �付 端部欠損

６００ １８ 祭祀具 形代 刀形 （４８７） ２１ １０ 柾目 ヒノキ科アスナロ属 ２１５６

６０１ １８ 用途不明品 板状具 有孔板 ４７７ ８６ １４ 割材削り出し スギ科スギ属スギ ２０９５ 穿孔２

６０２ １８ 用途不明品 棒状具 先尖棒 （５５０） （１８） （２３） 割材削り出し スギ科スギ属スギ ２０３８ 端部欠損

６０３ １８ 用途不明品 棒状具 先尖棒 （５３０） １５ １２ 割材削り出し スギ科スギ属スギ ２０１９ 端部欠損

６０４ １８ 用途不明品 板状具 先尖棒 （３０６） １９ ４ 板目 スギ科スギ属スギ ２０８７ 片面浅く緩やかな丸みに刳る

６０５ １８ 用途不明品 棒状具 先尖棒 （１４９） ２０ １１ 割材削り出し スギ科スギ属スギ

６０６ １８ 用途不明品 棒状具 先尖棒 ２９１ ２０ ２０ 割材削り出し スギ科スギ属スギ ２０８９ 両端欠損

６０７ １８ 用途不明品 棒状具 （１８３） １６ ９ 割材削り出し スギ科スギ属スギ ２３０７ 両端欠損

６０８ １８ 用途不明品 棒状具 先尖棒 （２８６） １８ １８ 割材削り出し スギ科スギ属スギ

６０９ １８ 用途不明品 棒状具 その他 （１２６） １３ １９ 柾目 スギ科スギ属スギ ２０９０ 両端欠損

６１０ １８ 用途不明品 棒状具 先尖棒 （１５０） ３３ ２７ 割材削り出し モクセイ科トネリコ属 ２０９３ 先端他面多段削り尖らせる

６１１ １８ 用途不明品 板状具 その他 ２０２ ３４ ９ 柾目 スギ科スギ属スギ ２０７２

６１２ １８ 用途不明品 棒状具 その他 １１０ ３３ ２０ 柾目 スギ科スギ属スギ ２０７０

６１３ １８ 用途不明品 棒状具 その他 ２１５ ２５ １５ 柾目 スギ科スギ属スギ ２３０８ 両端欠損 樺皮とじ

６１４ １８ 用途不明品 棒状具 有頭棒 （３３０） ３６ ２８ 丸太材 カバノキ科ハンノキ属 ２０１６ 樹皮残る

６１５ 用途不明品 棒状具 （１５１） ３２ ２９ 丸太材 カバノキ科ハンノキ属 ２０２５ 両端欠損 先端多面に削り出し 樹皮残る

６１６ １８ 紡織具 織機 経（布）巻具 （２４８） ２６ １７ 割材削り出し ヒノキ科クロベ属クロベ ２１６７ 端部欠損

６１７ １８ 用途不明品 その他 １７０ ６１ （３３） 割材削り出し ブナ科コナラ属
コナラ亜属コナラ節 ２１５７ ソケットか

６１８ １８ 用途不明品 その他 （１８７）（１０８） ４５ 割材削り出し クロウメモドキ科
ケンポナシ科ケンポナシ ２１５２ 片側側面を刃状に削り出している

６１９ １８ 用途不明品 板状具 その他 （６１６） ４９ １６ 割材削り出し スギ科スギ属スギ １９７８ 両端欠損

６２０ １９ 用途不明品 棒状具 その他 １，０６５ １０５ ６５ 割材削り出し ニレ科ニレ属 ２１５４ 建築部材か

６２１ １９ 用途不明品 棒状具 先尖棒 （８１０） ４５ ３８ 割材削り出し モクセイ科トネリコ属 ２１４２ 端部他面に削り出し尖らせる 他端欠損

６２２ １９ 用途不明品 棒状具 その他 （５５６） ６９ ３９ 割材削り出し クルミ科クルミ属オニグルミ ２０８６ 両端欠損

６２３ １９ 用途不明品 棒状具 先尖棒 （５１５） ４７ ４８ 割材削り出し クワ科クワ属 １９７７ 両端焼け痕

６２４ １９ 用途不明品 棒状具 その他 （４７９） ３７ ２３ 割材削り出し スギ科スギ属スギ 端部尖らせる

６２５ １９ 用途不明品 棒状具 その他 （１３８） １００ ６３ 芯持ち削り出し カバノキ科ハンノキ属 ２３０９ 両端切断痕

６２６ １９ 用途不明品 板状具 その他 ８７２ １６２ ５４ 割材削り出し ニレ科ケヤキ属ケヤキ ２１５５ 建築部材か

１５１



Ⅲ 高擶南遺跡

表７ 土師器観察表（１）

図版 写真
図版

出土
地点

登録
番号 器種

計測値（�） 胎
土

焼
成

色
調

調 整 技 法 分
類 備 考

口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）
外面

体部（脚部）
外面

口縁部（坏部・受部）
内面

体部（脚部）
内面

６ １ ３９ 包含層 甕 ― ― （３５） 細 普 赤褐色 Ｄ Ｓ字口縁
内外面摩滅

２ ＳＴ１ 壺 ― ― （７４） 粗 堅 暗褐色 ハケメ→ミガキ ハケメ・ヘラナデ

３ ３９ ＳＴ１ ２１５ 甕 ― ― （５２） 細 普 赤褐色 ハケメ Ｅ 台付甕

４ ＳＴ１ 壺 （１４７） ― （５３） 粗 普 暗褐色 ヘラナデ Ｂａ 内外面摩滅

９ ５ ＳＴ２ 蓋 １１４ ― （３１） 粗 堅 褐色 ナデ ハケメ 内外面赤彩

６ ＳＴ２ ２１６ 甕 ― ５５ （２４） 細 普 褐色 ヘラナデ Ｂ２ａ 内外面摩滅

７ ＳＴ２ 甕 ― ６５ （３３） 粗 普 赤褐色 内外面摩滅

８ ＳＴ２ 甕 １９８ ― （３３） 粗 普 褐色 ヨコナデ ハケメ

９ ＳＴ２ 壺 ― ― （３７） 細 普 褐色 ヘラナデ

１０ ＳＴ３ 甕 ― ― （３６） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ→ヨコナデ 内外面摩滅

１１ ＳＴ３ 甕 ― ― （２８） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ→ヨコナデ

１２ ＳＴ３ 鉢 ― ― （２８） 細 普 白褐色 ヘラナデ ヘラナデ ハケメ Ｅ

１３ ＳＴ３ 鉢 （１１１）（２４） （６６） 細 普 白褐色 ミガキ ミガキ Ｌ５ 内外面赤彩

１４ ＳＴ３ 壺 ― ― （４９） 緻 普 白褐色 ミガキ

１５ ＳＴ３ 甕 ― （３６） （１２） 粗 普 褐色

１６ ＳＴ３ 甕 ― （３４） （１６） 粗 普 暗褐色 ハケメ

１７ ＳＴ３ 甕 ― （４８） （１７） 細 普 赤褐色 外面摩滅
内面炭化物付着

１８ ＳＴ３ 甕 （１９６） ― （２８） 細 普 褐色 Ｃ１ 内外面摩滅

１９ ＳＴ３ 甕 ― （５５） （２４） 細 普 褐色 ヘラナデ

２０ ＳＴ３ 甕 ― （４０） （１５） 粗 普 褐色 ハケメ

２１ ＳＴ３ 甕 （１７６） ― （２５） 粗 普 褐色 ヨコナデ ハケメ→ヨコナデ

２２ ＳＴ４ 鉢 （１１１） ― （４１） 緻 普 褐色 ヨコナデ・ミガキ ヨコナデ・ミガキ Ｆ２

２３ ＳＴ４ 壺 ― ― （３７） 細 普 褐色 ハケメ ヘラナデ 外面摩滅

２４ ＳＴ４ 甕 （１６４） ― （２８） 細 普 褐色 ヨコナデ

２５ ＳＴ４ 鉢 ― ― （３２） 細 普 褐色

２６ ＳＴ４ 高坏 ― ― （４２） 細 普 褐色 ミガキ

２７ ＳＴ４ 壺 ― ― （３５） 細 普 褐色 ハケメ・ミガキ 内外面摩滅

２８ ＳＴ４ 甕 ― ３０ （１９） 粗 普 赤褐色 ハケメ

３０ ＳＴ５ 高坏 ― ― （４５） 緻 普 赤褐色 ミガキ 内外面摩滅

３１ ＳＴ５ 鉢 ― （１４） （１１） 細 普 褐色 ヘラナデ ヘラナデ Ｌ

３２ ＳＴ５ 壺 ― ― （２６） 細 普 白褐色 ミガキ ミガキ

１０ ３３ ＳＴ６ 鉢 ― ― （２３） 細 普 暗褐色 Ｌ 内外面摩滅

３４ ＳＴ６ 甕 ― （６４） （３０） 粗 普 暗褐色 ハケメ

１１ ３５ ２４ ＳＴ７ ２５ 鉢 （１１３）（３０） ６０ 粗 普 褐色 ナデ ナデ Ｌ３

３６ ＳＴ７ 壺 （１２９） ― （４９） 細 普 褐色 ハケメ→ミガキ ミガキ Ｂ２ａ

３７ ＳＴ７ ３ 甕 ― ― （２４） 粗 普 赤褐色 ヘラナデ ナデ Ｅ３ 台付甕脚部

３８ ２３ ＳＴ７ １６ 鉢 （１５６） ３１ ６８ 粗 普 褐色 ハケメ→ナデ ナデ ナデ ナデ Ｇ２ａ ＳＫ３１出土土器と接合

３９ ＳＴ７ 壺 ― ― （４６） 細 普 白褐色 ミガキ 内面摩滅

１２ ４０ ３４ ＳＴ７ ２２ 壺 ８３ ４０ １３４ 粗 脆弱 褐色 ハケメ→ミガキ Ｅ３ 内外面摩滅
口縁外面に赤彩痕残る

４１ ＳＴ７ ２ 壺 ― ― （５２） 緻 堅 褐色 ハケメ ヘラナデ 外面摩滅

４２ ＳＴ７ ８ 甕 ― （５６） （２０） 緻 堅 暗褐色 ハケメ

４３ ＳＴ７ 甕 ― （５６） （１６） 細 普 褐色 ヘラナデ

４４ ＳＴ７ 甕 ― （４８） （２２） 粗 普 暗褐色 ハケメ

４５ ＳＴ７ 甕 ― （６４） （２４） 細 普 赤褐色 ヘラナデ 外面摩滅

４６ ＳＴ７ １３ 甕 ― ８８ （２６） 粗 普 白褐色 輪台技法
内面剥離 外面摩滅

４９ ２６ ＳＴ７ ２１ 器台 ９２ ― （１０５） 細 堅 褐色 Ｈ１ 異形器台

５０ ３９ ＳＴ７ ２４ 鉢 ― ７０ （４４） 細 普 褐色 ナデ ナデ 台付鉢脚部

１５２



表８ 土師器観察表（２）

Ⅲ 高擶南遺跡

図版 写真
図版

出土
地点

登録
番号 器種

計測値（�） 胎
土

焼
成

色
調

調 整 技 法 分
類 備 考

口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）
外面

体部（脚部）
外面

口縁部（坏部・受部）
内面

体部（脚部）
内面

１２ ５１ ＳＴ７ 甕 （１９２） ― （７８） 粗 堅 褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ

１３ ５２ ＳＴ８ ５９ 器台 （８２） ― （５８） 細 普 白褐色 ヨコナデ ヘラナデ ヘラナデ Ｂ１ａ 円窓（２）��
調整粗い

５３ ２６ ＳＴ８ 器台 ― （１１０）（６３） 粗 普 暗褐色 Ｆ 円窓（３）��
外面摩滅

５４ ＳＴ８ ２９ 器台 ― ― （３２） 細 普 赤褐色 Ｂ 円窓（１）��
内外面摩滅

１４ ５５ ＳＴ８ ５７ 高坏 （１２４） ― （３０） 細 普 白褐色 ハケメ ヘラナデ 外面摩滅 内面輪積痕

５６ ＳＴ８ ５６ 鉢 （７０） ― （３０） 細 普 白褐色 ハケメ→ヨコナデ 内面摩滅

５７ ＳＴ８ ５８ 壺 （１４８） ― （５５） 細 普 白褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ 内面摩滅

５８ ＳＴ８ ５４ 壺 ― ― （９１） 細 普 褐色 ミガキ ヘラナデ 赤彩
（口縁内外面、体部外面）

５９ ＳＴ８ ― 壺 ― ― （４１） 細 普 褐色 ハケメ ハケメ Ｄ２ａ

６０ ＳＴ８ ― 器台 ― ― （２７） 細 普 褐色 ハケメ ハケメ Ｈ 異形器台脚部か
円窓（１）��

６１ ＳＴ８ ６２ 壺 ― ― （５２） 緻 堅 褐色 ミガキ ヨコナデ Ａ２ｂ 内外面赤彩

６２ ＳＴ８ ２７ 壺 ― ― （６５） 緻 普 褐色 ハケメ→ミガキ ハケメ 外面摩滅

６３ ＳＴ８ ― 壺 ― ― （９４） 粗 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ・ヘラナデ ハケメ ハケメ・ヘラナデ

６４ ＳＴ８ ３９ 壺 ― ― （６１） 細 普 白褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ ヘラナデ

６５ ＳＴ８ ２７ 壺 ― ８３ （５１） 緻 堅 暗褐色 ミガキ ハケメ

６６ ＳＴ８ 鉢 ― （４２） （１６） 細 堅 暗褐色 Ｂ１ 有孔鉢

６７ ＳＴ８ 壺 ― ３０ （１５） 粗 普 赤褐色

６８ ＳＴ８ 甕 ― （８２） （２３） 細 普 褐色 輪台技法

６９ ＳＴ８ ５７ 甕 （１６６） ― （３０） 粗 普 暗褐色 ハケメ ハケメ

１５ ７１ ２７ ＳＴ９ ９２ 高坏 ２３５ １５３ （１５４） 粗 堅 褐色 ヘラナデ ハケメ→ヘラナデ ヘラナデ ヨコナデ・ハケメ Ａ３ 円窓４ 内外面赤彩

１６ ７２ ２６ ＳＴ１０ 器台 ― （１３５）（６７） 細 普 褐色 ハケメ Ｈ 異形器台脚部か

７３ ＳＴ１０ ２１３ 甕 ― ６６ （１８） 粗 普 白褐色 輪台技法

７４ ＳＴ１０ ２１２ 甕 ― ８０ （１９） 粗 堅 暗褐色 ヘラナデ 底部外面籾圧痕

７５ ＳＴ１０ ２１１ 甕 ― ― （５４） 緻 堅 褐色 ハケメ ハケメ ハケメ→ヘラナデ ヘラナデ

１８ ７７ ３４ ＳＴ１２ １７９ 壺 １１５ ６１ １６９ 粗 脆弱 褐色 ハケメ ハケメ ハケメ Ｄ２ｂ

７８ ＳＴ１２ ７９ 壺 （１０１） ― （４７） 粗 普 褐色 ハケメ Ｂ２ａ 内外面摩滅

７９ ＳＴ１２ 壺 ― ― （３５） 緻 普 赤褐色 ミガキ ハケメ

８０ ＳＴ１２ 器台 ― ― （４２） 緻 堅 褐色 ミガキ ヘラナデ Ｂ 円窓（２）��

８１ ＳＴ１２ 鉢 （７８） ― （２０） 細 普 褐色 ヨコナデ・ミガキ ヘラナデ→ミガキ

８２ ２４ ＳＴ１２ ２０６ 鉢 ６８ ３１ ３０ 細 堅 褐色 ヨコナデ ケズリ ヨコナデ→ヘラナデ ヘラナデ Ｍ３

８３ ３３ ＳＴ１２ 壺 （１８４） ― （３７） 粗 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ Ｃ２ｂ 口縁内面木口圧痕

８４ ＳＴ１２ 壺 ― ― （４５） 細 普 褐色 ミガキ ハケメ

１９ ８５ ＳＴ１２ ７８ 鉢 （１３１） ― （２５） 細 普 褐色 Ｉ

８６ ＳＴ１２ ７９ 甕 ― ― （３６） 粗 普 暗褐色 ヨコナデ ヨコナデ

８７ ＳＴ１２ ７９ 甕 （１５６）（５２）（１５７） 粗 普 暗褐色 ハケメ ハケメ ハケメ ヘラナデ・ハケメ

８８ ３７ ＳＴ１２ １７９ 甕 １９２ ６３ ２０６ 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ Ｃ３ｃ 輪台技法 外面煤付着

８９ ＳＴ１２ ７７ 甕 （１４８） ― （６８） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ ヘラナデ 外面煤付着

９０ ＳＴ１２ 甕 ― （６０） （９１） 粗 普 褐色 ハケメ ハケメ

２０ ９１ ２３ ＳＴ１４ ２１９ 鉢 １２８ ３７ ６７ 細 脆弱 白褐色 ハケメ ヘラナデ Ｇ２ｂ 内外面摩滅

２１ ９２ ＳＴ１５ 高坏 ― （８２） （１７） 細 普 赤褐色 ヨコナデ ヨコナデ・ハケメ 内面赤彩痕
外面摩滅

９３ ＳＴ１５ 高坏 ― ― （３２） 細 普 褐色

９４ ＳＴ１５ 壺 ― ― （３０） 粗 普 褐色 ミガキ Ａ２ｂ 内面摩滅

９５ ＳＴ１５ 甕 ― ４１ （１５） 粗 普 褐色 ハケメ

９６ ＳＴ１５ 甕 （１０９） ― （２５） 細 普 白褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ

９７ ＳＴ１５ 甕 （１６８） ― （４１） 粗 普 赤褐色 ヨコナデ 内面摩滅

９８ ＳＴ１５ 甕 （１９０） ― （４４） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ 内面摩滅
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Ⅲ 高擶南遺跡

表９ 土師器観察表（３）

図版 写真
図版

出土
地点

登録
番号 器種

計測値（�） 胎
土

焼
成

色
調

調 整 技 法 分
類 備 考

口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）
外面

体部（脚部）
外面

口縁部（坏部・受部）
内面

体部（脚部）
内面

２２ ９９ ＳＫ２４ 鉢 ― ― （３７） 細 普 褐色 ヘラナデ ヘラナデ Ｌ５

１００ ４１ ＳＫ２４ ２６ 小型
土器 ２１ ３１ ３０ 細 堅 褐色 ナデ ヘラナデ ナデ ナデ 手捏成形

１０１ ＳＫ２４ 壺 （１１７） ― （４８） 細 普 赤褐色 ミガキ→ヨコナデ ハケメ ハケメ

１０２ ＳＫ２４ 甕 （１８２） ― （４３） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ

２３ １０３ ＳＫ２６ １４３ 甕 （１３９） （２９） 細 普 褐色 ヨコナデ ヨコナデ

１０４ ＳＫ２６ １４３ 鉢 （１０９） ― （４５） 細 普 赤褐色 ミガキ 外面摩滅

１０５ ＳＫ２７ １４４ 鉢 ― ６４ （３８） 粗 普 白褐色 ハケメ ハケメ ハケメ ハケメ Ｍ１

１０６ ＳＫ２６ １４３ 壺 ― （７４）（３０３） 粗 普 赤褐色 ハケメ ヘラナデ 内外面摩滅

２４ １０７ ２６ ＳＫ２８ 器台 ― （１１０）（６４） 細 普 赤褐色 ミガキ ナデ Ｅ 円窓（２）��
内面摩滅

２６ １０８ ２５ ＳＫ３１ １２７ 器台 ９０ （１２０） ９７ 細 堅 褐色 ミガキ ミガキ ヨコナデ・ナデ Ｂ１ｂ 円窓３

１０９ ＳＫ３１ 器台 ― ― （５２） 緻 堅 褐色 ミガキ ハケメ Ｂ

１１０ ＳＫ３１ 高坏 ― １１１ （６４） 細 堅 白褐色 ミガキ ハケメ→ヨコナデ Ｂ２

１１１ ＳＫ３１ 器台 ― ― （４０） 緻 堅 褐色 ミガキ Ｂ１

１１２ ２２ ＳＫ３１ 鉢 １６３ ― ９８ 細 堅 白褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ｂ１

１１３ ＳＫ３１ 鉢 （１１７） ― （７５） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ｆ２

１１４ ２４ ＳＫ３１ １１２ 鉢 ９５ ２４ ６５ 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ヘラナデ ハケメ・ヘラナデ Ｌ３

１１５ ３４ ＳＫ３１ 壺 （１２４） ― （１０６） 緻 堅 褐色 ヨコナデ ハケメ→ミガキ ハケメ→ミガキ ヨコナデ・ミガキ ヘラナデ Ｄ２ａ

１１６ ２９ ＳＫ３１ 壺 １５６ ― （６０） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ Ａ１ｂ 口縁下端に刻目

１１７ ３９ ＳＫ３１ 甕 （２８１） ― （２８３） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ→ミガキ ヨコナデ・ミガキ ヘラナデ・ハケメ→ミガキ Ａ１ｂ

１１８ ＳＫ３１ 甕 （１４０） ― （５５） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ

１１９ ＳＫ３１ 甕 （１９０） ― （５２） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ

２７ １２０ ＳＫ３１ 甕 （１８６） ― （３６） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ→ヨコナデ

１２１ ＳＫ３１ 甕 １８０ ― ４０ 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ

１２２ ＳＫ３１ 甕 （２０１） ― （７３） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ 外面煤付着

１２３ ＳＫ３１ 甕 （１９２） ― （４１） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ

１２４ ３９ ＳＫ３１ 甕 １３６ ５８ １３２ 粗 普 暗褐色 ナデ・ハケメ ハケメ ハケメ ヘラナデ Ｆ１ｂ

１２５ ３７ ＳＫ３１ 甕 １５２ ― （１４７） 粗 普 暗褐色 ヨコナデ ハケメ・ケズリ ヘラナデ ヘラナデ Ｃ３ａ

１２６ ＳＫ３１ 甕 （１６８） ― （９４） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ・ハケメ

１２７ ３９ ＳＫ３１ 甕 １７９ （３１） １６９ 粗 堅 暗褐色 ヨコナデ ハケメ→ヘラナデ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ３ｃ 外面煤付着

１２８ ３７ ＳＫ３１ 甕 （１９７） ― ２４９ 粗 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ Ｃ３ａ

２８ １２９ ＳＫ３１ 甕 １６６ ― （１４５） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ３ｃ

１３０ ＳＫ３１ 甕 １９６ ― （９１） 細 普 褐色 ヨコナデ→ヘラナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ

１３１ ＳＫ３１ 甕 （１９０） ― （２１６） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ２ｂ

１３２ ３６ ＳＫ３１ 甕 １７８ ２８ １７４ 粗 普 褐色 ヨコナデ ハケメ・ケズリ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ２ｃ

３０ １３３ ＳＫ３２ 鉢 ― ― （３３） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ナデ Ｌ

１３４ ＳＫ３２ 鉢 （１５８） ― （５４） 緻 堅 褐色 ハケメ→ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ｅ

１３５ ＳＫ３２ 鉢 （１６８） ― （３０） 緻 堅 白褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ｅ

１３６ ＳＫ３２ 壺 （２２３） ― （３３） 粗 堅 暗褐色 ヨコナデ→ミガキ ミガキ Ａ２ａ

１３７ ＳＫ３２ 壺 （１３５） ― （３５） 細 普 褐色 ヨコナデ ヨコナデ Ａ２ｃ

１３８ ＳＫ３２ 壺 （１６０） ― （６２） 細 普 赤褐色 ハケメ ハケメ 内外面摩滅

１３９ ＳＫ３２ 甕 ― ６４ （３１） 細 普 白褐色 ハケメ 台付鉢か

１４０ ３５ ＳＫ３２ 甕 ２０７ ３４ ２５９ 粗 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ２ａ 外面煤付着
内面下半炭化物付着

１４１ ＳＫ３２ 甕 （１５２） ― （４０） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ Ｃ１

１４２ ＳＫ３２ 甕 （１５０） ― （６５） 細 堅 褐色 ヨコナデ ハケメ→ヘラナデ ハケメ→ヨコナデ ハケメ Ｆ３ 外面煤付着

１４３ ３６ ＳＫ３２ ５ 甕 ２００ （４０） ２７０ 細 普 白褐色 ヨコナデ→ハケメ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ・ハケメ Ｃ２ｃ

３３ １４４ ＳＧ１１４ ７ 器台 ８５ ― （４２） 粗 普 赤褐色 Ｂ１ａ 円窓（２）��
内外面摩滅

１４５ ＳＧ１１４ 高坏 ― ― （２４） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ 円窓（２）��
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表１０ 土師器観察表（４）

Ⅲ 高擶南遺跡

図版 写真
図版

出土
地点

登録
番号 器種

計測値（�） 胎
土

焼
成

色
調

調 整 技 法 分
類 備 考

口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）
外面

体部（脚部）
外面

口縁部（坏部・受部）
内面

体部（脚部）
内面

３３ １４６ ＳＧ１１４ 高坏 ― ― （１０５） 緻 堅 褐色 ミガキ ヘラナデ Ｅ２

１４７ ＳＧ１１４ ３ 鉢 （１２０） ― （６０） 細 普 褐色 ハケメ ハケメ ヘラナデ ヘラナデ Ｃ

１４８ ２４ ＳＧ１１４ １ 鉢 （１３９） ３２ ８８ 粗 堅 赤褐色 ハケメ→ヨコナデ ナデ・ハケメ ヘラナデ Ｉ５ 底部穿孔

１４９ ＳＧ１１４ １６ 壺 １８８ ― （４８） 細 普 褐色 ヨコナデ ヘラナデ Ａ２ｂ

１５０ ＳＧ１１４ １５ 壺 （１７６） ― （８１） 細 普 赤褐色 Ａ２ｂ 内外面摩滅

１５１ ＳＧ１１４ １０ 壺 ― （３０）（１１６） 細 堅 暗褐色 ヨコナデ・ミガキ ナデ・ヘラナデ・ハケメ

１５２ ＳＧ１１４ １７ 甕 ― ５５ （１１０） 細 普 褐色 ハケメ・ミガキ ハケメ・ミガキ

１５３ ＳＧ１１４ １２ 甕 （１６６） ２３ １８３ 粗 普 褐色 ヨコナデ ヘラナデ・ハケメ ヨコナデ・ヘラナデ ヘラナデ Ｃ３ａ

１５４ ＳＧ１１４ １１ 甕 ２２８ ― （７６） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ・ミガキ ハケメ Ｂ

３４ １５５ ＳＧ１１４ ９ 甕 （１８４） ― （５１） 細 普 白褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ

１５６ ＳＧ１１４ ３ 甕 ２１８ ― （１６８） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ→ミガキ ハケメ ヘラナデ・ハケメ Ｃ４ｃ

１５７ １４０ ＳＧ１１４ ３ 甕 １７３ ４０ １３５ 粗 普 白褐色 ヨコナデ ハケメ・ケズリ ヘラナデ ヘラナデ Ｆ２

３７ １５８ ＳＴ２０１ 高坏 ― （１２０）（２５） 緻 堅 褐色 ミガキ ヨコナデ・ヘラナデ

１５９ ＳＴ２０１ 鉢 （７０） ― （２７） 細 普 赤褐色 ヨコナデ ナデ・ヘラナデ ヨコナデ ヘラナデ Ｌ１

１６０ ＳＴ２０１ １４２５ 鉢 （９８） ― ５６ 緻 堅 暗褐色 ハケメ ハケメ→ミガキ ハケメ ミガキ Ｌ４

１６１ ＳＴ２０１ １４１５ 高坏 ― ― （２８） 緻 普 白褐色 内外面摩滅

１６２ ＳＴ２０１ 高坏 （１８７） ― （６５） 緻 普 赤褐色 ミガキ 外面摩滅

１６３ ＳＴ２０１ １４２６ 高坏 ― ― （１２０） 緻 普 褐色 ミガキ ヘラナデ Ｅ１

１６４ ＳＴ２０１ 高坏 ― （１３０）（３７） 緻 普 褐色 ハケメ Ｅ 内外面摩滅

１６５ ＳＴ２０１ 鉢 ― ― （３８） 緻 普 褐色 ヨコナデ ミガキ Ｅ 外面摩滅

１６６ ＳＴ２０１ 小型
土器 ― （２３） （２６） 緻 普 暗褐色 手捏成形

１６７ ＳＴ２０１ １４２４ 鉢 ― ４２ （３９） 粗 普 白褐色 ヘラナデ ヘラナデ Ｂ１

１６８ ＳＴ２０１ 壺 ― ― （３４） 細 堅 褐色 ヨコナデ ハケメ→ミガキ

１６９ ＳＴ２０１ 甕 （１５８） ― （５０） 細 堅 暗褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ・ハケメ

１７０ ＳＴ２０１ ７２７ 甕 （１８６） ― （３５） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ Ｃ２

１７１ ＳＴ２０１ 甕 ― ― （３３） 細 普 褐色 ヨコナデ ヨコナデ

１７２ ＳＴ２０１ ７５６ 甕 ― ― （３４） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヘラナデ・ハケメ

１７３ ＳＴ２０１ 壺 （１５４） ― （３２） 細 普 褐色 ヨコナデ ヨコナデ・ヘラナデ Ａ２ｃ

１７４ ＳＴ２０１ 甕 （１４８） ― （３３） 細 普 赤褐色 ハケメ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ２

１７５ ＳＴ２０１ ７５０ 甕 （１３８） ― （３８） 細 普 赤褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ Ｃ２

１７６ ＳＴ２０１ 甕 ― （７６） （２５） 粗 堅 暗褐色

１７７ ＳＴ２０１ ７２８ 壺 ― （５３） （２３） 細 普 赤褐色 ヘラナデ

４０ １７８ ２５ ＳＴ２０２ ２２６８ 器台 ７３ １２７ ７７ 細 堅 褐色 ヨコナデ ミガキ ヘラナデ Ｂ３ｂ 円窓３

１７９ ２６ ＳＴ２０２ １８１３ 器台 （９４） １１８ ９４ 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ヘラナデ Ｂ４ 円窓３

１８０ ２６ ＳＴ２０２ １８６５ 器台 ９７ １３３ ９１ 粗 堅 褐色 ミガキ ミガキ ヘラナデ Ｂ４ 円窓３

１８１ ＳＴ２０２ １８０７ 器台 ８８ ― （２１） 細 普 白褐色 ハケメ ハケメ Ｂ１ｂ 内外面摩滅

１８２ ＳＴ２０２ １４４４ 器台 ― ― （５５） 緻 普 褐色 円窓（３）��
内外面摩滅

１８３ ＳＴ２０２ １４７６ 高坏 ― １０９ （８５） 緻 堅 白褐色 ミガキ ヘラナデ→ヨコナデ Ｅ３ａ 外面摩滅

１８４ ＳＴ２０２ １８２０ 高坏 １６６ ― （６２） 緻 普 赤褐色 ミガキ ヨコナデ ミガキ 内外面摩滅

１８５ ＳＴ２０２ １８５９ 器台 ― （１７０）（１７） 緻 堅 白褐色 ミガキ→ヨコナデ ミガキ→ヨコナデ 内外面赤彩

１８６ ２４ ＳＴ２０２ １８１２ 鉢 ８７ １６ ６０ 粗 堅 褐色 ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ・ケズリ ヘラナデ→ヨコナデ ヘラナデ Ｌ１

１８７ ＳＴ２０２ １８０６ 鉢 （９６） ２６ （７６） 緻 堅 白褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ヘラナデ Ｌ２

１８８ ＳＴ２０２ １４５１ 鉢 （１８３） ― （６４） 細 普 白褐色 ハケメ ナデ・ヘラナデ ナデ Ｌ

１８９ ＳＴ２０２ １８５１ 鉢 （１３８） ― （４９） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ Ｋ２

１９０ ２４ ＳＴ２０２ １８０１ 鉢 １３１ ３８ ７４ 細 堅 赤褐色 ヨコナデ→ハケメ ヘラナデ・ハケメ ヨコナデ ヨコナデ Ｇ２ｂ

１９１ ２３ ＳＴ２０２ １７２６ 鉢 （１４４） ― （５７） 緻 普 褐色 Ｇ２ｂ 内外面摩滅

１９２ ＳＴ２０２ １７２７ 鉢 （１１５） ― （５８） 細 普 白褐色 ハケメ→ミガキ ハケメ→ミガキ ヘラナデ Ｌ４ 内面摩滅

１９３ ＳＴ２０２ ２２９２ 鉢 （１５９） ― （６８） 緻 堅 褐色 ヨコナデ・ミガキ ハケメ→ミガキ ミガキ ミガキ Ｆ１
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Ⅲ 高擶南遺跡

表１１ 土師器観察表（５）

図版 写真
図版

出土
地点

登録
番号 器種

計測値（�） 胎
土

焼
成

色
調

調 整 技 法 分
類 備 考

口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）
外面

体部（脚部）
外面

口縁部（坏部・受部）
内面

体部（脚部）
内面

４１ １９４ ３４ ＳＴ２０２ １８１４ 鉢 １２６ ４０ １１５ 細 普 赤褐色 ヨコナデ→ミガキ ミガキ・ケズリ ミガキ ヘラナデ Ｅ２

１９５ ３４ ＳＴ２０２ １４７３ 壺 １２１ ― （１２７） 緻 普 赤褐色 ヨコナデ・ミガキ ヨコナデ・ミガキ Ｄ２ｂ 内外面摩滅

１９６ ＳＴ２０２ １７６５ 壺 ― ― （１９） 細 普 赤褐色 ハケメ ヘラナデ

１９７ ＳＴ２０２ ２２６９ 壺 ― ４０ （５５） 細 普 褐色 ハケメ ナデ・ヘラナデ 異質の胎土

１９８ ＳＴ２０２ 壺 ― ― （７３） 緻 堅 白褐色 ミガキ ミガキ

１９９ ＳＴ２０２ ２２９７ 壺 （１２４） ― （８０） 緻 堅 白褐色 ハケメ→ミガキ ハケメ→ミガキ Ｄ２ａ

２００ ３４ ＳＴ２０２ １８０９ 壺 （１５２） ― （８５） 緻 堅 赤褐色 ハケメ→ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ｄ２ａ １次調整のハケメ残る

２０１ ３２ ＳＴ２０２ １８０５ 壺 １４１ ― （９６） 細 堅 褐色 ヨコナデ・ハケメ
→ミガキ ミガキ ヨコナデ・ミガキ ヘラナデ Ｃ１ａ 内面接合痕顕著

指頭圧痕

２０２ ２３ ＳＴ２０２ １８００ 鉢 １１３ ３０ ８８ 細 普 白褐色 ヨコナデ ミガキ ヨコナデ ヘラナデ Ｉ２ 内面指頭圧痕

２０３ ３４ ＳＴ２０２ １８０３ 甕 １１０ ― １２３ 粗 普 赤褐色 ヨコナデ ハケメ・ミガキ・ケズリ ヨコナデ ヘラナデ・ハケメ Ｅ１

２０４ ３２ ＳＴ２０２ １８２１ 壺 １４８ ７８ ２９７ 緻 堅 白褐色 ヨコナデ ハケメ→ミガキ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ１ａ

４２ ２０５ ２９ ＳＴ２０２ １８１５ 壺 １８９ ― （１０３） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ａ１ａ １９４の置き台として出土

２０６ ＳＴ２０２ １８１１ 甕 （１６７） ― （４２） 粗 普 暗褐色 ヘラナデ・ハケメ ヘラナデ・ハケメ

２０７ ＳＴ２０２ １８５８ 器台 （１４９） ― （６６） 粗 脆弱 褐色 ヨコナデ ハケメ 器台の脚部か

２０８ ＳＴ２０２ １７６６ 壺 ― ― （２４８） 細 普 赤褐色 ハケメ・ミガキ ヘラナデ・ハケメ

２０９ ３１ ＳＴ２０２ １８１７ 甕 ２３３ ８５ ３１５ 粗 普 赤褐色 ヘラナデ・ハケメ ハケメ ハケメ ハケメ Ｂ２ｂ 輪台技法

２１０ ＳＴ２０２ 壺 （１７０） ― （６０） 粗 普 赤褐色 ハケメ Ｂ２ａ 内外面摩滅

２１１ ＳＴ２０２ １８５２ 鉢 １２４ ― （２７） 緻 堅 褐色 ヨコナデ・ミガキ ミガキ ミガキ Ｉ

４３ ２１２ ３１ ＳＴ２０２ １８６１ 壺 １３９ ６８ ２８５ 細 堅 褐色 ヨコナデ・ハケメ ハケメ・ミガキ ハケメ→ヨコナデ ハケメ B２a

２１３ ４０ ＳＴ２０２ １８０８ 甕 １４８ （６０） １２９ 細 堅 褐色 ハケメ ハケメ→ヘラナデ ハケメ ハケメ Ｆ１ａ

２１４ ３５ ＳＴ２０２ １８０４ 甕 １３９ ５２ １４５ 細 普 赤褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ２ｃ

２１５ ４０ ＳＴ２０２ ２０８３ 甕 １５８ ― １３６ 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ・ケズリ ヘラナデ ヘラナデ Ｆ２

２１６ ＳＴ２０２ １４７７ 甕 （１５５） ― （３２） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ ハケメ

２１７ ＳＴ２０２ １４７６ 甕 （１５３） ― （２０） 細 普 暗褐色 ヨコナデ ヨコナデ

２１８ ＳＴ２０２ １８６３ 甕 ― ６８ （２７０） 細 普 赤褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ 外面剥落

４４ ２１９ ３８ ＳＴ２０２ １８１８ 甕 １９６ ６０ ２５２ 細 普 赤褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ４ｂ 内面摩滅

２２０ ３８ ＳＴ２０２ １８１６ 甕 （１５８） ５４ ２１４ 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ ヘラナデ Ｃ４ｃ 底部外面籾圧痕

２２１ ３５ ＳＴ２０２ １７６５ 甕 （１９９） ４５ ２６１ 細 普 赤褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ１ｂ

２２２ ３５ ＳＴ２０２ １８１９ 甕 １８０ ４１ ２６５ 粗 堅 暗褐色 ヨコナデ→ハケメ ハケメ・ケズリ ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ Ｃ１ａ

４５ ２２３ ＳＴ２０２ ２２６７ 甕 ２２４ ― （５３） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ ハケメ Ｃ４

４７ ２２６ ３４ ＳＴ２０４ １１２２ 壺 １１７ ３８ １３６ 粗 堅 褐色 ハケメ→ヘラナデ ヘラナデ ハケメ→ヘラナデ ヘラナデ Ｄ２ｂ

２２７ ３８ ＳＴ２０４ １１１８ 甕 （１３１）（５０） １２３ 細 普 白褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ヘラナデ ヘラナデ Ｃ４ａ 内外面摩滅

２２８ ＳＴ２０４ ２１７４ 鉢 （１２２） ― （６８） 細 普 赤褐色 ヨコナデ ヘラナデ ヘラナデ

２２９ ＳＴ２０４ １１２４ 甕 （１５６） ― （４７） 細 普 褐色 ヨコナデ・ハケメ ヘラナデ

２３０ ２７ ＳＴ２０４ １１２０ 高坏 １９０ ― （７４） 緻 普 赤褐色 Ａ４ 内外面摩滅

２３１ ３６ ＳＴ２０４ １１１９ 甕 １７４ ３３ ２２７ 粗 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ ナデ・ヘラナデ Ｃ２ｂ 外面煤付着
内面下半炭化物付着

２３２ ＳＴ２０４ １１２１ 甕 ― ６２ （１９７） 粗 普 暗褐色 ハケメ ハケメ

２３３ ＳＴ２０４ １１２２ 甕 １６８ ― ２０９ 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ・ケズリ ヘラナデ ヘラナデ Ｃ２ｂ 外面煤付着

４９ ２３４ ２６ ＳＴ２０５ １２１１ 器台 ７６ １１５ ７７ 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ヨコナデ ヨコナデ Ｂ４ 内外面赤彩

２３５ ２７ ＳＴ２０５ １２０８ 高坏 １６０ ― （６５） 緻 堅 赤褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ａ５

２３６ ２７ ＳＴ２０５ １８４１ 高坏 １９７ １１８ １３９ 細 普 赤褐色 ヨコナデ ミガキ ナデ・ヨコナデ・ハケメ Ｂ１ 円窓３ 坏部内面摩滅

２３７ ３３ ＳＴ２０５ １９５４ 壺 （１５７） ― （１５６） 緻 普 白褐色 ミガキ→ヨコナデ ミガキ ミガキ Ｄ１ 内外面摩滅

２３８ ＳＴ２０５ １９５７ 壺 （１１０） ― （１３４） 細 普 褐色 ヘラナデ ヘラナデ ヘラナデ ハケメ Ｄ２ｂ

２３９ ＳＴ２０５ ９８８ 鉢 １１３ ― （５０） 細 普 白褐色 ハケメ Ｌ５か 外面摩滅

２４０ ＳＴ２０５ １８２７ 壺 ― ５０ （３０） 細 普 褐色 ハケメ ヘラナデ

２４１ ２２ ＳＴ２０５ １８２３ 鉢 （３４０） ― （１５０） 細 堅 褐色 ハケメ→ヨコナデ・ヘラナデ ハケメ→ヘラナデ ハケメ→ヘラナデ ハケメ Ａ２ａ

２４２ ＳＴ２０５ １８３８ 鉢 ２０３ ２２ １３３ 細 普 褐色 ハケメ ハケメ ヘラナデ・ハケメ Ｂ１

２４３ ２４ ＳＴ２０５ ９７７ 鉢 （２４０） ― （１０１） 細 堅 赤褐色 ヨコナデ・ハケメ→ミガキ ミガキ ミガキ K２ 体部内外面摩滅
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表１２ 土師器観察表（６）

Ⅲ 高擶南遺跡

図版 写真
図版

出土
地点

登録
番号 器種

計測値（�） 胎
土

焼
成

色
調

調 整 技 法 分
類 備 考

口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）
外面

体部（脚部）
外面

口縁部（坏部・受部）
内面

体部（脚部）
内面

５０ ２４４ ＳＴ２０５ １８４２ 鉢 （１６４） ― （３３） 細 普 赤褐色 ハケメ ミガキ C

２４５ ＳＴ２０５ １２１８ 壺 １８８ ― （５３） 粗 堅 白褐色 ヨコナデ・ハケメ ヘラナデ C５b

２４６ ＳＴ２０５ １８３２ 壺 ― ７５ （１８５） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ

２４７ ３２ ＳＴ２０５ １２１０ 壺 １６６ ７１ ３４３ 粗 普 褐色 ヨコナデ ハケメ→ミガキ ヘラナデ ハケメ C１a

５１ ２４８ ３１ ＳＴ２０５ １８３１ 壺 １２２ ６９ ２３２ 細 普 白褐色 ヨコナデ ハケメ→ミガキ ヘラナデ ヘラナデ C１a 内外面摩滅

２４９ ＳＴ２０５ １８３０ 壺 （１５０）（６５）（３５５） 細 普 褐色 ハケメ ハケメ ヘラナデ ヘラナデ C１b

２５０ ＳＴ２０５ １９５０ 壺 （１２７） ７２ （３５７） 粗 普 白褐色 ハケメ→ヘラナデ ミガキ ハケメ ハケメ C１b

５２ ２５１ ２４ ＳＴ２０５ ９９５ 鉢 １２１ ３４ １０４ 細 普 赤褐色 ヘラナデ ヘラナデ・ハケメ L３ 内外面摩滅

２５２ ＳＴ２０５ １９５０ 甕 ― ― （２２） 細 普 白褐色 ハケメ→ヨコナデ D

２５３ ＳＴ２０５ １８３３ 甕 （１４８） ４３ （１４３） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ ハケメ

２５４ ＳＴ２０５ １８２４ 甕 （１８７） ― （６３） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ ハケメ

２５５ ＳＴ２０５ １８４０ 甕 １６１ ― （１３１） 細 普 褐色 ハケメ ハケメ ハケメ ハケメ C４

２５６ ＳＴ２０５ １８２４ 甕 （１８０） ― （１６５） 細 普 赤褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ C４

２５７ ３７ ＳＴ２０５ １８２８ 甕 １８７ ５７ ２４３ 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ ハケメ B３a 外面煤付着

２５８ ３８ ＳＴ２０５ １８２９ 甕 １６４ ６０ ２０３ 細 普 褐色 ヨコナデ→ハケメ ハケメ ハケメ ハケメ C４c

５４ ２５９ ＳＴ２０６ ８４７ 鉢 ― ２８ （２８） 細 普 白褐色 ミガキ L

２６０ ＳＴ２０６ ８３７ 鉢 （１４４） ― （４０） 細 普 褐色 ミガキ ミガキ 内外面摩滅

２６１ ＳＴ２０６ １１８３ 壺 ― ― （３５） 細 普 褐色 ミガキ

２６２ ＳＴ２０６ １６９８ 壺 （１８０） ― （２５） 粗 脆弱 褐色 ヘラナデ ヘラナデ B２a

２６３ ＳＴ２０６ ８３４ 壺 （１９３） ― （５２） 粗 普 褐色 ハケメ→ヘラナデ ハケメ B２a

２６４ ＳＴ２０６ １６９９ 壺 １０６ ― （６２） 粗 脆弱 暗褐色 ヘラナデ ミガキ B２a ２６４・２６５は同一個体

２６５ ＳＴ２０６ １７００ 壺 ― ８０ （４７） 粗 脆弱 暗褐色

２６６ ＳＴ２０６ 壺 ― （３０） （１９） 細 普 赤褐色

２６７ ＳＴ２０６ １６２２ 甕 ― ９０ （２４） 粗 普 暗褐色 内外面摩滅

２６８ ＳＴ２０６ １５１６ 壺 ― ７７ （３１８） 粗 脆弱 暗褐色 ハケメ ハケメ 外面摩滅

５６ ２６９ ２６ ＳＴ２０８ １５２１ 器台 （９８）（１３６） ９３ 細 普 褐色 ナデ ヨコナデ・ハケメ→ミガキ ヨコナデ ヨコナデ・ヘラナデ・ハケメ B５ 円窓なし

２７０ ＳＴ２０８ ７１５ 器台 ― １０１ （５４） 細 堅 褐色 ミガキ→ヨコナデ ヘラナデ E 円窓なし

２７１ ＳＴ２０８ １４４０ 鉢 ― ３３ （２２） 細 普 白褐色 ハケメ→ミガキ ミガキ L

２７２ ２４ ＳＴ２０８ １４３９ 鉢 ６３ １５ ４４ 細 普 褐色 ヨコナデ ナデ・ミガキ ヘラナデ ヘラナデ M３

２７３ ＳＴ２０８ １４３７ 高坏 （１５９） ― （３０） 緻 堅 暗褐色 ミガキ→ヨコナデ ミガキ

２７４ ＳＴ２０８ １５２４ 壺 （２００） ― （７５） 細 堅 暗褐色 ハケメ→ヨコナデ→ミガキ ヘラナデ→ヨコナデ・ミガキ A２b

２７５ ＳＴ２０８ 壺 （１９２） ― （５６） 細 普 白褐色 ヨコナデ・ミガキ ミガキ

５８ ２７６ ＳＴ２０９ ２１９５ 甕 （１２４） ― （５５） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ

２７７ ＳＴ２０９ ２１９３ 壺 （１１８） ― （４３） 粗 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ

２７８ ＳＴ２０９ ２１９７ 甕 （１２６） ― （４４） 粗 堅 暗褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ

２７９ ＳＴ２０９ ２１９９ 甕 ― ６２ （２５） 細 普 暗褐色 ハケメ ハケメ 底部木葉痕

２８０ ＳＴ２０９ ２１９２ 甕 （１６０） ― （１４０） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ ヘラナデ C４c

２８１ ＳＴ２０９ 甕 （２０６） ― （３８） 粗 普 褐色 ハケメ

２８２ ３２ ＳＴ２０９ ２１９１ 壺 １１４ ７２ ２９１ 細 普 白褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ→ヘラナデ ヨコナデ・ハケメ ハケメ C１b

６０ ２８３ ２３ ＳＴ２１０ １８７９ 鉢 （１５２） ― （８５） 細 普 白褐色 ハケメ ハケメ ハケメ ヘラナデ→ミガキ I３

２８４ ３４ ＳＴ２１０ １８８１ 壺 ９８ ４６ １３２ 細 普 赤褐色 ミガキ ヘラナデ E２ 口縁部内外面摩滅

２８５ ＳＴ２１０ １８８３ 鉢 ― ― （３４） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ

２８６ ＳＴ２１０ １９７３ 壺 （１８８） ― （５２） 粗 普 白褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ→ヘラナデ B２a

２８７ ＳＴ２１０ １１６２ 甕 （１７１） ― （４５） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ

２８８ ＳＴ２１０ １８７２ 甕 ― ６０ （２４） 細 普 白褐色 ヘラナデ 内面炭化物付着

２８９ ＳＴ２１０ １１６２ 壺 ― （７８） （２５） 細 普 赤褐色 ヘラナデ

２９０ ＳＴ２１０ １８８２ 壺 ― （９０） （２２） 細 普 褐色 ヘラナデ

２９１ ３０ ＳＴ２１０ １８７１ 壺 １８４ ７５ ３０ 細 堅 褐色 ハケメ・ミガキ ハケメ→ミガキ ハケメ→ミガキ ヘラナデ Ｂ１ 頚部突帯（木口刻目）
棒状浮文（２本１組を４ヵ所）
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Ⅲ 高擶南遺跡

表１３ 土師器観察表（７）

図版 写真
図版

出土
地点

登録
番号 器種

計測値（�） 胎
土

焼
成

色
調

調 整 技 法 分
類 備 考

口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）
外面

体部（脚部）
外面

口縁部（坏部・受部）
内面

体部（脚部）
内面

６３ ２９２ ２５ ＳＴ２１１ １８９８ 器台 １７１ ― （１４４） 緻 堅 白褐色 ヨコナデ ハケメ→ミガキ ヨコナデ 指頭ナデ→ハケメ→ヨコナデ Ａ 装飾器台

２９３ ２６ ＳＴ２１１ １８９３ 器台 ― （９４） （６５） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ→ヨコナデ・ハケメ Ｇ

２９４ ２７ ＳＴ２１１ １８９７ 高坏 １６３ １１５ １６７ 緻 堅 赤褐色 ヨコナデ ミガキ→ヨコナデ ヨコナデ ハケメ→ヨコナデ Ｃ

２９５ ＳＴ２１１ 高坏 （１９５） ― （３８） 緻 普 赤褐色 ハケメ ハケメ・ヨコナデ

２９６ ＳＴ２１１ 高坏 （１８４） ― （５６） 細 普 赤褐色 ヨコナデ ハケメ→ミガキ ヨコナデ ミガキ

２９７ ＳＴ２１１ １７８０ 高坏 ― （１２０）（１１４） 緻 普 白褐色 ミガキ ヨコナデ Ｅ

２９８ ＳＴ２１１ １７７９ 高坏 ― （１３４）（１０５） 緻 普 白褐色 ミガキ Ｅ 内外面摩滅

２９９ ＳＴ２１１ １９０７ 鉢 ― ３４ （２７） 粗 普 褐色 ヘラナデ Ｌ 内面摩滅

３００ ＳＴ２１１ １４１５ 鉢 ― １７ （４１） 細 普 褐色 ケズリ ナデ・ケズリ ハケメ ヘラナデ Ｌ

３０１ ２４ ＳＴ２１１ １７７８ 鉢 １１７ ２５ ７０ 細 堅 褐色 ハケメ→ヨコナデ ヨコナデ→ミガキ ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ Ｊ

３０２ ２４ ＳＴ２１１ １８９６ 鉢 １１６ ５０ ５１ 緻 堅 褐色 ヘラナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ Ｊ

３０３ ３０ ＳＴ２１１ １７８１ 壺 １９６ ― （２４０） 粗 堅 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ→ミガキ ハケメ→ヨコナデ ハケメ Ａ２ｂ

６４ ３０４ ＳＴ２１１ １７８３ 甕 ― ― （１５０） 細 堅 褐色 ハケメ ヘラナデ・ハケメ

３０５ ＳＴ２１１ １８９１ 壺 ― ― （３８２） 細 堅 褐色 ハケメ→ミガキ ヘラナデ・ハケメ

６５ ３０６ ＳＴ２１１ １８９１ 壺 ― ３６ （１４７） 細 普 褐色 ハケメ・ヘラナデ・ミガキ ハケメ

３０７ ＳＴ２１１ １９００ 甕 ― ４６ ５１ 細 堅 褐色 ヘラナデ・ハケメ ヘラナデ

３０８ ＳＴ２１１ １８９９ 壺 ― ７０ （３０９） 細 堅 褐色 ヨコナデ ハケメ→ミガキ・ケズリ ヨコナデ・ヘラナデ ヘラナデ・ハケメ

３０９ ３７ ＳＴ２１１ １９０８ 甕 １７９ ― （１７５） 粗 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ Ｃ３ｂ

３１０ ＳＴ２１１ １９０８ 甕 １８６ ― （１３０） 粗 普 褐色 ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ ハケメ Ｃ３

６６ ３１１ ４０ ＳＴ２１１ １９１４ 甕 （１１２） ３９ １４６ 細 普 暗褐色 ナデ ナデ・ヘラナデ ナデ ナデ・ヘラナデ・ハケメ Ｆ５

３１２ ＳＴ２１１ １７８４ 甕 １５２ ― （１４１） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ヨコナデ・ヘラナデ ヘラナデ Ｃ３ 外面煤付着

６８ ３１４ ＳＴ２１２ 器台 ― ― （２７） 細 普 褐色 Ｂ 内外面摩滅

３１５ ＳＴ２１２ 器台 ― ― （３４） 細 普 褐色 ミガキ ヘラナデ Ｂ 円窓３

３１６ ＳＴ２１２ 鉢 （９８） ― （４０） 細 堅 褐色 ミガキ ミガキ

３１７ ＳＴ２１２ 鉢 ― ― （３８） 細 普 褐色 Ｌ１

３１８ ＳＴ２１２ １３９１ 壺 １４３ ― （１９９） 細 普 白褐色 ハケメ→ヨコナデ→ミガキ ハケメ→ミガキ ヘラナデ ヘラナデ Ｃ１ｂ 体部内面摩滅

３１９ ＳＴ２１２ １５０７ 壺 ― ― （５５） 細 普 白褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ→ミガキ ヘラナデ

３２０ ＳＴ２１２ １４０２ 壺 （２８２） ― （５８） 粗 普 赤褐色 ハケメ→ミガキ ヨコナデ Ａ２ａ

３２１ ＳＴ２１２ 鉢 （１３０） ― （５８） 細 普 褐色 ヘラナデ・指頭オサエ ハケメ 指頭オサエ ヘラナデ Ｃ 体部内面弧状の沈線

３２２ ＳＴ２１２ １４９８ 壺 ― （８０） （９９） 細 普 赤褐色 ヘラナデ・ハケメ→ミガキ ヘラナデ

３２３ ＳＴ２１２ 甕 ― （４２） （２２） 粗 普 褐色

３２４ ＳＴ２１２ １５００ 甕 ― （５８） （２４） 細 普 褐色

３２５ ＳＴ２１２ 甕 ― （３０） （１４） 粗 普 白褐色 ハケメ 底部内面指頭による窪み

３２６ ＳＴ２１２ 甕 ― （２６） （３０） 粗 普 白褐色 ハケメ

３２７ ＳＴ２１２ 壺 ― ５１ （１５） 緻 普 赤褐色

３２８ ＳＴ２１２ 甕 ― ３４ （１５） 細 堅 褐色 ハケメ

３２９ ＳＴ２１２ １５０２ 甕 ― （５８） （３５） 粗 普 褐色 ハケメ

３３０ ＳＴ２１２ １５０９ 壺 ― ３０ （２０） 緻 堅 白褐色 ミガキ ミガキ

６９ ３３１ ＳＴ２１２ １３６６ 甕 １４１ ― （３７） 細 普 赤褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ

３３２ ＳＴ２１２ １５０４ 甕 （１５２） ― （６９） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ

３３３ ＳＴ２１２ １５０８ 甕 （１８８） ７０ （２５１） 細 堅 暗褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ヨコナデ・ハケメ ヘラナデ Ｃ３ａ 底部外面ワラ状圧痕

７２ ３３６ ＳＫ２５３ ２３０５ 壺 ― ３６ （８４） 細 普 赤褐色 ミガキ ヘラナデ 底部内面剥離

３３７ ２５ ＳＫ２５８ １７５９ 器台 ８２ ― （２２） 緻 堅 褐色 ヨコナデ ミガキ ヨコナデ ミガキ Ｂ１ａ

３３８ ＳＫ２５８ ９８４ 器台 ８６ ― （６２） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ヘラナデ Ｂ３ａ 円窓３
赤彩（受部内外面・脚部外面）

３３９ ＳＫ２５８ １７３１ 壺 （１８９） ― （４０） 細 堅 赤褐色 ミガキ ミガキ

３４０ ＳＫ２５８ １７５７ 高坏 ― １１０ （７８） 緻 堅 暗褐色 ミガキ ハケメ→ヨコナデ Ｂ

３４１ ＳＫ２５８ １７４２ 鉢 ― ― （３２） 粗 堅 暗褐色 ヘラナデ・ミガキ ナデ・ミガキ Ｌ４

３４２ ＳＫ２５８ １７６０ 鉢 （１２８） ― （３７） 細 普 褐色 Ｉ 内外面摩滅
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表１４ 土師器観察表（８）

Ⅲ 高擶南遺跡

図版 写真
図版

出土
地点

登録
番号 器種

計測値（�） 胎
土

焼
成

色
調

調 整 技 法 分
類 備 考

口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）
外面

体部（脚部）
外面

口縁部（坏部・受部）
内面

体部（脚部）
内面

７２ ３４３ ＳＫ２５８ １７６１ 甕 ― ６８ （２１） 粗 普 褐色

３４４ ＳＫ２５８ １７９２ 壺 （１４６） ― （４４） 粗 堅 白褐色 ハケメ・ヨコナデ ハケメ ハケメ・ヨコナデ ハケメ

３４５ ＳＫ２５８ １７３５ 甕 １５７ ３９ （１０４） 粗 普 暗褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ Ｃ２ａ 底部外面籾痕

３４６ ＳＫ２５８ ９８１ 甕 （１７９） ― （７５） 粗 普 褐色 ヨコナデ・ハケメ ハケメ ヨコナデ・ハケメ ハケメ

３４７ ＳＫ２５８ １７４８ 甕 （１８８） ― （４１） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ

３４８ ＳＫ２５８ １７４８ 甕 （１８３） ― （２６） 細 普 赤褐色 ヨコナデ・ハケメ ハケメ ハケメ

３４９ ＳＫ２５８ １７５２ 甕 （１６８） ― （４６） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ・ハケメ ハケメ

３５０ ＳＫ２５８ １７９１ 甕 （１９５） ― （４４） 粗 普 白褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ・ヨコナデ ハケメ 外面煤付着

３５１ ＳＫ２５８ １７５０ 甕 （２２１） ― （４８） 粗 堅 褐色 ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ ヘラナデ

３５２ ＳＫ２５８ ９８３ 甕 （１９０） ― （５２） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ・ハケメ ハケメ

７４ ３５３ ２６ ＳＫ２７８ ７０９ 器台 ９６ １２２ ７３ 細 堅 暗褐色 ヨコナデ→ミガキ ハケメ→ミガキ ミガキ ハケメ Ｂ６ 円窓（１）��

３５４ ２６ ＳＫ２７８ １５８３ 器台 （１０１）（１３１） ７６ 細 堅 褐色 ミガキ ヨコナデ→ミガキ ミガキ ナデ・ハケメ→ヨコナデ Ｂ６ 円窓（２）��

３５５ ＳＫ２７８ １５８４ 器台 （９５） ― （２１） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ Ｂ２ 内外面赤彩

３５６ ＳＫ２７８ １５３４ 器台 ― ― （３５） 細 普 白褐色 ミガキ ヘラナデ Ｂ 円窓３

３５７ ＳＫ２７８ １４８９ 器台 ― （１０５）（６１） 細 普 赤褐色 ミガキ ハケメ Ｅ 円窓３ 内外面摩滅

３５８ ＳＫ２７８ 鉢 （１３４） ― （４０） 細 普 赤褐色 ミガキ ミガキ Ｅ

３５９ ＳＫ２７８ 器台 ― ― （１６） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ

３６０ ＳＫ２７８ １５８６ 壺 （９２） ― （４６） 緻 普 白褐色 ヨコナデ・ハケメ・ミガキ ヨコナデ・ハケメ→ミガキ

３６１ ＳＫ２７８ １４８８ 鉢 ― １９ （３４） 細 普 赤褐色 ミガキ ヘラナデ Ｌ

３６２ ２９ ＳＫ２７８ １５１３ 壺 （３０２） ― （５６） 粗 堅 褐色 ハケメ→ヨコナデ
→ミガキ ヨコナデ・ミガキ 棒状浮文（木口刻目）

円形浮文貼付痕跡

３６３ ＳＫ２７８ １４９０ 壺 （２９８） ― （７３） 粗 堅 白褐色 ハケメ→ミガキ ヘラナデ

３６４ ３０ ＳＫ２７８ 壺 （２５２） ― （６０） 粗 堅 褐色 ハケメ→ヨコナデ・ミガキ ヨコナデ・ミガキ

３６５ ＳＫ２７８ １５３５ 甕 １７５ ― （１２７） 粗 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ・ヘラナデ ヘラナデ・ハケメ Ｃ３

３６６ ＳＫ２７８ １５３２ 甕 １７０ ― （３６） 粗 普 褐色 内外面摩滅

３６７ ＳＫ２７８ １５３１ 甕 （１５６） ― （７１） 細 普 褐色 ヨコナデ→ハケメ ハケメ ハケメ→ヨコナデ

３６８ ＳＫ２７８ １４９４ 甕 （１８５） ― （３５） 細 普 白褐色 ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ Ｃ１

３６９ ＳＫ２７８ １５３３ 甕 （２１９） ― （５６） 細 堅 暗褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ヨコナデ・ハケメ ハケメ Ｃ１

３７０ ＳＫ２７８ １５３７ 甕 （２２） ― （４７） 粗 堅 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ

７５ ３７３ ３４ ＳＫ３０４ ２２９３ 壺 （１０５） ３５ １３３ 細 普 白褐色 ヨコナデ・ミガキ ミガキ ミガキ→ヘラナデ ヘラナデ

３７４ ＳＫ３３７ ２３０１ 器台 （１６６） ― （４５） 細 普 赤褐色 ミガキ ミガキ Ｂ５

３７５ ＳＫ３３７ ２３０１ 器台 ― ― （５５） 粗 普 褐色 ミガキ ハケメ→ヘラナデ・ヨコナデ Ｂ５ 円窓（３）��

７６ ３７６ ２３ ＳＫ３４０ １９３３ 鉢 １５５ ２８ ６１ 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ｅ

３７７ ＳＫ３４０ ２１９０ 壺 ― ２８ （２１） 細 普 暗褐色 ハケメ ハケメ

３７８ ＳＫ３４０ １４３１ 壺 ― ５４ （２４） 細 堅 白褐色 ミガキ ミガキ

３７９ ＳＫ３４０ １９４２ 壺 ― （７６） （２１） 緻 堅 暗褐色 ミガキ ヘラナデ

３８０ ＳＫ３４０ ２１８４ 甕 ２３０ ― （４２） 細 普 褐色 Ｃ１

３８１ ＳＫ３４０ ２１８３ 甕 ― ― （２２０） 細 普 褐色 ハケメ ハケメ→ヘラナデ

７７ ３８２ ３６ ＳＫ３４８ ２１８１ 甕 １９５ ６１ ２５７ 粗 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ・ヘラナデ ヘラナデ→ヨコナデ ヘラナデ Ｂ２ｃ

８０ ３８３ ２６ ＳＤ２６０ ２２０６ 器台 １０３ ― （８５） 細 普 赤褐色 ミガキ ヨコナデ・ヘラナデ Ｂ１ａ 円窓４ 外面摩滅

３８４ ２５ ＳＤ２６０ ９９３ 器台 ８８ ― （２８） 細 堅 赤褐色 ミガキ ミガキ Ｂ２

３８５ ＳＤ２６０ ２２４０ 器台 ８２ ― （４５） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ Ｂ１ａ 円窓３ 内面摩滅

３８６ ＳＤ２６０ ２２４７ 器台 ― ― （２５） 緻 普 褐色 内外面摩滅

３８７ ２５ ＳＤ２６０ ７９９ 器台 ７６ １１２ ７４ 細 普 白褐色 ミガキ→ヨコナデ ハケメ→ヨコナデ Ｂ４ 円窓３
赤彩（受部内外面・脚部外面）

３８８ ＳＤ２６０ １８６６ 器台 ― ― （５１） 細 普 白褐色 ミガキ ヘラナデ 円窓３

３８９ ＳＤ２６０ ２２７２ 器台 ― ― （２９） 緻 堅 白褐色 ミガキ ハケメ 円窓３ 内外面赤彩

３９０ ＳＤ２６０ １１６６ 器台 ― ― （４８） 緻 普 赤褐色 ミガキ ハケメ

３９１ ２６ ＳＤ２６０ １２６２ 器台 ８３ １１５ ８３ 細 堅 褐色 ミガキ ヨコナデ・ミガキ ミガキ ハケメ→ヨコナデ Ｂ１ｂ 円窓２ 内外面赤彩

３９２ ＳＤ２６０ ２２８６ 器台 ― １１３ （７０） 細 堅 褐色 ミガキ ヨコナデ・ハケメ 円窓２
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表１５ 土師器観察表（９）

図版 写真
図版

出土
地点

登録
番号 器種

計測値（�） 胎
土

焼
成

色
調

調 整 技 法 分
類 備 考

口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）
外面

体部（脚部）
外面

口縁部（坏部・受部）
内面

体部（脚部）
内面

８０ ３９３ ＳＤ２６０ ８９４ 高坏 ― ― （４４） 細 普 赤褐色 ミガキ

３９４ ＳＤ２６０ ２２５７ 高坏 ― ― （５５） 細 堅 白褐色 ミガキ ヘラナデ Ｅ３ 外面赤彩

３９５ ＳＤ２６０ ２２３９ 高坏 ― ― （７０） 緻 堅 褐色 ミガキ Ｅ

３９６ ＳＤ２６０ ８８０ 高坏 ― ― （９５） 緻 堅 白褐色 ミガキ ハケメ Ｅ２

３９７ ＳＤ２６０ 高坏 ― ― （５０） 緻 堅 褐色 ミガキ ヘラナデ Ｅ

３９８ ２６ ＳＤ２６０ ２２８７ 器台 １１１ （１１２） ７８ 粗 普 褐色 ミガキ ヘラナデ ヨコナデ・ヘラナデ Ｃ 坏部内面摩滅

３９９ ＳＤ２６０ ２２８８ 鉢 ― ３３ （３７） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ｋ

４００ ２３ ＳＤ２６０ 鉢 （１５７） ― ７０ 緻 堅 褐色 ヨコナデ・ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ｇ１ｂ

４０１ ４０ ＳＤ２６０ ２２５８ 甕 （１５９） ６１ ９８ 粗 普 褐色 ナデ・ハケメ ナデ・ハケメ ハケメ ヘラナデ Ｆ１ａ 外面煤付着

４０２ ＳＤ２６０ ２２１７ 鉢 （２０６） ― （１０６） 細 普 赤褐色 ヨコナデ・ハケメ ヘラナデ Ａ２ｂ 外面煤付着

４０３ ＳＤ２６０ ８８９ 鉢 ― ２８ （３２） 緻 堅 暗褐色 ミガキ ヘラナデ Ｌ５

４０４ ＳＤ２６０ ８９０ 鉢 （９０） ― ４８ 細 普 赤褐色 ヘラナデ ミガキ ヨコナデ ミガキ

４０５ ＳＤ２６０ ７０３ 鉢 ― ３２ （１７） 細 普 赤褐色 ヘラナデ Ｂ１

８１ ４０６ ＳＤ２６０ ７９７ 壺 （１０６） ― （４１） 緻 普 白褐色 ミガキ ミガキ Ａ２ｂ 内外面赤彩

４０７ ＳＤ２６０ ２２３１ 壺 （１５２） ― （５１） 緻 普 褐色 ミガキ ミガキ

４０８ ３３ ＳＤ２６０ ２２１３ 壺 １２５ ― （７５） 粗 脆弱 褐色 ヨコナデ ハケメ ヘラナデ ハケメ Ｃ４ 内外面摩滅

４０９ ３０ ＳＤ２６０ ２１６９ 壺 １６０ ― （２６２） 緻 堅 褐色 ヨコナデ・ヘラナデ・ハケメ ヘラナデ・ハケメ ハケメ ヘラナデ Ａ２ｃ

４１０ ＳＤ２６０ ２２３３ 壺 （１０２） ― （４８） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ４

４１１ ＳＤ２６０ ２２４５ 壺 （２３６） ８０ （３７２） 緻 堅 褐色 ヨコナデ ハケメ→ミガキ ハケメ→ナデ ハケメ・ヨコナデ・ミガキ ヘラナデ・ハケメ Ａ２ａ

８２ ４１２ ＳＤ２６０ ２２４５ 壺 （２４３） ― （１１０） 緻 堅 褐色 ヨコナデ・ヘラナデ・ミガキ ミガキ ヨコナデ・ヘラナデ・ハケメ ヘラナデ・ハケメ Ａ２ａ

４１３ ＳＤ２６０ ２２０４ 壺 ― ― （６３） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ Ａ２ａ

４１４ ＳＤ２６０ ２２３７ 壺 （２５６） ― （６５） 細 堅 褐色 ヨコナデ・ハケメ ミガキ Ｃ２ａ 外面煤付着

４１５ ＳＤ２６０ ２２１９ 壺 （１２９） ― （５１） 粗 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ミガキ ハケメ Ｇ１ｂ

４１６ ＳＤ２６０ ２２８５ 壺 （１６８） ― （５２） 粗 普 白褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ Ａ２ｃ 内面摩滅

４１７ ＳＤ２６０ ２２５３ 甕 ― （６０） （３９） 細 普 褐色 ハケメ ヘラナデ

４１８ ＳＤ２６０ 壺 ― ４４ （１６） 緻 普 白褐色

４１９ ＳＤ２６０ ２２４４ 甕 ― ６２ （３１） 細 堅 褐色 ハケメ ヘラナデ

４２０ ＳＤ２６０ 壺 ― ８０ （３１） 粗 普 暗褐色 ミガキ ミガキ 底部外面木葉痕

４２１ ＳＤ２６０ ２２０３ 甕 ― ７９ （３９） 粗 普 赤褐色 ヘラナデ

４２２ ＳＤ２６０ ２２２０ 壺 ― ８８ （４９） 細 普 褐色 ミガキ ハケメ→ミガキ

４２３ ＳＤ２６０ ２２４６ 甕 ― ２７ （２９） 細 普 褐色 ハケメ ハケメ→ヘラナデ

４２４ ＳＤ２６０ ２１７１ 壺 ― ３８ （４４） 細 普 赤褐色 ハケメ ヘラナデ

４２５ ＳＤ２６０ １７９３ 甕 ― （６２） （４７） 粗 普 褐色 ハケメ 内外面摩滅

４２６ ＳＤ２６０ 甕 （１６６） ― （５５） 粗 普 白褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ

８３ ４２７ ＳＤ２６０ ２２５４ 甕 １９８ ― （１０６） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ Ｃ１

４２８ ＳＤ２６０ ２２５０ 甕 （１８０） ― （４２） 細 普 褐色 ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ Ｃ１

４２９ ＳＤ２６０ ２２２４ 甕 （２１５） ― （５６） 粗 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ Ｃ１ 外面煤付着

４３０ ＳＤ２６０ ８７３ 甕 １８０ ― （７５） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ

４３１ ＳＤ２６０ ２１７２ 甕 （１４３） ― （６０） 細 普 褐色 ヘラナデ ハケメ ヘラナデ 内面摩滅

４３２ ＳＤ２６０ ２２１２ 甕 （１７０） ― （１９９） 細 普 褐色 ハケメ・ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ Ｃ３ｃ 外面煤付着

８５ ４３４ ＳＤ２６１ ２００９ 器台 ８９ ― （４０） 粗 普 褐色 ナデ・ヘラナデ ナデ・ヘラナデ ナデ・ヘラナデ ナデ・ヘラナデ Ｂ１ａ 調整粗い

４３５ ＳＤ２６１ ２０１４ 器台 ― ― （２５） 緻 普 白褐色 ハケメ 内外面摩滅

４３６ ＳＤ２６１ ２００５ 高坏 ― ― （５２） 細 普 白褐色 ヘラナデ

４３７ ２８ ＳＤ２６１ １２０３ 高坏 １７５ １１３ １５０ 緻 堅 褐色 ヨコナデ・ミガキ ミガキ ヨコナデ ハケメ Ｅ２

４３８ ＳＤ２６１ ２０１２ 高坏 ― ― （１４２） 緻 普 赤褐色 ミガキ ヘラナデ Ｅ

４３９ ＳＤ２６１ １１２８ 壺 ― ― （５４） 細 普 白褐色 ミガキ ミガキ Ｄ１ 内外面赤彩

４４０ ＳＤ２６１ 壺 ― ４７ （４７） 細 普 赤褐色 ミガキ 内面摩滅

４４１ ＳＤ２６１ ２０２２ 甕 （１８４） ― （３９） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ・ヨコナデ ハケメ Ｃ１

４４２ ＳＤ２６１ １９９５ 甕 （１７８） ― （３８） 粗 普 白褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ→ヨコナデ Ｃ１ 外面煤付着
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表１６ 土師器観察表（１０）

Ⅲ 高擶南遺跡

図版 写真
図版

出土
地点

登録
番号 器種

計測値（�） 胎
土

焼
成

色
調

調 整 技 法 分
類 備 考

口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）
外面

体部（脚部）
外面

口縁部（坏部・受部）
内面

体部（脚部）
内面

８５ ４４３ ＳＤ２６１ 甕 （１８３） ― （６６） 細 普 赤褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ Ｃ１ 内面摩滅

４４４ ＳＤ２６１ ２００６ 甕 （２０９） ― （４６） 細 普 褐色 ヘラナデ ハケメ ハケメ ハケメ 外面煤付着

４４５ ＳＤ２６１ ２０１１ 甕 （１６６） ― （３８） 細 堅 褐色 ヨコナデ ハケメ ヘラナデ→ヨコナデ ヘラナデ

４４６ ＳＤ２６１ ２００１ 甕 （１５４） ― （４６） 細 普 赤褐色 ハケメ ハケメ ハケメ 内外面摩滅

４４７ ＳＤ２６１ １３４３ 甕 ― ８６ （３２） 粗 普 暗褐色 ハケメ ハケメ

４４８ ＳＤ２６１ 甕 ― （２５） （２３） 細 堅 褐色 ハケメ ハケメ

４４９ ＳＤ２６１ 壺 ― （６４） （１８） 緻 堅 褐色 ヘラナデ 内外面赤彩

４５０ ＳＤ２６１ ２０１０ 壺 ― （４４） （３４） 緻 普 赤褐色 ハケメ 内面摩滅

４５１ ＳＤ２６１ 甕 ― （５４） （２５） 細 堅 褐色 ハケメ

４５２ ＳＤ２６１ ２００４ 甕 ― ６５ （３７） 緻 堅 褐色 ヘラナデ ヘラナデ

４５３ ＳＤ２６１ ８６４ 甕 ― （３８）（１７８） 細 普 褐色 ハケメ ハケメ 外面煤付着

８７ ４５４ ２５ ＳＤ２６２ １６２０ 器台 ７６ １１１ ６４ 緻 堅 白褐色 ミガキ ミガキ ヘラナデ→ヨコナデ Ｂ１ａ 円窓４ 内外面赤彩

４５５ ２５ ＳＤ２６２ １６１６ 器台 ８１ １０９ ５７ 緻 堅 白褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ヨコナデ・ヘラナ
デ Ｂ１ａ 円窓（２）��

内外面赤彩

４５６ ２５ ＳＤ２６２ １６１３ 器台 ７９ １２０ ６８ 緻 堅 白褐色 ミガキ ヨコナデ・ミガキ ミガキ ヨコナデ・ヘラナ
デ Ｂ１ａ 円窓５ 内外面赤彩

４５７ ＳＤ２６２ １７６７ 器台 ― （１１０）（６５） 緻 堅 赤褐色 ヨコナデ・ミガキ ハケメ Ｄ 円窓（２）��

４５８ ＳＤ２６２ １５４１ 器台 ― （１００）（５６） 細 普 白褐色 ハケメ→ミガキ ハケメ E 円窓３

４５９ ＳＤ２６２ １６６９ 高坏 ― ― （４３） 細 普 赤褐色 ハケメ 円窓（２）��
外面赤彩 外面摩滅

４６０ ＳＤ２６２ １５９０ 器台 ― ― （４７） 細 普 赤褐色 ハケメ 円窓３ 内外面摩滅

４６１ ２８ ＳＤ２６２ １６１５ 高坏 １５８ １０２ １２９ 緻 堅 白褐色 ヨコナデ ミガキ→ヨコナデ ヨコナデ・ミガキ ハケメ→ヨコナデ Ｅ３ａ 内外面赤彩

４６２ ＳＤ２６２ １６４５ 高坏 ― ― （８６） 細 普 赤褐色 ミガキ ハケメ Ｄ 外面赤彩

４６３ ＳＤ２６２ ７６８ 鉢 １９０ ― （８２） 細 普 白褐色 ヨコナデ ハケメ→ナデ・ミガキ ハケメ→ヨコナデ ハケメ→ミガキ

４６４ ２２ ＳＤ２６２ １６３５ 鉢 １７７ １９ ９５ 細 普 褐色 ヨコナデ ヘラナデ・ミガキ ヨコナデ ハケメ→ヘラナデ Ｂ１

４６５ ＳＤ２６２ １７０６ 壺 ― ― （８１） 緻 堅 褐色 ハケメ→ミガキ ナデ・ヘラナデ

４６６ ＳＤ２６２ １６５８ 壺 ― ２０ （１０１） 緻 堅 褐色 ハケメ ヘラナデ 内外面摩滅

４６７ ＳＤ２６２ 鉢 （１００） ― （４９） 細 普 褐色 ハケメ ヘラナデ・ハケメ ヨコナデ Ｌ１

４６８ ２２ ＳＤ２６２ １７０８ 鉢 １２８ ― （９７） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ヘラナデ→ヨコナデ ヘラナデ Ｄ２

４６９ ２２ ＳＤ２６２ １５６７ 鉢 （１４８） ６１ ７５ 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ→ミガキ ミガキ ミガキ Ｃ１ 丸みを持つ平底

４７０ ２２ ＳＤ２６２ １６３３ 鉢 （１４１） ６３ ７１ 粗 普 暗褐色 ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ１

４７１ ＳＤ２６２ １５５３ 鉢 （２００） ― （５８） 粗 堅 褐色 ハケメ→ミガキ ミガキ ヘラナデ・ミガキ Ａ２ｂ

４７２ ＳＤ２６２ １６８１ 小型
土器 ― ２３ （４０） 細 堅 褐色 ナデ ナデ 手捏成形

８８ ４７３ ２９ ＳＤ２６２ １６０２ 壺 ２４０ ９６ ４３１ 緻 堅 白褐色 ヨコナデ→ミガキ ハケメ→ミガキ ミガキ ハケメ Ａ２ａ 底部ワラ状圧痕

４７４ ＳＤ２６２ １６９４ 壺 （１３４） ― （４８） 粗 堅 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ Ｃ２ｃ

４７５ ＳＤ２６２ １７１９ 壺 （１３１） ― （４５） 粗 普 白褐色 ハケメ→ミガキ ハケメ ハケメ Ｃ２ｃ

４７６ ３３ ＳＤ２６２ １３１４ 壺 １７２ ― （１２３） 粗 堅 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ→ミガキ ヨコナデ・ヘラナデ・ハケメ ハケメ Ｃ５ｂ

４７７ ２２ ＳＤ２６２ １７６９ 鉢 ― ― （８９） 粗 堅 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ→ミガキ ハケメ Ａ１

８９ ４７８ ＳＤ２６２ １５４５ 甕 （２２８） ― （６７） 細 脆弱 褐色 ハケメ ハケメ ハケメ Ｂ 外面煤付着 内外面摩滅

４７９ ＳＤ２６２ １７１５ 甕 （２１５） ― （３８） 粗 堅 褐色 ヨコナデ・ハケメ ハケメ ヨコナデ・ハケメ ハケメ 外面煤付着

４８０ ＳＤ２６２ １６００ 甕 ２０９ ― （１８９） 粗 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ Ｃ１ｃ 外面煤付着

４８１ ＳＤ２６２ １６６０ 甕 ２２３ ― （１６２） 粗 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ Ｃ２ａ

４８２ ＳＤ２６２ １５７１ 壺 ― ７６ （６５） 粗 普 白褐色 ハケメ→ミガキ ヘラナデ

４８３ ＳＤ２６２ １７４１ 甕 ― ６９ （２６） 緻 堅 暗褐色 ハケメ

４８４ ＳＤ２６２ 甕 ― （７８） （３２） 粗 普 褐色 ミガキ 内面剥離

４８５ ＳＤ２６２ １６７４ 甕 ― ８２ （３５） 粗 堅 暗褐色 ハケメ→ヘラナデ ハケメ

４８６ ＳＤ２６２ １６４７ 甕 ― ３２ （１７） 粗 普 褐色 ハケメ ハケメ

４８７ ＳＤ２６２ １７０４ 甕 ― ３０ （１１２） 粗 普 暗褐色 ハケメ ハケメ 底部内面調整痕凡例写真

９０ ４８８ ＳＤ２６２ １７０８ 甕 （１８０） ― （１０３） 粗 堅 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ

４８９ ＳＤ２６２ １０９１ 甕 （２０１） ― （１２６） 粗 普 白褐色 ヘラナデ ハケメ ヘラナデ ハケメ Ｃ３ 外面煤付着
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Ⅲ 高擶南遺跡

表１７ 土師器観察表（１１）

図版 写真
図版

出土
地点

登録
番号 器種

計測値（�） 胎
土

焼
成

色
調

調 整 技 法 分
類 備 考

口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）
外面

体部（脚部）
外面

口縁部（坏部・受部）
内面

体部（脚部）
内面

９０ ４９０ ＳＤ２６２ １５９４ 甕 ２００ ― （８０） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ・ナデ Ｃ３

４９１ ＳＤ２６２ １５５０ 甕 （２５３） ― （６３） 粗 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ヨコナデ・ヘラナデ・ミガキ ハケメ 外面煤付着

４９２ ＳＤ２６２ １６３２ 甕 （１８０） ― （７８） 粗 普 白褐色 ヨコナデ・ハケメ ハケメ ヘラナデ ハケメ

４９３ ＳＤ２６２ １７０４ 甕 （１５０） ― （３１） 細 堅 褐色 ヨコナデ ハケメ ヘラナデ ハケメ

４９４ ＳＤ２６２ １５５１ 甕 （１５３） ― （３９） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ・ハケメ ハケメ

４９５ ＳＤ２６２ １５４４ 甕 （１６８） ― （５０） 細 普 赤褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ 内面摩滅

４９６ ＳＤ２６２ １５６９ 甕 （１８１） ― （５１） 細 堅 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ

４９７ ＳＤ２６２ １５５２ 甕 （１８０） ― （４７） 細 普 白褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ ハケメ

９２ ４９８ ＳＤ３４４ ２２６３ 壺 ― ２６ （６３） 緻 普 白褐色 ミガキ ヘラナデ

４９９ ２４ ＳＤ３４４ ２２５９ 鉢 １６８ ２１ １１３ 緻 堅 赤褐色 ミガキ Ｋ１ 内外面摩滅

５００ ３５ ＳＤ３４４ ２２６０ 甕 （２０８） ― （１８７） 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ Ｃ１ｃ

９４ ５０１ ＳＸ２７３ １４３３ 壺 （３０４） ― （８８） 緻 堅 白褐色 ハケメ→ミガキ ヨコナデ→ミガキ ハケメ→ミガキ

５０２ ＳＸ２７３ １４３１ 壺 ２２０ ９８ （４００） 粗 普 褐色 ヨコナデ・ハケメ→ミガキ ハケメ→ミガキ ハケメ→ミガキ ハケメ

９７ ５０３ ２５ ＳＧ２５２ １９８５ 器台 ８９ １１４ ８４ 緻 堅 褐色 ヨコナデ ミガキ ミガキ ヘラナデ・ハケメ
→ヨコナデ Ｂ１ａ 円窓３

５０４ ２５ ＳＧ２５２ ２１３１ 器台 ８８ １２０ ７７ 緻 堅 赤褐色 ミガキ ミガキ→ヨコナデ ミガキ ヘラナデ・ハケメ・ミガキ Ｂ１ａ 円窓３＋小孔１

５０５ ２５ ＳＧ２５２ ２０４０ 器台 （８６）（１３０） ８９ 緻 堅 褐色 ヨコナデ ミガキ ミガキ→ヨコナデ ヘラナデ→ヨコナデ Ｂ１ａ 円窓（２）��

５０６ ２５ ＳＧ２５２ ２０３７ 器台 ８５ １００ ７０ 緻 堅 褐色 ヨコナデ ミガキ ヨコナデ ハケメ→ヨコナデ Ｂ１ａ 円窓３

５０７ ２５ ＳＧ２５２ ２０４７ 器台 （９９）（１４０） ９０ 緻 堅 褐色 ヨコナデ ナデ・ヘラナデ ヨコナデ・ヘラナデ ハケメ→ヘラナデ Ｂ５ 円窓３ 調整粗い

５０８ ＳＧ２５２ ２１４８ 器台 ― （１４０）（６７） 緻 堅 褐色 ミガキ→ヨコナデ ヘラナデ・ヨコナデ 円窓３

５０９ ＳＧ２５２ ２１２６ 器台 （７９） ― （４２） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ヘラナデ・ハケメ Ｂ１ａ 円窓３確認 赤彩
（受部内外面 脚部外面）

５１０ ２７ ＳＧ２５２ ２０２９ 高坏 ― １００ （５７） 緻 堅 褐色 ミガキ→ヨコナデ ミガキ ハケメ→ヨコナデ Ａ２ 円窓３

５１１ ＳＧ２５２ ８６７ 器台 ― ― （５４） 緻 堅 褐色 ミガキ ハケメ Ｄ

５１２ ＳＧ２５２ ２０３４ 高坏 ― １０１ （３６） 細 堅 褐色 ミガキ ナデ・ミガキ

５１３ ２７ ＳＧ２５２ ２０８２ 高坏 １５８ ８９ ９４ 緻 堅 暗褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ハケメ→ヨコナデ Ａ１

５１４ ＳＧ２５２ １９８３ 高坏 ― ― （８３） 緻 堅 白褐色 ミガキ Ｅ３ 外面赤彩

５１５ ２８ ＳＧ２５２ ２０４２ 高坏 １６７ １３０ １９４ 緻 堅 褐色 ヨコナデ ミガキ ミガキ ヘ ラ ナ デ・ハ ケ
メ・ヨコナデ Ｅ１ 脚部に１次調整のハケメ

残る

５１６ ＳＧ２５２ １９７６ 高坏 ― （１１１）（７８） 緻 堅 暗褐色 ミガキ ミガキ ハケメ→ヨコナデ Ａ１

５１７ ＳＧ２５２ ２０２４ 高坏 ― １１１ （８３） 緻 堅 暗褐色 ハケメ→ヨコナデ・ミガキ ハケメ→ヨコナデ Ｅ

９８ ５１８ ２８ ＳＧ２５２ ２０４４ 高坏 １５２ １１２ １２３ 緻 普 褐色 ナデ ミガキ ミガキ ヘラナデ・ナデ・ハケメ Ｅ３ｂ 外面赤彩

５１９ ＳＧ２５２ ２１５３ 高坏 ― １０８ （９０） 緻 堅 褐色 ミガキ→ヨコナデ ミガキ ヘラナデ・ハケメ→ヨコナデ Ａ１

５２０ ２７ ＳＧ２５２ ２０２８ 高坏 ― （１２０）（１１０） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ→ヨコナデ ミガキ ハケメ→ヨコナデ Ｂ２

５２１ ＳＧ２５２ ２１０２ 高坏 ― １２８ （６７） 緻 堅 暗褐色 ミガキ→ヨコナデ ヘラナデ・ミガキ Ｅ

５２２ ＳＧ２５２ 高坏 １８３ ― （７１） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ Ｅ

５２３ ２８ ＳＧ２５２ １０５８ 高坏 ― １４２ （９０） 緻 普 褐色 ヨコナデ・ミガキ ヨコナデ・ヘラナ
デ・ハケメ Ｆ 外面に赤彩わずかに残る

５２４ ２４ ＳＧ２５２ ２０３２ 鉢 ９２ １５ ７２ 緻 堅 褐色 ヨコナデ・ミガキ ミガキ ヨコナデ ナデ Ｌ５

５２５ ＳＧ２５２ ２０２８ 鉢 １０４ ２０ ７２ 緻 堅 褐色 ミガキ→ヨコナデ ハケメ→ヨコナデ Ｌ５

５２６ ＳＧ２５２ ２１３２ 鉢 ― ２５ （３５） 緻 堅 褐色 ミガキ Ｌ５

５２７ ＳＧ２５２ １０５９ 鉢 ― （３８） （５２） 細 普 褐色 ハケメ・ヘラナデ Ｌ 調整粗い

５２８ ＳＧ２５２ １２８６ 鉢 ― １７ （４０） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ヘラナデ Ｌ

５２９ ＳＧ２５２ ２０３５ 鉢 ― ４４ （２６） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ｌ４ 底部内面剥離

５３０ ２４ ＳＧ２５２ ２０４１ 鉢 （１００） １４ ７０ 細 堅 白褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ｌ４

５３１ ２４ ＳＧ２５２ ２０３０ 鉢 （９２） ２０ ６６ 緻 堅 褐色 ミガキ→ヨコナデ ミガキ・ケズリ ヘラナデ ヘラナデ Ｌ４

５３２ ２４ ＳＧ２５２ １９８９ 鉢 ８８ ２８ ５６ 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ・ヘラナデ Ｊ

５３３ ＳＧ２５２ 鉢 （１０７） ― （５５） 細 普 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ヘラナデ Ｌ１

５３４ ２３ ＳＧ２５２ 鉢 （１２９） ― ６７ 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ・ケズリ ハケメ→ヨコナデ ハケメ

５３５ ＳＧ２５２ ２０４８ 鉢 １２２ ― ５８ 緻 堅 暗褐色 ヨコナデ→ミガキ ミガキ ヨコナデ ミガキ

５３６ ＳＧ２５２ ２１１８ 鉢 １４０ ５８ ４８ 細 堅 暗褐色 ヨコナデ ハケメ→ヘラナデ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ１
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表１８ 土師器観察表（１２）

Ⅲ 高擶南遺跡

図版 写真
図版

出土
地点

登録
番号 器種

計測値（�） 胎
土

焼
成

色
調

調 整 技 法 分
類 備 考

口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）
外面

体部（脚部）
外面

口縁部（坏部・受部）
内面

体部（脚部）
内面

９９ ５３７ ＳＧ２５２ 鉢 （１３９） ― （４７） 緻 普 赤褐色 ハケメ→ミガキ ミガキ ミガキ ハケメ→ミガキ

５３８ ＳＧ２５２ 鉢 （１４３） ― （５３） 細 堅 褐色 ヨコナデ ヘラナデ ナデ・ヘラナデ Ｇ１ｂ

５３９ ＳＧ２５２ 鉢 （１４０） ― （４７） 緻 堅 暗褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ｇ１ｃ

５４０ ＳＧ２５２ 鉢 （１８８） ― （３３） 緻 普 赤褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ→ヨコナデ ハケメ Ｅ

５４１ ＳＧ２５２ ２０７４ 鉢 （１６２） ― （６４） 緻 堅 褐色 ヨコナデ ミガキ ヨコナデ ミガキ Ｇ１ａ

５４２ ＳＧ２５２ 鉢 （１９０） ― （６５） 細 堅 褐色 ヨコナデ→ハケメ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ

５４３ ＳＧ２５２ 鉢 （２６０） ― （８８） 細 堅 褐色 ヨコナデ ハケメ→ミガキ ナデ・ヘラナデ・ハケメ ハケメ→ミガキ Ａ２ｂ 外面煤付着

５４４ ２２ ＳＧ２５２ ２０９９ 鉢 （３２８） ― （１４１） 粗 堅 褐色 ヨコナデ→ハケメ ハケメ ハケメ ヘラナデ Ａ２ｂ

５４５ ＳＧ２５２ 鉢 （１６３） ４６ ８０ 緻 堅 褐色 ヨコナデ→ハケメ ハケメ ヨコナデ ハケメ Ｃ１

５４６ ２２ ＳＧ２５２ ２１５８ 鉢 １９２ ３３ １００ 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ Ｂ１

５４７ ＳＧ２５２ ２１０９ 鉢 １３３ ２７ ８７ 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ Ｂ１

１００ ５４８ ２２ ＳＧ２５２ １９８７ 鉢 （１２０） ８２ １４８ 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ→ナデ ハケメ・ヨコナデ ヘラナデ Ｄ１ 片口台付鉢

５４９ ４０ ＳＧ２５２ ２０８５ 甕 １５８ ２７ １１２ 粗 堅 褐色 指頭オサエ ナデ・ハケメ 指頭オサエ ハケメ・ヘラナデ Ｆ３

５５０ ３３ ＳＧ２５２ ２０３０ 壺 １４６ ３０ １８８ 緻 普 赤褐色 ミガキ→ヨコナデ ミガキ ミガキ→ヨコナデ ヘラナデ Ｄ１

５５１ ３４ ＳＧ２５２ ２２７４ 壺 １１５ ― （９９） 細 堅 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ヘラナデ・ハケメ Ｅ２

５５２ ＳＧ２５２ ２０５９ 壺 ― ２６ （１０４） 緻 堅 褐色 ミガキ ヘラナデ

５５３ ３３ ＳＧ２５２ ２１１０ 壺 １５０ ― （７９） 粗 堅 褐色 ミガキ ミガキ ハケメ Ｃ５ａ

５５４ ＳＧ２５２ １９９４ 鉢 ― ２０ （９２） 緻 堅 褐色 ミガキ ヘラナデ・ハケメ

５５５ ３２ ＳＧ２５２ 壺 （２００） ― （８８） 細 普 白褐色 ハケメ→ミガキ ハケメ→ミガキ Ｄ１

５５６ ３３ ＳＧ２５２ ２１１４ 壺 １４９ ６１ ２４０ 細 普 赤褐色 ヨコナデ ハケメ→ミガキ ハケメ・ヨコナデ ヘラナデ Ｃ２ｃ 内面摩滅

１０１ ５５７ ２３ ＳＧ２５２ ２０２７ 鉢 （１１０） ３５ １１２ 粗 堅 赤褐色 ヘラナデ ハケメ→ヘラナデ ヘラナデ ヘラナデ Ｉ４

５５８ ＳＧ２５２ 壺 （１１３） ― （５３） 細 普 褐色 ミガキ ヘラナデ Ｅ２ 内外面摩滅

５５９ ＳＧ２５２ ２０１８ 壺 ― ― （９０） 細 堅 暗褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ ヘラナデ

５６０ ＳＧ２５２ ２１４６ 壺 （１５０） ― （１３６） 緻 堅 褐色 ヨコナデ ハケメ→ミガキ ヘラナデ Ｇ１ｂ

５６１ ＳＧ２５２ ２１３８ 壺 （１１４） ― （１３２） 細 堅 褐色 ハケメ→ヨコナデ→ミガキ ハケメ→ミガキ ハケメ→ミガキ ナデ・ヘラナデ Ｇ１ｂ

５６２ ＳＧ２５２ ２１１１ 壺 １８２ ７８ ３３４ 細 堅 褐色 ハケメ→ミガキ ヨコナデ→ミガキ ミガキ ヨコナデ→ミガキ ヘラナデ Ａ２ｂ

１０２ ５６３ ３９ ＳＧ２５２ ２６００ 甕 ３１４ ― （１２１） 緻 堅 褐色 ヨコナデ・ハケメ→ミガキ ハケメ→ミガキ ミガキ ヘラナデ→ミガキ Ａ２ｂ 外面煤付着

５６４ ＳＧ２５２ １９７６ 壺 ― １０９ （５０１） 粗 堅 褐色 ハケメ→ヘラナデ ハケメ・ヘラナデ

１０３ ５６５ ＳＧ２５２ ２０２６ 壺 （１４９） ― （９８） 細 堅 白褐色 ハケメ→ミガキ ミガキ ミガキ ヘラナデ Ｂ２ａ

５６６ ＳＧ２５２ ２０６６ 壺 ２１６ ― （１３０） 細 堅 褐色 ハケメ→ヨコナデ→ミガキ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ Ａ２ｂ

５６７ ＳＧ２５２ １９７６ 壺 ２５６ ９０ ４９３ 粗 普 白褐色 ヨコナデ・ミガキ ハケメ・ミガキ ヨコナデ・ミガキ ヘラナデ・ハケメ Ａ２ａ

１０４ ５６８ ＳＧ２５２ ２１４４ 壺 ― ５５ （２２０） 緻 堅 褐色 ハケメ ハケメ→ミガキ ヘラナデ ヘラナデ

５６９ ＳＧ２５２ ２１４７ 甕 （１８４） ― （１６０） 細 堅 褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヘラナデ ヘラナデ Ｃ２ａ

５７０ ＳＧ２５２ ２０５１ 甕 １８８ ― （１６７） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ→ヘラナデ ハケメ ハケメ→ヘラナデ Ｃ４

５７１ ＳＧ２５２ ２０８４ 甕 １７３ ２５ １７３ 細 堅 暗褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ Ｃ３ｃ 外面煤付着

５７２ ３６ ＳＧ２５２ ２０３９ 甕 １７０ ４１ ２３１ 細 普 暗褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ Ｃ２ａ 外面煤付着

５７３ ４０ ＳＧ２５２ ２１４５ 甕 １４３ ３８ １３４ 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ→ケズリ ヨコナデ ヘラナデ Ｆ１ａ 外面煤付着
内面炭化物付着

１０５ ５７４ ３８ ＳＧ２５２ ２１２４ 甕 （１７７） ６１ ２１０ 細 普 暗褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ→ケズリ ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ Ｃ４ａ 外面煤付着
内面炭化物付着

５７５ ３７ ＳＧ２５２ ２０３６ 甕 （１７２） ４６ ２００ 細 普 暗褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ Ｃ３ｂ

５７６ ３４ ＳＧ２５２ ２１６８ 壺 ― ３４ （８３） 緻 堅 褐色 ミガキ ケズリ Ｆ

５７７ ２４ ＳＧ２５２ ２１４９ 鉢 ７２ ４０ ３６ 粗 普 褐色 ヘラナデ ナデ・ヘラナデ ハケメ ハケメ Ｍ２

５７８ ＳＧ２５２ 小型
土器 ― ３３ （２４） 緻 堅 褐色 ナデ ナデ 手捏成形

５７９ ４１ ＳＧ２５２ 小型
土器 ３４ ― （３２） 細 普 褐色 ナデ ナデ ナデ ナデ 手捏成形

５８０ ４１ ＳＧ２５２ ２０６４ 小型
土器 ５７ ２３ ３８ 細 堅 褐色 ナデ ナデ ヘラナデ ヘラナデ 手捏成形

５８１ ４１ ＳＧ２５２ ２０６３ 小型
土器 ５４ １３ ３０ 細 堅 褐色 ナデ ナデ ナデ ヘラナデ→ナデ 手捏成形

１１１ ６２７ ２６ 包含層 ９６８ 器台 （８３）（１２２） ８６ 緻 堅 褐色 ミガキ ヨコナデ・ミガキ ヨコナデ ヘラナデ→ヨコナデ Ｂ４ 円窓（１）��
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Ⅲ 高擶南遺跡

表１９ 土師器観察表（１３）

図版 写真
図版

出土
地点

登録
番号 器種

計測値（�） 胎
土

焼
成

色
調

調 整 技 法 分
類 備 考

口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）
外面

体部（脚部）
外面

口縁部（坏部・受部）
内面

体部（脚部）
内面

１１１ ６２８ 包含層 ８８５ 器台 ８９ ― （４４） 粗 堅 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ Ｂ１ａ 円窓３

６２９ 包含層 ５０１ 器台 ８０ ― （６２） 緻 普 赤褐色 ミガキ 内外面摩滅

６３０ 包含層 ５４７ 器台 （８９） ― （４９） 細 普 褐色 ヘラナデ ヘラナデ ヘラナデ ヘラナデ Ｂ１ａ 円窓３ 調整粗い

６３１ 包含層 器台 ― （９４） （４８） 細 堅 褐色 ミガキ ハケメ→ヨコナデ Ｅ

６３２ 包含層 １０６０ 器台 ― １０９ （６６） 粗 堅 褐色 ミガキ ヘラナデ Ｂ 円窓（３）��

６３３ ２６ 包含層 １３２０ 器台 ― （１２０）（５６） 細 堅 褐色 ミガキ ハケメ Ｄ

６３４ 包含層 ８７ 器台 ― ― （４４） 緻 堅 暗褐色 ミガキ ミガキ ミガキ 円窓３

６３５ 包含層 １９６６ 器台 ― ― （４４） 緻 堅 褐色 ミガキ ハケメ 円窓（２）��

６３６ 包含層 １３９２ 器台 ― ― （３８） 細 普 白褐色 ミガキ ハケメ Ｄ 円窓３

６３７ 包含層 ８０３ 器台 ― ― （４８） 緻 堅 褐色 ミガキ ハケメ 円窓３

６３８ 包含層 ７１８ 器台 ― ― （５９） 細 普 白褐色 ミガキ ハケメ 円窓３

６３９ 包含層 １２５７ 器台 ― ― （４２） 細 普 褐色 ハケメ ミガキ 円窓（１）��

６４０ 包含層 ６９０ 高坏 ― ― （４０） 細 普 暗褐色 円窓（２）��
内外面摩滅

６４１ 包含層 ５５９ 器台 ― ― （４９） 細 普 白褐色 円窓３ 内外面摩滅
赤彩（受部の内外面・脚部の外面）

６４２ 包含層 ５０２ 器台 ― ― （４６） 細 普 赤褐色 内外面摩滅

６４３ 包含層 ６８９ 器台 ― ― （４３） 細 堅 褐色 ミガキ ヘラナデ

６４４ 包含層 １３８５ 高坏 ― ― （３２） 緻 普 白褐色 ミガキ ヘラナデ 内外面摩滅

６４５ 包含層 ８０２ 器台 ― ― （５６） 細 普 白褐色 ミガキ ヘラナデ 円窓（２）��

６４６ 包含層 高坏 ― ― （２８） 細 普 白褐色 ミガキ ハケメ 円窓（１）��

６４７ 包含層 高坏 ― ― （４１） 細 堅 赤褐色 ミガキ ハケメ

６４８ 包含層 高坏 ― ― （４８） 細 普 赤褐色 内外面摩滅

６４９ 包含層 ５０３ 高坏 ― ― （７４） 細 普 褐色 ミガキ ハケメ 内外面摩滅

６５０ ３９ 包含層 １０１３ 甕 ― ― （４８） 粗 普 褐色 ハケメ ハケメ Ｅ 台付甕か

１１２ ６５１ ２８ 包含層 ９６５ 高坏 （１７７） １３０ １６４ 緻 堅 褐色 ミガキ ハケメ→ミガキ ヨコナデ Ｅ２ 内面摩滅

６５２ ２８ 包含層 ３８０ 高坏 （１６９）（８９） １４４ 緻 堅 褐色 ミガキ→ヘラナデ ミガキ→ヨコナデ ハケメ→ヨコナデ Ｅ３ａ

６５３ 包含層 ６２５ 高坏 ― （１２６）（１５２） 緻 普 赤褐色 ミガキ→ヨコナデ ハケメ Ｅ１

６５４ 包含層 ６２４ 高坏 ― （１２４）（１０２） 細 普 赤褐色 Ｅ 内外面摩滅

６５５ 包含層 １２３８ 高坏 １５０ ― （５５） 緻 普 赤褐色 ミガキ ミガキ Ｅ

６５６ 包含層 ５６１ 高坏 ― ― （６４） 細 堅 白褐色 ミガキ Ｅ３ 内面摩滅

６５７ 包含層 １２９７ 高坏 ― ― （６０） 緻 普 白褐色 ミガキ 外面摩滅

６５８ 包含層 １３６１ 高坏 ― ― （６０） 細 堅 褐色 ミガキ ハケメ

６５９ 包含層 １０３２ 高坏 （１７２） ― （９２） 緻 普 白褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ハケメ Ａ３ 円窓３

６６０ 包含層 ８２４ 高坏 （１５３） ― （９７） 緻 堅 褐色 ヨコナデ ミガキ→ヨコナデ ヨコナデ・ミガキ ハケメ→ヘラナデ→ヨコナデ Ａ１

６６１ 包含層 １９６７ 高坏 ― ― （７２） 緻 普 赤褐色 ミガキ Ｄ

６６２ 包含層 ５１２ 高坏 ― ― （９４） 細 普 白褐色 ミガキ Ｄ

６６３ 包含層 ９５７ 高坏 ― ― （１０５） 細 普 赤褐色 ミガキ Ｃ

１１３ ６６４ 包含層 １３２４ 鉢 （７８） ― （３８） 緻 普 白褐色 ミガキ ミガキ ヨコナデ ヘラナデ

６６５ 包含層 ７６３ 鉢 ― ２１ （３３） 緻 普 白褐色 ミガキ Ｌ 内外面摩滅

６６６ ２４ 包含層 ７５ 鉢 ８８ ３４ ５２ 細 堅 褐色 ハケメ→ミガキ ミガキ ミガキ ヘラナデ Ｌ４

６６７ 包含層 鉢 （１５６） ― （９１） 細 堅 褐色 ヘラナデ ハケメ→ヘラナデ ヘラナデ ヘラナデ

６６８ ２４ 包含層 １９ 鉢 １１２ ― ７１ 細 堅 褐色 ヨコナデ ミガキ ヨコナデ→ミガキ ヘラナデ Ｌ１

６６９ ２３ 包含層 ２１８ 鉢 （１５１） ― （４７） 緻 堅 白褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ｅ

６７０ 包含層 １１６１ 鉢 （１５０） ― （８５） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ ヘラナデ Ｉ１

６７１ 包含層 鉢 （８８） ― （４８） 細 普 褐色 ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ ヘラナデ→ミガキ Ｌ１

６７２ 包含層 １３９１ 鉢 （１３８） ― （４４） 細 普 赤褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ｅ 外面摩滅

６７３ ２３ 包含層 １２３９ 鉢 １５３ ― ７３ 細 普 赤褐色 ハケメ→ミガキ ヘラナデ Ｇ１ａ 内外面摩滅

６７４ ２３ 包含層 １９７１ 鉢 １０２ ２０ ５３ 緻 堅 褐色 ヨコナデ ミガキ ヨコナデ ヘラナデ Ｇ１ａ

６７５ 包含層 １０１０ 鉢 １８２ ― （７２） 細 脆弱 赤褐色 Ｇ１ａ 内外面摩滅
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表２０ 土師器観察表（１４）

Ⅲ 高擶南遺跡

図版 写真
図版

出土
地点

登録
番号 器種

計測値（�） 胎
土

焼
成

色
調

調 整 技 法 分
類 備 考

口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）
外面

体部（脚部）
外面

口縁部（坏部・受部）
内面

体部（脚部）
内面

１１３ ６７６ ２３ 包含層 １０５７ 鉢 １２３ ３４ ６３ 細 普 白褐色 ヨコナデ ミガキ・ケズリ ヨコナデ ミガキ Ｈ

６７７ ２２ 包含層 １２４１ 鉢 １４８ ７６ １３４ 粗 脆弱 赤褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ナデ Ｄ２ 台付鉢 内外面摩滅

６７８ 包含層 鉢 １４０ ３２ ６５ 緻 脆弱 赤褐色 Ｇ２ｂ 内外面摩滅

６７９ ２３ 包含層 ６８８ 鉢 １３９ ４４ ４３ 細 普 白褐色 ヨコナデ ヘラナデ Ｈ 内外面赤彩痕残る
内面摩滅

６８０ ２４ 包含層 鉢 ９６ ４０ ４３ 細 堅 褐色 ヨコナデ ミガキ・ケズリ ヨコナデ ヘラナデ Ｍ３

６８１ 包含層 鉢 ６１ ３５ ２９ 細 普 白褐色 ヘラナデ Ｍ３ 外面摩滅

１１４ ６８２ 包含層 ６８１ 鉢 （１９８） ― ９０ 細 普 白褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ Ｂ１

６８３ 包含層 鉢 ― （３５） （１５） 粗 普 褐色 ハケメ Ｂ１ 内外面摩滅

６８４ 包含層 ９７５ 鉢 ― ４７ （１８） 細 普 褐色 Ｂ１ 内外面摩滅

６８５ 包含層 ６２８ 甕 ― （４８） （１９） 細 普 赤褐色 底部外面刺突

６８６ ２２ 包含層 １９１０ 鉢 １７１ ４５ １０６ 粗 普 褐色 ヨコナデ ナデ・ケズリ・ハケメ→ミガキ ヘラナデ ヘラナデ Ｂ２ 鉢形甑 多孔（６孔）

６８７ ３３ 包含層 壺 １９４ ― （１３８） 緻 普 赤褐色 ミガキ Ｄ１

６８８ 包含層 １０９７ 壺 ― ― （７１） 細 普 白褐色 ミガキ

６８９ 包含層 １３５４ 壺 ― ― （４８） 細 普 白褐色 ナデ 内外面摩滅

６９０ 包含層 １４６５ 壺 ― ３２ （１０６） 緻 普 赤褐色 ミガキ

６９１ ３３ 包含層 壺 （１２３） ― （５７） 緻 普 白褐色 ミガキ Ｃ３ 頸部突帯

６９２ 包含層 ５０７ 壺 ― ― （６３） 細 普 褐色 ミガキ 内外面赤彩

６９３ 包含層 ８１７ 壺 ― ― （４６） 緻 普 白褐色 ミガキ ミガキ Ａ２ｂ 内外面赤彩

６９４ 包含層 １１７６ 壺 （２１５） ― （４９） 細 普 白褐色 ヘラナデ ミガキ Ａ２ｂ 内外面摩滅

１１５ ６９５ 包含層 ９３ 壺 ― ― （１７５） 細 普 赤褐色

６９６ 包含層 ６４６ 壺 （９５） ６４ １９２ 粗 脆弱 褐色 ヘラナデ Ｃ１ａ 内外面摩滅

６９７ 包含層 １７７６ 壺 ― ８４ （３２５） 粗 普 赤褐色 ハケメ ハケメ

１１６ ６９８ 包含層 ７１ 壺 ― ５２ （１４７） 細 普 褐色 ミガキ ヘラナデ

６９９ 包含層 ２１７ 壺 ― ― （８９） 粗 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ ハケメ

７００ ４０ 包含層 １０１８ 甕 １３５ ― １１２ 細 普 褐色 ナデ ハケメ ナデ ヘラナデ Ｆ４ 成形指頭圧痕多用

７０１ 包含層 ９２４ 甕 （１８３） ― （３７） 細 脆弱 赤褐色 ハケメ→ヨコナデ 内外面摩滅

７０２ 包含層 １０３８ 甕 （１５７） ― （３０） 粗 普 褐色 ヨコナデ ハケメ

７０３ 包含層 甕 （１４０） ― （３３） 細 普 赤褐色 ヨコナデ ヘラナデ

７０４ 包含層 甕 （１３８） ― （４７） 細 普 赤褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ 内面摩滅

７０５ ３９ 包含層 甕 （１２２） ― （３９） 粗 普 暗褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ・ハケメ ハケメ Ｄ

７０６ 包含層 １３６３ 甕 ２１６ ― （１７０） 粗 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ ハケメ・ヘラナデ Ｃ４ｃ

７０７ 包含層 １１１７ 甕 （２００） ― （１７３） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ Ｃ４

１１７ ７０８ ３５ 包含層 ５５７ 甕 １４６ ― １７１ 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ・ヘラナデ Ｃ２ｂ 外面煤付着

７０９ 包含層 ５５７ 甕 １３５ ２５ １４２ 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ→ヨコナデ ハケメ Ｃ３ａ

７１０ 包含層 １０７５ 小型
土器 ― ４６ （３１） 粗 普 白褐色 ヘラナデ ヘラナデ 手捏成形

７１１ ４１ 包含層 １３０１ 小型
土器 ４２ ― ２３ 緻 普 白褐色 ナデ ヘラナデ・ナデ ナデ ヘラナデ・ナデ 手捏成形

７１２ ４１ 包含層 ５０９ 小型
土器 ３５ ― ２６ 細 普 白褐色 ヘラナデ・ナデ ヘラナデ・ナデ ナデ ヘラナデ・ナデ 手捏成形

※ 備考中、高坏・器台の円窓についての記述は次のとおり
である。
円窓３・円窓なし…完形品での確認
円窓（３）…遺存部で確認できた数
円窓の記載なし…小片のため確認不能

��は円窓に掛かる部分の横断面の模式図である。
実線は遺存している部分の外形線を表し、確認できた円窓
の位置を記した。
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Ⅲ 高擶南遺跡

表２１ 土製品計測表

表２２ 管玉及び同未成品計測表

表２３ 石製品計測表

図版 写真
図版 名称 出土地 長さ

（�／�）
幅

（�／�）
厚さ

（�／�）
重量
（�） 石質 備考

１４ ７０ ４１ 砥石 ＳＴ８ １８４ １８４ ５１ ３，１５２ 石英安山岩 管玉用

１６ ７６ ４１ 砥石 ＳＴ１０ １１０ ８７ ５２ ６７８ 石英安山岩

４５ ２２５ ４１ 砥石 ＳＴ２０２ １２５ ９７ ５５ ６４４ 緑色凝灰岩

１１７ ７１９ 石鏃 包含層 ２７．６ １４ ３．４ １ 頁岩

図版 写真
図版 名称 出土地 長さ

（�／�）
径（最大・最少） 孔径（最大・最少） 重量

（�） 研磨面 石質 備考
上径 下径 上径 下径

９ ２９ ４１ 管玉未成品 ＳＴ４ ２２．２ ８．５５
８．３５

９．２５
８．２０ － － ３．６ 玻璃質流紋岩

６６ ３１３ ４１ 剥片 ＳＴ２１１ ４４．９ － － － － ５０．９３ 玻璃質流紋岩

６９ ３３５ ４１ 管玉 ＳＴ２１２ ２６．５ ４．９５
４．９０

４．９５
４．９０

２．１５
１．６５

２．１５
１．６０ ０．９ － 玻璃質流紋岩

７４ ３７１ ４１ 管玉 ＳＫ２７８ ２２．５ ５．３５
５．３０

５．５５
５．４５

２．１５
２．１０

２．０５
１．９５ １．１８ － 泥岩

３７２ ４１ 管玉 ＳＫ２７８ ２０．９ ６．００
５．９０

６．１０
６．１０

３．１５
２．８０

３．００
２．５０ １．０２ － 玻璃質流紋岩

８３ ４３３ ４１ 剥片 ＳＤ２６０ ３８．５ － － － － ３８．３１ － 玻璃質流紋岩

１１７ ７１３ 管玉未成品 包含層 １５．４ ４．７０
４．２０

５．４５
４．６５ － １．６５

１．６０ ０．５６ ７ 玻璃質流紋岩

７１４ ４１ 管玉未成品 包含層 ２３．９ ９．６５
９．３５

８．５０
０．２５ － － ２．３７ － 玻璃質流紋岩 研磨途中

７１５ ４１ 管玉未成品 包含層 ３１．４ １１．９０
１１．７０

１０．００
９．００ － － ８．０１ － 玻璃質流紋岩

７１６ ４１ 管玉未成品 包含層 ２９．１ ８．６０
６．８０

１０．６０
７．６５ － － ４．３３ － 玻璃質流紋岩

７１７ ４１ 管玉未成品 包含層 ３１．８ ９．６０
８．９０

８．００
５．６０ － － ４．５１ － 玻璃質流紋岩

７１８ ４１ 管玉未成品 包含層 ２４．５ １０．５０
９．３０

９．３０
８．３５ － － ４．９ － 玻璃質流紋岩

図版 写真
図版

名称 出土地 径
（�／�）

孔径
（�／�）

厚さ
（�／�）

重量
（�） 調整

１２ ４７ ４１ 土玉 ＳＴ７ ２７ ６ ２８ １６．３ ナデ

４８ ４１ 土玉 ＳＴ７ ２７ ５ ２７ １６．２ ナデ

４５ ２２４ 土玉 ＳＴ２０２ 長径２７
短径２４ ７ ３３ １８．３ ナデ

６９ ３３４ ４１ 紡錘車 ＳＴ２１２ ４９ ９ １５ ３８．２ 縄文（ＲＬ）
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表２４ 弥生土器観察表（１）

Ⅲ 高擶南遺跡

図版 写真
図版 器種 出土地点 特徴（外面） 特徴（内面）

１１８７２０ ４２ 蓋 ２００－３９０ 平行沈線による波状文，端部平行沈線文 ナデ調整

７２１ ４２ 壺 １９５－３６０ ナデ調整，朱彩，口縁端部指頭圧痕文 ナデ調整

７２２ ４２ 壺 ２０５－３６０ 口縁部撚糸文 ナデ調整

７２３ ４２ 壺 ２００－３８０ 平行沈線による波状文 ナデ調整

７２４ 壺 ２００－３８０ 平行沈線による波状文 ナデ調整，口縁端部に平行沈線による波状文

７２５ ４２ 壺 １９５－３６５ 頸部に２条の凸帯，沈線文 ナデ調整

７２６ 壺 ２０５－３８０ 平行沈線による波状文 ナデ調整

７２７ 壺 １８０－３６０ 縄文＋沈線文 ナデ調整

７２８ ４２ 壺 ２００－３８０ ナデ調整により稜を形成 ナデ調整

７２９ ４２ 壺 ２０５－３８５ 体部平行沈線文による山形文 ナデ調整

７３０ ４２ 壺 ２０５－３８０ 体部上半に平行沈線による渦巻文 器面剥離

７３１ ４２ 壺 ２０５－３８０ 頸部無文帯，体部上半に平行沈線文，体部無文帯 ナデ調整

７３２ ４２ 台付壺？ ２００－３００ 体部と台部の境に凸帯，台部に平行沈線による山形文 ナデ調整

７３３ ４２ 壺 ２００－３００ 体部上半平行沈線による山形文，体部下半無文 ナデ調整

７３４ ４２ 壺 ２００－３７０ 頸部に横位の連続した平行沈線文，体部縄文 ナデ調整

７３５ ４２ 高坏 ２０５－３６０ 脚部下半に平行沈線による連弧文，付部下端に連弧文 ナデ調整

１１９７３６ 甕 １９０－３６５ 口縁部縄文，頸部縦位連続刺突文，体部縄文 ナデ調整

７３７ ４２ 甕 １９５－３６０ 口縁部刺突文風指頭圧痕文 ナデ調整

７３８ ４２ 甕 ２００－３７５ 口縁上部縄文＋沈線文，刺突文，口縁下部無文帯，頸部沈線文 ナデ調整

７３９ ４２ 甕 １８０－３７０ 二重口縁，口縁部縄文，頸部縦位連続刺突文 ナデ調整

７４０ 甕 ２００－３７０ 口縁端部縄文，口縁上部沈線文＋縦位の刺突文，口縁下部無文帯，頸部沈線文 ナデ調整

７４１ 甕 １９５－３６０ 口縁部交互刺突文 口縁部撚糸文

７４２ 壺 １７５－３６５ 体部縄文＋交互刺突文 ナデ調整

７４３ ４２ 甕 ２０５－３８０ 口縁部交互刺突文，口縁端部縄文 ナデ調整

７４４ ４２ 甕 １９５－３８０ 口縁端部押圧縄文，口縁部沈線文，交互状刺突文，頸部沈線文 ナデ調整

７４５ ４２ 甕 ２０５－３８０ 口縁端部押圧縄文，刺突文，口縁部山形文，口縁下部縦位の刺突文，体部縄文 ナデ調整

７４６ ４２ 甕 ２００－３７５ 工字状および楕円状の磨消縄文 ナデ調整

７４７ ４２ 甕 ２０５－３８０ 口縁端部縄文，二山突起，口縁上部交互刺突文，体部工字状磨消縄文 ナデ調整

７４８ 壺 ２０５－３９０ 体部楕円状の磨消縄文 ナデ調整

７４９ 甕 ２００－３９５ 体部撚糸文 ナデ調整

７５０ 壺 ２００－３７０ 体部縄文 ナデ調整

１２０７５１ 甕 ２０５－３９０ 口縁部無文帯，頸部沈線文に挟まれた凸帯に刺突列点文 ナデ調整

７５２ 甕 １７５－３８０ 口縁部縄文＋綾繰文 ナデ調整

７５３ 鉢 ２０５－３８０ 口縁端部押圧縄文，口縁部沈線文＋刺突文，体部縄文 ナデ調整

７５４ 鉢？ ２００－３７５ 口縁端部刻目２，口縁部円形刺突文 ナデ調整

７５５ 甕 ２００－３７５ 口縁部上半撚糸文，口縁部下半撚糸文＋円形刺突文 ナデ調整

７５６ 甕 １８５－３７５ 口縁部沈線＋刺突列点文 ナデ調整

７５７ ４２ 壺 １８５－３７５ 口縁部縄文，口縁部下端円形刺突文，頸部無文帯 ナデ調整

７５８ 甕 １９５－３８０ 頸部～口縁部平行沈線文，口縁部縄文＋綾繰文 ナデ調整

７５９ ４２ 甕 ２０５－３８５ 網状の撚糸文 ナデ調整

７６０ ４２ 甕 １８０－３７５ 口縁部撚糸文，頸部無文帯 ナデ調整

７６１ 甕 １８０－３６５ 体部縄文，籾痕あり ナデ調整

７６２ 甕 １９５－３８５ 口縁部撚糸文 ナデ調整

７６３ 甕 １８０－３６５ 体部縄文，籾痕あり ナデ調整

７６４ 甕 １９０－３７５ 体部撚糸文 ナデ調整

７６５ 甕 ２００－３９０ 体部ナデ→ハケ目調整，底部布目状圧痕 剥離が多く不明
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Ⅲ 高擶南遺跡

表２５ 弥生土器観察表（２）

図版 写真
図版 器種 出土地点 特徴（外面） 特徴（内面）

１２０７６６ 壺 ２０５－３８５ 体部撚糸文 ナデ調整

７６７ 甕 ２０５－３８５ 体部下端縄文，底部ナデ調整 ナデ調整

７６８ 壺 １９０－３７５ 体部撚糸文 ナデ調整

７６９ 壺 ２０５－３８５ 体部縄文 ナデ調整

７７０ 甕 ２００－３９０ 体部ナデ調整，底部布目状圧痕 ナデ調整

７７１ 壺？ ２０５－３９０ 体部撚糸文，底部ミガキ ナデ調整

１２１７７２ ４２ 壺 ２０５－３８５ 口縁部～体部撚糸文，補修孔２ 口縁部撚糸文，体部ナデ調整

７７３ ４２ 甕 ２０５－３８５ 口縁部横ナデ，頸部横位撚糸文＋斜位撚糸文，体部撚糸文 ナデ調整

７７４ ４２ 甕 ２０５－３９０ 口縁部無文，体部縄文，補修孔 口縁部平行沈線による波状文，体部ナデ調整

７７５ 甕 １９５－３６０ 口縁端部縄文，口縁部平行沈線文＋波状沈線文 ナデ調整

７７６ ４２ 甕 ２００－３７５ 口縁端部縄文，口縁部横ナデ，頸部綾繰文，体部縄文 ナデ調整

７７７ ４２ 甕 ２０５－３８０ 口縁部縄文，頸部無文帯，肩部平行沈線文，体部縄文 ナデ調整

７７８ ４２ 壺 ２０５－３９０ 頸部撚糸文，頸部下端無文帯，頸部下端に稜，体部撚糸文 ナデ調整

７７９ ４２ 甕 ２０５－３８５ 平行沈線による波状文 ナデ調整

７８０ 甕 ２０５－３８５ 平行沈線による波状文 ナデ調整

７８１ 甕 ２０５－３８０ 体部撚糸文，口縁部横ナデ 口縁部横ナデ，体部ナデ調整

７８２ ４２ 甕 ２０５－３８０ 体部撚糸文，頸部無文帯 ナデ調整
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Ⅳ 菖蒲江１遺跡

１ 遺構と遺物

竪穴住居跡１棟、土坑、畝状遺構などを検出した。

遺構は東西に延びる微高地上に立地している。調査区の南部は僅かに低くなって

いて、当時もところどころ泥炭が露頭した湿地帯となっていたものと考えられる。

遺跡の基本層序は次のようになる。Ⅰ層は水田の耕作土で、Ⅱ層は水田の基盤土

である。Ⅲ層は遺物包含層で、褐灰色粘質シルトに酸化土の褐色シルトが筋状に混

じる。この層中に遺構の掘り込み面が想定されるが、現実的には認識不可能である。

Ⅳ層は黒褐色シルト、いわゆる泥炭である。分布は全面的ではなく、Ⅲ層の直下が

次に述べるⅤ層となるところもある。Ⅴ層は黄灰色砂質シルトに酸化土の褐色シル

トが筋状に混じるもので、調査に際しては、この層を地山と称した。Ⅵ層は灰色微

砂で、遺構検出面のさらに下層に位置する。洪水に伴う河川堆積物と思われるが、

拡がりは確認していない。

以下に種別毎に遺構と遺物を概述する。

第１３３図 菖蒲江１遺跡遺構配置図

第１３４図 基本層序

Ⅳ 菖蒲江１遺跡
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Ⅳ 菖蒲江１遺跡

第１３５図 ＳＴ３竪穴住居跡

竪穴住居跡

ＳＴ３竪穴住居跡（第１３５図）

Ａ区東端、１４０－９０区に所在する。平面形は南北に長い長方形を呈し、東西辺が北側でやや

開き、北東隅部がつまみ出されたように張り出す。

規模は南北軸が６．１�、東西軸は５．４�を測る。大形の住居で約１０坪ある。

主軸方向はＮ－３ ３゚０’－Ｗを測り、覆土は１層である。床面のほぼ全域に、炭や燃え残り

の建築部材と思われる炭化材が遺存しており、焼失家屋と考えられる。検出面からの深さは最

大で約３�を測る。周溝、柱穴は共に見られず、南東隅に１６５×１００�の北に長い楕円形の貯蔵

穴を持つ。貯蔵穴の東壁は住居の東壁の外まで潜り込んでおり、オーバーハングした形となっ

ている。使用中に何らかの必要性があって作り替えたものであろうか。貯蔵穴の中から鉢（第

１３６図１００１）と小形甕（第１３６図１００８）が破片の状態で出土している。貯蔵穴の深さは床面から

約１２�を測る。竪穴住居跡ほぼ中央に地床炉と思われる被熱痕跡が見られる。遺物は土師器鉢・

壺・甕などが出土している。（第１３６図）

ＳＴ３
１ １０ＹＲ４／１褐灰色シルト

１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルトを
粒・ブロックで含む
炭（０．２～２�）を微量に含む

２ 炭
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畝 状 遺 構

畝状遺構は、ほとんど竪穴住居跡の廃絶後に行われたものと考えられ、方向にいくつかの違

いが見られる。方向の差が時期差を表すものと思われるが、出土遺物がなく、詳細は不明であ

る。形状は高擶南遺跡第１次調査で検出した畝状遺構とほぼ同様なので紙幅の関係上、挿図を

割愛した。

その他の遺物

遺構外のものとして包含層の遺物がある。位置的に遺構に伴うものもあり得るが、ここでは

遺構と切り離し、包含層の遺物として一括した。

２ 調査のまとめ

山形県総合交通安全センター（仮称）建設予定地北西隅部の北辺と西辺の調査を行ったが、

北辺部で古墳時代前期の竪穴住居跡１棟と数条の畝状遺構を検出した。西辺については、泥炭

が露頭する地域で、当時は生活の場所としては不適な低湿地であることが判明した。

山形県総合交通安全センター（仮称）に隣接する、主要地方道天童寒河江線の改良工事に係

る発掘調査と並行して調査を実施したが、本遺跡の調査結果を概観すると、泥炭が乾燥して分

第１３６図 ＳＴ３竪穴住居跡出土遺物

Ⅳ 菖蒲江１遺跡
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第１３７図 包含層出土遺物（１）
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解し、土壌化の進んだ東西に延びる微高地が居住区域として用いられ、その南北は、居住域よ

り一段低い泥炭の露頭となっていたことがうかがわれる。また重複する住居跡がないことから

ここでの居住期間がそれほど長いものではないであろうことが推量される。

第１３８図 包含層出土遺物（２）

Ⅳ 菖蒲江１遺跡

１７３



Ⅳ 菖蒲江１遺跡

表２６ 菖蒲江１遺跡出土土師器観察表

図版 写真
図版

出土地 器種

計測値（�）
胎
土

焼
成 色調

調整技法

備考
口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）

外面 体部（脚部）外面 口縁部（坏部・受部）
内面 体部（脚部）内面

１３６１００１ ４３ ＳＴ３ 鉢 ８５ １５ ５６ 細 普 白褐色 ナデ・ミガキ ナデ・ミガキ ナデ・ミガキ ヘラナデ 外面赤彩

１００２ ４３ ＳＴ３ 鉢 １０４ ４０ ５７ 細 堅 赤褐色 ヨコナデ ヘラナデ・ミガキ ヨコナデ ナデ・ヘラナデ 外面煤付着

１００３ ＳＴ３ 鉢 １１２ － （５１） 細 普 褐色 ナデ・ミガキ ハケメ→ミガキ ハケメ・ミガキ ミガキ

１００４ ＳＴ３ 甕 － － （３３） 細 普 白褐色 ヘラナデ ヘラナデ

１００５ ＳＴ３ 甕 １５２ （４０） 緻 堅 ハケメ→ヨコナデ
ヘラナデ

ヨコナデ・ヘラナ
デ ヘラナデ

１００６ ＳＴ３ 甕 １３２ （４７） 細 普 褐色 ハケメ→ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ

１００７ ４３ ＳＴ３ 鉢 ９９ ４１ ５８ 細 普 褐色 ヨコナデ→ハケメ ヘラナデ・ミガキ ヨコナデ→ハケメ ナデ

１００８ ４３ ＳＴ３ 甕 １３６ ３０ １５９ 細 普 暗褐色 ハケメ→ヨコナデ ヘラナデ・ハケメ ヨコナデ・ハケメ ヘラナデ 外面煤付着

１００９ ４３ ＳＴ３ 甕 １３８ ２１ １５０ 粗 脆弱 褐色 ハケメ→ヘラナデ ハケメ・ヘラナデ ハケメ ヘラナデ

１０１０ ４３ ＳＴ３ 壺 － ４４ （８９） 細 堅 赤褐色 ミガキ・ヘラナデ ヘラナデ・ハケメ 外面赤彩・
細いミガキ

１３７１０１１ ４３ 包含層 蓋 － － （２９） 緻 堅 褐色 ミガキ ヘラナデ

１０１２ 包含層 器台 － － （２４） 細 普 赤褐色 ミガキ ミガキ

１０１３ 包含層 鉢 － － （５２） 細 普 赤褐色 ミガキ 内外面摩滅

１０１４ 包含層 鉢 （１３８） － （３５） 緻 普 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ

１０１５ 包含層 鉢 － （２０） （２２） 緻 堅 褐色 ミガキ ヘラナデ

１０１６ 包含層 鉢 （１１２） － （４９） 緻 堅 褐色 ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ

１０１７ 包含層 鉢 （１６１） － （４３） 緻 普 赤褐色 ハケメ 外面摩滅

１０１８ 包含層 壺 （２８０） － （５３） 細 普 赤褐色 ミガキ ミガキ

１０１９ 包含層 壺 １１９ － （１３５） 細 普 褐色 ヨコナデ・ミガキ ハケメ・ミガキ ヘラナデ

１０２０ ４３ 包含層 甕 （１８３） ３８ ２４７ 細 普 赤褐色 ヨコナデ・ハケメ ハケメ ハケメ ヘラナデ 内面摩滅

１０２１ ４３ 包含層 甕 １９６ （５０） ２３８ 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ

１３８１０２２ 包含層 甕 （１６６） － （４６） 細 堅 褐色 ヨコナデ・ハケメ ハケメ ハケメ ヘラナデ

１０２３ ４３ 包含層 甕 （１７４） ４８ ２２０ 細 普 褐色 ヨコナデ・ハケメ ハケメ ヘラナデ ヘラナデ

１０２４ 包含層 甕 （１６２） － （９２） 細 普 褐色 ハケメ 外面摩滅

１０２５ 包含層 甕 （１７８） － （５５） 細 普 褐色 ヨコナデ・ハケメ ハケメ ヘラナデ ハケメ

１０２６ ４３ 包含層 甕 （１９４） － －４３ 細 普 褐色 ヨコナデ ハケメ ハケメ 内面摩滅
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Ⅴ 菖蒲江２遺跡

１ 調査の概要

総合交通安全センター（仮称）建設予定地の南東隅を中心に東辺南部と南辺東部を調査区と

した。東辺は田植え直後の水田に隣接しており、地下からの漏水により壁面の崩落が懸念され

たため、当初より狭めた調査区を設定した。

調査した範囲では、溝跡が１条、河川跡が１本検出されたのみで、遺構はほとんど認められ

ず、ほぼ全域を泥炭が覆っている状況であった。河川跡は、泥炭の上層部で検出されたもので

あり、断面形は緩い丸底を呈する。覆土は砂のみの単一層であり、通常の河川跡というより、

洪水の際の鉄砲水によって運ばれてきた砂が堆積したものと考えられる。

基本層序は確認し得た範囲で９層を数える。Ⅰ層は水田基盤を含む耕作土である。Ⅱ層は黒

褐色シルトで、南では削平されたためか消滅する。Ⅲ層は灰黄褐色シルトと礫が互層する。間

第１３９図 菖蒲江２遺跡調査区全図

Ⅴ 菖蒲江２遺跡
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第１４１図 ＳＤ１溝跡

Ⅴ 菖蒲江２遺跡

層として黒褐色シルトと灰色粘質シルトの互層が認められる。Ⅳ層は灰黄褐色粘質シルトで、

未分解の植物遺体を含み、南にいくにつれて薄くなる。Ⅴ層は灰色微砂で、後述するⅥ層の上

面に散発的にあらわれる。Ⅵ層は黒褐色シルトで、未分解の植物遺体を多く含む。植物包含層

である。出土遺物のほとんどはⅥ層と次述のⅦ層に含まれる。Ⅶ層は灰色を呈するグライ化し

た砂質シルトで、Ⅷ層を抉るようにレンズ状を呈し、散発的にあらわれる。おそらくは上部を

Ⅵ層に削られたものと考えられる。Ⅷ層は灰色微砂で、県教育委員会の分布調査において遺構

確認面とされた層位である。Ⅸ層は砂利や礫で構成され、河川由来のものと考えられる。

溝 跡

ＳＤ１溝跡（第１４１図）

３９５・４４０区に所在する。ほぼ東西に走る溝跡である。幅約１．３�、深さ約６０�を測り、断面

形状は概ね逆台形を呈し、覆土は３層である。第１層と第３層に植物遺体を含む。遺物の出土

は認められない。調査範囲が狭いこと、出土遺物が認められないことなどから、性格、時期と

もに不明である。

２ 遺構と遺物

出土遺物の概要

泥炭層中に遺物の包含が認められ、縄文時代後期、古墳時代の土

器片などが出土した。基本層序で述べたように、主に第Ⅵ層と第Ⅶ

からの出土である。量的には縄文土器が主体を占めている。

泥炭層中の遺物の分布（第１４２図）

泥炭は、調査区ほぼ全域に分布し、３９５・４４０区辺りを北限、３７２・

４５３区辺りを西限とする調査区南東部に土器片が多量に分布する。

ＳＤ１溝跡
１ １０ＹＲ３／１黒褐色シルト

未分解植物遺体を含む
粗砂、礫（�２�）を含む

２ ２．５Ｙ３／１黒褐色微砂
�０．５～１�の小石を含む

３ ５Ｙ３／１オリーブ黒粗砂
�０．５～１�の小石を含む
植物遺体を含む

第１４０図 基本層序
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第１４２図 泥炭層中の遺物分布
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第１４３図 泥炭層出土遺物（１）
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第１４４図 泥炭層出土遺物（２）
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第１４５図 泥炭層出土遺物（３）
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第１４６図 泥炭層出土遺物（４）
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第１４７図 泥炭層出土遺物（５）
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第１４８図 泥炭層出土遺物（６）
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第１４９図 泥炭層出土遺物（７）
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第１５０図 泥炭層出土遺物（８）
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第１５１図 泥炭層出土遺物（９）
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第１５２図 泥炭層出土遺物（１０）
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Ⅴ 菖蒲江２遺跡

表２７ 菖蒲江２遺跡出土縄文土器観察表（１）

図版 器種 出土地点 特徴（外面） 特徴（内面） 備考 写真図版

１４３２００１ 深鉢 ３８０－４５０ 縄文＋沈線文 突起部に沈線文 ４４

２００２ 深鉢 ３８０－４６０ 撚糸文＋沈線文 ナデ調整，山形突起に横位沈
線文

補修孔２（内
１は未貫通） ４４

２００３ 深鉢 ３７０－４６０ 縄文＋沈線文 ナデ調整 ４４

２００４ 深鉢 ３８０－４６０ 縄文＋沈線文＋刺突文 ナデ調整，突起部に横位沈線
文 ４４

２００５ 深鉢 ３８０－４６０ 体部磨消縄文＋平行沈線文 ナデ調整 ４４

２００６ 深鉢 ３９０－４５０ 磨消縄文＋沈線文 ナデ調整 ４４

２００７ 深鉢 ３８０－４６０ 磨消縄文＋沈線文 ナデ調整，突起部に横位沈線
文 ４４

２００８ 深鉢 ３９０－４５０ 口縁部沈線文，頸部ナデ調整 ナデ調整 ４４

２００９ 深鉢 ３９０－４５０ 磨消縄文＋沈線文 ナデ調整 ４４

２０１０ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文＋横位沈線文 ナデ調整 ４４

２０１１ 深鉢 ３９０－４５０ 口縁部縄文＋沈線文，頸部無文帯，体部縄文＋沈線文 ナデ調整 ４４

２０１２ 深鉢 ３９０－４５０ ナデ調整 口縁端部斜位刻目文＋沈線
文，体部ナデ調整 ４４

２０１３ 深鉢 ３９０－４５０ 体部上半～頸部磨消縄文＋沈線文，体部下半縄文 ナデ調整 ４４

２０１４ 深鉢 ３９０－４４０ ナデ調整 口縁部縄文＋平行沈線文，体
部ナデ調整 ４４

１４４２０１５ 浅鉢 ３９０－４５０ 磨消縄文（「Ｐ」字状，６単位），口縁端部を平坦に作り出す ナデ調整 ４４

２０１６ 筒状小形鉢 ３８０－４５０ 朱彩，縄文＋沈線文（幾何学模様） ナデ調整 ４４

２０１７ 壺 ３８０－４６０ 口縁部上半縄文，口縁部下半ミガキ，肩部縄文 ミガキ ４４

２０１８ 鉢 ３８０－４６０ 体部上半平行沈線文，三重弧線文（上閉じ），体部下半縄文，底部笹葉脈痕 ナデ調整 ４４

２０１９ 壺 ３８０－４６０ 体部磨消縄文 ミガキ ４４

２０２０ 鉢 ３８０－４５０ 体部条痕文 ナデ調整 補修孔一対 ４４

２０２１ 深鉢 ３９０－４５０ 体部条痕文 ナデ調整 ４４

１４５２０２２ 深鉢 ３８０－４５０ 口縁部撚糸文，口縁下部無文帯，体部縄文 ナデ調整 ４５

２０２３ 深鉢 ３８０－４６０ 口縁部縄文＋沈線文，頸部無文帯，体部縄文＋沈線文 ナデ調整 ４５

２０２４ 深鉢 ３７０－４５０ 口縁部・体部撚糸文 ナデ調整，炭化物付着 ４５

２０２５ 深鉢 ３８０－４５０ 口縁部縦位刻目文，体部綾杉文 ナデ調整 ４５

２０２６ 深鉢 ３９０－４５０ 口縁部縦位刻目文＋沈線文 ナデ調整 ４５

２０２７ 深鉢 ３９０－４４０ ナデ調整 ナデ調整

２０２８ 深鉢 ３８０－４５０ 口縁部ナデ調整，頸部刺突文 ナデ調整

２０２９ 深鉢 ３９０－４４０ 口縁部ナデ調整，隆帯に斜位刻目文，体部磨消縄文 ナデ調整 ４５

２０３０ 深鉢 ３８０－４６０ ナデ調整 ナデ調整 ４５

２０３１ 深鉢 ３８０－４６０ 頸部横位刺突文 ナデ調整

２０３２ 壺 ３８０－４５０ 刺突文＋沈線文 ナデ調整 ４５

２０３３ 深鉢 ３９０－４４０ 体部下半ナデ，ケズリ ナデ調整

２０３４ 深鉢 ３９０－４４０ 体部縄文＋沈線文 ナデ調整

２０３５ 深鉢 ３９０－４４０ 口縁部押圧縄文，体部ナデ調整 ナデ調整 ４５

２０３６ 深鉢 ３９０－４４０ ナデ調整 ナデ調整

２０３７ 深鉢 ３８０－４５０ 口縁端部ナデ調整，口縁部押圧縄文 ナデ調整 ４５

２０３８ 鉢 ３９０－４４０ 口縁部縄文＋横位沈線文，体部無文帯 ナデ調整

２０３９ 深鉢 ３８０－４５０ 磨消縄文，頸部沈線文 ナデ調整 ４５

２０４０ 深鉢 ３８０－４６０ 磨消縄文 ナデ調整 ４５

２０４１ 鉢 ３８０－４６０ 口縁部縄文，頸部無文帯 ナデ調整
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表２８ 菖蒲江２遺跡出土縄文土器観察表（２）

Ⅴ 菖蒲江２遺跡

図版 器種 出土地点 特徴（外面） 特徴（内面） 備考 写真図版

１４６２０４２ 深鉢 ３９０－４４０ 口縁部縄文 ナデ調整

２０４３ 深鉢 ３９０－４５０ 口縁部ナデ調整，頸部撚糸文 ナデ調整 補修孔

２０４４ 深鉢 ３８０－４５０ 口縁部縄文＋横位押圧縄文 ナデ調整

２０４５ 深鉢 ３９０－４４０ 体部縄文 ナデ調整

２０４６ 深鉢 ３８０－４６０ 口縁部ナデ調整，頸部縄文，体部縄文→ナデ調整 ナデ調整 ４５

２０４７ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文 ナデ調整

２０４８ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文 ナデ調整

２０４９ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文 ナデ調整

１４７２０５０ 深鉢 ３８０－４５０ 口縁部縄文 ナデ調整 補修孔 ４５

２０５１ 深鉢 ３９０－４４０ 口縁部縄文 ナデ調整

２０５２ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文 ナデ調整

２０５３ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文 ナデ調整

２０５４ 鉢？ ３８０－４５０ 体部縄文 ナデ調整

２０５５ 深鉢 ３８０－４６０ 口縁端部ナデ調整，体部縄文 ナデ調整

２０５６ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文 ナデ調整

２０５７ 深鉢 ３８０－４５０ 体部縄文 ナデ調整 補修孔

２０５８ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文 ナデ調整

２０５９ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文 ナデ調整

２０６０ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文 ナデ調整

２０６１ 深鉢 ３８０－４５０ 体部縄文 ナデ調整

２０６２ 深鉢 ３９０－４５０ 体部縄文 ナデ調整

１４８２０６３ 深鉢 ３９０－４４０ 体部縄文 ナデ調整

２０６４ 深鉢 ３８０－４５０ 口縁部縄文

２０６５ 深鉢 ３８０－４５０ 口縁端部ナデ調整，体部縄文 ナデ調整

２０６６ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文 ナデ調整 ４５

２０６７ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文 ナデ調整

２０６８ 深鉢 ３８０－４５０ 体部縄文 ナデ調整

１４９２０６９ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文 ナデ調整

２０７０ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文，体部下半無文帯 ナデ調整

２０７１ 深鉢 ３９０－４５０ 体部下半無文帯，底部笹葉脈痕 ナデ調整 ４５

１５０２０７２ 深鉢 ３８０－４６０ 体部上半縄文，体部下半無文帯 ４６

２０７３ 深鉢 ３８０－４６０ 体部ナデ調整，底部ナデ調整 ナデ調整

２０７４ 深鉢 ３９０－４４０ 体部ナデ調整 ナデ調整

２０７５ 深鉢 ３８０－４６０ 体部ナデ調整 ナデ調整

２０７６ 深鉢 ３８０－４６０ 体部ナデ調整，底部ナデ調整 ナデ調整

２０７７ 深鉢 ３８０－４６０ 体部ナデ調整 ナデ調整

２０７８ 深鉢 ３９０－４５０ 体部ナデ調整 ナデ調整

１５１２０７９ 深鉢 ３９０－４４０ 体部ナデ調整，底部網代痕 ナデ調整

２０８０ 深鉢 ３９０－４４０ 体部ナデ調整，底部網代痕 ナデ調整 ４５

２０８１ 深鉢 ３９０－４６０ 体部ナデ調整，底部笹葉脈痕 ナデ調整 ４５

２０８２ 深鉢 ３９０－４４０ 体部ナデ調整，底部網代痕 ナデ調整

２０８３ 深鉢 ３８０－４５０ 底部木葉痕 ナデ調整

２０８４ 深鉢 ３８０－４６６ 底部木葉痕 ナデ調整

２０８５ 深鉢 ３８０－４６０ 底部木葉痕 ナデ調整

２０８６ 深鉢 ３８０－４６０ 体部縄文，体部下端無文，底部網代痕 ナデ調整

２０８７ 深鉢 ３８０－４６０ 底部網代痕 ナデ調整 ４５

１８９



Ⅴ 菖蒲江２遺跡

表２９ 菖蒲江２遺跡出土土師器観察表

表３０ 菖蒲江２遺跡出土石製品観察表

泥炭層中の遺物は、下層に至るほど破片が大きく、上層では小片となる傾向が見られた。これ

は泥炭がゆっくりと移動したため、重量の大きな破片は重力の影響を受けて沈み込み、重量の

小さな破片はあまり重力の影響を受けることなく上層に分布することとなったものと考えられ

る。これから、当該調査区の遺物は、さほど遠くない上流域から、泥炭とともに洪水などによ

り運ばれてきたものと考えられる。出土した遺物は、縄文時代後期の土器を主体に、同時期と

思われる石器・石製品と古墳時代の土師器が少量みられる。

３ 調査のまとめ

菖蒲江２遺跡では、溝跡が１条、河川跡が１本検出された。溝跡は性格、時期ともに不明で

あり、河川跡は洪水時の鉄砲水に伴う砂の移動痕跡と考えられる。他に泥炭層中に縄文時代を

主体とする多くの遺物を得たが、これは、より上流域から泥炭とともに移動してきたものと考

えられる。

当初認識された「縄文時代（後期）の包蔵地及び古墳時代の集落跡」は、調査の結果「縄文

時代（後期）及び古墳時代の包蔵地」であることがわかった。

図版 写真
図版 器種 出土地

計測値（�）
胎
土

焼
成 色調

調整技法

備考
口径 底径 器高 口縁部（坏部・受部）

外面 体部（脚部）外面 口縁部（坏部・受部）
内面 体部（脚部）内面

１５２ ２０９１ ４６ 鉢 包含層 － ７０ （６２） 細 堅 褐色 ハケメ ヘラナデ、ハケメ

２０９２ 壺 包含層 － ３２ （３０） 細 普 白褐色 ハケメ 外面赤彩

２０９３ 壺 包含層 － － （４９） 細 普 褐色 ヘラナデ ヘラナデ

２０９４ ４６ 壺 包含層 （１２７） － （４０） 細 普 褐色 ヨコナデ、ヘラナ
デ、ミガキ ミガキ

２０９５ 壺 包含層 － ４５ （３０） 細 普 赤褐色 内外面摩
滅

２０９６ 甕 包含層 （２０６） － （３４） 細 堅 褐色 ヨコナデ、ハケメ ハケメ

２０９７ ４６ 甕 包含層 － ７９ （６３） 細 普 暗褐色 ハケメ ヘラナデ

２０９８ 甕 包含層 （２２２） － （３６） 細 普 暗褐色 ハケメ ハケメ 口縁端部
外面刻目

図版 写真
図版 名称 出土地 長さ

（�／�）
幅

（�／�）
厚さ

（�／�）
重量
（�） 石質

１５２ ２０８８ ４６ 削器 包含層 ６２．２ ４０ １１．８ ２５．８ 頁岩

２０８９ ４６ 石鏃 包含層 ３８．２ ２０．７ ７．９ ３．９ 頁岩

２０９０ ４６ 凹石 包含層 ８３ ７．６ ４６ ４１９．４ 安山岩

１９０
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